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i
本書は、当財 団が社団法人 日本情報セ ンター

協会 に委託 した 「情報処理サービス業の将来

ビジ ョンに関す る調査」事業に関す る調査報

告書である。
/、

一ぺ

財団法人 日本情報開発協会

」
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Q

序 に か え て

石油 危機以 来、わが国経済の基 本的構造 について、知識集約型

産業中心へ の転換が 一層強 く叫 ばれ るよ うに な り、 また一方 では

社会 的な情報 化の進展が あ って、情報 処理サー ビス業は 今や時代

の脚光 を浴 びよ うと してい る。

情報処理 サー ビス業は 、その産 業と しての歴史 も浅 く、企 業 と

しての基盤 もまた強 固 とはいい 難い現況に ある。 業界に 課せ られ

た社会的使 命を達 成 し、来 るべ き情報 化社会の中核産 業にい かに

して発展 して ゆ くか とい う問題 は 、情報処理 サー ビス業に と って、

きわめて重要 、かつ 困難 な問題で あるが、 これを解 決 し、克服 し

ていか なけれ ば、 輝か しい業界 として の未来をか ち とるこ とは不

可能で ある と考 えられ る。

社 団法人 日本情報 セ ンター協会は 、 この よ うな問題 意識の もと

に 、情報処理 サー ビス業 の将来 ビジ・ンにっいて 、検討 と研究 を

行い 、そ の成果 を以 下の報告書に まとめた 。 この報 告書 に盛込 ま

れ てい る ものは、情報 処理サ ー ビス業の現状につい ての シビアな

認識 と分析で あ り、その 上に立 った努力 目標 と具体 的対策で ある。

文中十分に意 を尽 してい ない面 も多 々あ るが 、 この大問題 に取組

んだ業界 としての前向 きの姿勢 と熱 意 とをお汲み とり頂 き、なん

らかの ご参考 と して頂 けれ ば幸い で ある。

昭和49年5月

社 団法 人 日本 情 報 セ ン ター協 会

会長 稲 葉 秀 三
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情報処理サー ビス業発展の足どりとその役割
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第1章 情報処理サー ビス業発展の足 どりとその役割

●

1.情 報 処 理 サ ー ビ ス 業 の 概 念

{1)情 報の機 能

今 日、世の 中には 「情報 」とい う言葉 が溢れてい る。それ だけに 「情報 」 と

い う言葉の乱 用や混乱が起 っている。 日常会話に関す るか ぎり、 「情報 」とい

う言葉はかな り無責任に定義され、それ を使 う人の主観に した がって、時 と場

合 によ り適当に使 い分け られてい る。 しか し、立ち入 った議論 を進め るために

は、まず 「情報 」とい う言葉の持つ いろい ろな内容を検討 して、定義す ること

が必要 となろ う。

本報告 書の意図か ら言 って、 「情報 」を経済学 あるいは経営学的 に把握す る

ことが必要 である。いま まで の各方面で なされ た努力を総合すると、 「情報 」

とはつ ぎの よ うな機 能をそなえてい ると定義 で きる。

① ユーザ ーの計画の立案の資料 となる。

② 個 々の情報は固有 の不確定性 を もってお り、情報が集合す る と相乗 的に

不 確定性 を減少 させる。

③ 同 じ情報 で もタイ ミングに より価値 の格差が きわめて大 きい。

④ 有体財 でな く、無体財 であるた め占有性 がない。
`

② 情 報 の 産 業 化 一

今 日、 「情 報 産 業」 とい う言葉 が 盛 んに使 われ てい る。 「情報 」とい う概念 は人

類 の 発 生 以 来 存 在 し てい る が、 その 「情報 」が 産業 と して社会 の 動 きに重 要

な影 響を及ぼすた めには、そ の 「情報 」に何 らか の 経済 的 機 能が 付 加 され な け れ ば
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な らない。 す な わ ち、 す で に産 業 化 が 進行 してい る 「物 質」 や 「エネ ル ギ ー」

と同 じ よ うに、 流 通 と加工 が 「情 報 」 に 関 して も行 な われ な けれ ば な らない。

こ の点 に 関 して、 過去 に起 った 「物 質 」 とか 「エ ネル ギ ー」 に関 す る歴 史 を一

つ の 鏡像 に 見 た て て考 え てみ る こ とが で きる。

15世 紀 が か りに 今 日の世 の 中 に よ く似 てい る と仮 定 す るな らば 、 そ の15

世 紀の 大 航海 冒険 の 時 代 は、結 局 は貿 易 に よる莫 大 な利 益 こそ が、 人 々の 冒険

へ の 大 きな動機 にな っ て い た点 を認 識 す る必要 が あ る。 一 つ の 冒険 と航 海 に よ

って 、 一 つ の航 路 が 開拓 され る と、 遠 く離 れ た二 つ の土 地 に産 出す る(し か も

互 い に必要 とす る)物 質 を交 換 す る こ と に よって 、人 々は より高い 満 足 を得 る

こ とが で きた か ら、 貿 易 に よっ て莫 大 な利益 が生 じた の で ある。 も し非 常 に遠

く離れ た土 地 で あ っ て も、 その よ うな 人間 の満 足感 に訴え る よ うな ものが なか

っ た場合 に は 、 そ の航路 は そ のま ま長 く放 置 され て しま う。貿 易 の対 象 とな る

産 物 が存 在 して、 一 度 そ の よ うな定 常 的 な物 品 の流 通 の ル ー トが で きた場 合 、

こ こに運搬 業 あ るい は 海運 業 と呼 ばれ るサ]ビ ス業 が成 り立 つ わ け で あ る。 情

報 の場 合 で あれ ば、 二 地 点 の情 報 を交 換 す る こ とに よって 、人 々が よ り高 い満

足 を得 る こ とが で きるの で あれ ば 、 そ こ に情 報 の流 通 ルー トが で きる。 これ が

情報 の 「伝 達 」 とい われ る もの で あ る。19世 紀以 来 、通 信技 術 の 発 達 に よっ

て、 情 報 伝 達 の 需要 が喚 起 され 、 とこ に情 報 伝 達 を業 とす る サ ー ビス事 業 が 発

展 して い った の で あ るo

その 次 の段階 としては、 運 搬 され た物 品 に何 らか の加工 を ほ どこす とい う時

代 が来 る。 た とえば 、 パ ス コ ・ダ ・ガマ に よって 開発 され た イン ドと ヨー ロッ

パ の海 上 交 通 路 は、 や が て ス エ ズ 運河 の 開通 に よ って 地 中海 一紅 海 経 由 に変 わ

ったが 、結 局 ヨー ロ ッパ とア ジア を む す ぶ貿 易の 大動 脈 とな り、 輸 送 され た原

料 は主 と して イ ギ リス にお い て 加工 され 、 それ が さ らに 国 内消 費 は も ちろ ん の
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こと国 外へ 輸 出商 品 と して 分配 され る とい う形態 を とるに至 っ た。 パ ス コ ・ダ

・ガ マの 時 代 は たS'単 に 香 料 を運 ぶ とい う原 始 的 な段 階 で あ った の に ひ きか え 、

い わ ば加 工 業 を中 心 と した よ り進ん だ産 業 形 態 に なった。 この段階 の 社会 は 、

輸 送 され た 物 質 を変形 した り、 物 の 性 質 を 変 えた り、要 す る に原 料 とは 似 て も

似 つ か ぬ別 の商 品 にす る技 術 が 主導 力 に な った。 しか も、そ の よ うな加 工 をす

る 程度 が 高 けれ ば 高 い ほ ど、付 加価 値 が 高いた め に 、そ の加 工 技術 は 一 層 高 度

化 す る。 この よ うな加 工 中心 へ の脱 皮 の 過程 と対 比 して、 同様 な類 似 を 情 報 に

あ て は め て み る と、情 報 そ のま まを単 に伝 達 す る段階 の次 に は、 当 然 情 報 を何

らかめ 意 味 で変 換 し加 工 す る とい う、 情 報 処理 の 形 態 が予 想 され る。 この情 報

処 理 を扱 う道 具 が コン ピュー タで ある。 この 意味 で コ ン ピ ュー タ こそ 「情 報 」

産 業革 命 の 「蒸 気機 関 」 で あ るo

今 日、 要 求 され る情報 の質 と量 が 大 幅 に 変化 して い くなか で、 この よ うな情

報 の 処 理 と伝 達 を扱 う情 報 産 業 が 発展 して い くこ とは歴史 上 必然 性 が あ る とい

え よ うo

●

③ 情 報 処 理 サ ー ビス産 業

情 報 産業 は情 報 を処 理 し、 流 通 させ る 産業 で ある と前 節 で 規定 され た 。

情 報 産業 に関 して、 情 報 処 理 お よび 情 報伝 達 の機 器 に関 す る分野 と、 そ の機

器 を活 用 す る分 野 に大 別 され る 。 前者 が コ ン ピュー タ、通 信 機 器 、 テ レ ビ、 印

刷 機 械 な どを製 造す る分 野 で あ り、 後 者 がそ れ らの情 報機 械 を活 用 して、 サ ー

ビス を提 供 す る 分野 で あ る。 後者 の 情 報 サ ー ビス 分野 を分 類 した の が 図1-1

で あ る。 す な わ ち、 平 面座 標 を考え て、 縦軸 に処 理 一伝達 を、 横軸 に入 間 一機

器 の 活 用 を とる。 処 理 一 伝 達 の体 系va$・ いて は、 原 点 では処理お よび伝達が50

%つ つ で あb、 上 にい くほ ど処理 の 比 重 が 占め、A点 では 処 理 が100%、 伝
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達 が0%と な'る。 他方 、 下 に い くほ ど伝 達 の比 重 が 大 き くな り、B点 では 伝 達

が100%、 処 理 が0%と な るoま た、 人間 一機 器 の 体系 にお・い ては、原点では

人 間 お よび機 器 が50%つ つ で あb、 左 へ い くほ ど人 間の比 重 が 占 め、C点 で

は 人間 が100%、 機 器 が0%と な る。 他方 、D点 で は、機 器 が100%、 入

間 が0%と な る。

この よ うな図 式 に、 情 報 サ ー ビス業 と一 般に言 わ れ てい る業 種が プ ロ ッ トし

て 示 され てお・り・ 情 報処 理 サ ー ビ ス業 の情 報産 業 に お・け る相 対 的 位置 が 明 らか

にされ てい る。

とこ ろで、 情 報 産 業 とい う言 葉 につ い て は、 各 人 各様 の さ ま ざま な概 念規 定

が なさ れ てい る。 昭和42年 末 、通 産省 は電子 計 算機 産業 を 中 核 とす る情報 処

理 産 業 の比 重 の増 大 と成 長 性 にか んが み て、そ の 育 成 に先 立 ち、 情報 産 業 お よ

び 情報 処 理産 業 の概 念 を規 定 した。

そ れ に よれ ば 、 情 報 を生 み 出す 手段 とな る コン ピュー タを 開 発 生 産 す る コ

ン ピュー タ ・メー カ ーを 中核 と して、 コ ン ピュー タを使 い こな す ソ フ トウエ ア

を 開 発 販 売 す る ソ フ トウエ ア産業 が 存 在 す る。 さ らに、そ の まわ りに コ ン ピ

ュー タお よび ソ フ トウエ ア双 方 を使 っ て 対価 を得 て、 多 種情 報 を収 集 、 整理 、

蓄 積 加 工 して 提供 す る情 報 処 理 サ ー ビス業 が存 在 す る。 この 三 つ、 すな わ ち コ

ン ピュー タ産 業、 ソ フ トウエ ア産 業 、 情 報処理 サ ー ビス業 を総 括 して情 報処 理

産 業 と呼 ぶ の で あ る 。 ま た 、 企 業 、 官 公 庁 な ど の 単 一 組 織 の 情 報 処 理 お・

よ び 企 業 間 、 産 業 間 、 各 行 政 間 の 共 同 処 理 業 務 を 包 括 す る 「部 門 情 報

処 理 業 務 」 が あ り、 これ に放 送 、 出版 、通 信 、教 育 まで を 加 え て 、広 く知 的

能 力 の 産業 化 と して と らえ た 産 業概 念 を一般 に、 情 報 産業 と定 義 づ け たの で あ

る。 以上 を図 式 した の が図1-2で あ る。

ま た 、通 産 省 の 中 に設 け られ た産 業 構 造審議 会 情 報 部会 が43年 に 行 った 中
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問答申 では 、 情報産 業 を コ ン ピュ ータ を用 い て情報 処理 す る産業 と、 同 じ くコ

ン ピュ ータ を用 い て情 報 提 供す る産 業 として とらえ て い る 。

傘

放

送

研究

開発

コンピュ ータ

産 業

図1-2
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●

情 報処 理 サ ー ビス業 は、 さ きに述 べ た よ うな機能 を持 つ情 報 と広 う財 を、人

間 と情 報機 器 とを活 用 して科 学 的 に処 理 し、そ の結 果 を顧 客 に提 供 して収 益 を

あげ て ゆ く企業 の集 合 体 で あ る。 この よ うな企 業 が資 本 主 義社 会 に お いて 成 立

し、存 続 して ゆ くこ とは全 く新 しい現 象 で あ る。 前節 に触 れ た よ うに、 情 報 の

産 業 化 とい う大 きな時 代 の 流 れ を背景 と して、 い わ ば必 然 的 に生 れ た もの では

あ るが 、一 般 的通 念 に支 配 され て い る顧 客社 の体 質や 考 え方 に よって 、 い くつ

か の特 徴 を本来 的 に与 え られ て い る。

無 体 財 で あ り、 か つ 占有 性 が な い うえ に、 企業 と して の計 画立 案 の資 料 と し

て きわ め て重 要 な意 味 を持 つ情 報 の処 理 を、 営 利 を 目的 とす る社 外企 業 に発 注

す るこ とは、過 去 の社 会 通 念 で は考 え られな い こ とで あ った。 した が って発 注

に当 って は、 企業 機 密 に 直接 関連 しな い情 報 の処 理 や 、 あ るい は単 純 作業 に限

定 す る とか、 ま たは関 連 会 社 、 子 会 社 な ど信 頼 し うる企業 に外 注 す る とかい う

こ とが一 般 的 で あ った と考 え られ る。 この ことが次 章 に述 べ る よ うな情 報処 理

サ ー ビス業 の下 請 け 的 、 補 助 的 体質 な ど の特 徴 の原 因 とな って い るの で あ る。

しか し単純 作業 で あ って も、 そ の繰 返 しは専 門的 技 能 を生み 、経 営 努 力 と相

ま って情 報処 理企 業 と して拡 大 してゆ く。ま た情 報 化 の進展 に と もな う情 報 処

理 の高度 化や 巾 の 広が り に よ って 、 企業 内 の情 報 処 理担 当部 門が そ れ を全 面的

に担 当す る こ との困 難 性 や 不 適 合 性 が生 じて くる。 そ の解 決 の た め に外 部情 報

処 理 機能 の活 用が 注 目さ れ は じめ た の であ る。 これ ま で の情 報 処 理 の発展 と、

い うな らば次元 を異 にず る社 会的 な環境 の変化が生 じつつあ る とい うことがい

え よう。 す な わ ち情 報処 理 サ ー ビス業 に と って、 従来 の下 請 け 的 イ メー ジか ら

脱 却 し、 主体 的 な産 業 と して 成 長 、 発展 する新 しい 段階 に入 った とい え るの で

あ る。
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2情 報 処 理 サ ー ビス業 の発 展 の 足 ど り

(1}歴 史的 発 展

情 報処理 サ ー ビス業 の発生 は コ ン ピュ ータ の発 生 と時 期 を同 じ く して い る。

JECCの 調 査 に よ る 「わが 国 コ ン ピ ュ ー タ設置 台 数」 と 「情 報処 理 サ ー ビ

ス業 の数 」 との 歴 史的 推 移 は 表1-1に 示 され て い る。 そ れ に よる と、1968

年 の183社 か ら1973年 に は541社 となb、5年 間 で約3倍 に増 加 して い る。

な かで も公 共 機 関 、 メ ー カー系 列 を除 い た独 立 計 算 受託 企 業 の増 加 は著 し く

140社 か ら468社 にな り、334%の 伸 び 率 を示 してk・ り、そ の構 成 比 も76.5

%か ら86.5%と 増加 して い る。 この よ うな情 報 処 理 サ ー ビス業 界は 急激 に膨

脹 して きてい る極 め て新 しい産 業 分 野 で あ る。

θ

表1-1経 営 主 体 別 の情 報処 理 サ ービス業 ソフ トウ エア業 の企業数

お よび セ ン タ ー数

経 営 主 体
事 業 体(企 業数) セ ン タ_(セ ン ター数)

19飽.1.1119734.1 増減 1968.L1 1973.L1 増減

独 立 計 算 受 託 企 業

メーカーおよび翼係販売会社

公 共 機 関

140
(765)

31
(169)

12
(6.6)

468

(86.5)

(。;1

23

(4.3、

328

19

11

150

(633)

7ぎ

(31.6)

(ぷ

543

(63.3、

144

(203)

23

(3.2)

393

69

11

合 計
183

(100.0)

541
(100.0)

358
237

(100.0)
710

(100.0)
473

■

(注)カ ッコ内 は構 成 比、 日本電 子計 算 機㈱ 「全 国 計算 セ ン ター お よび

ソフ トウエ ア開 発企 業 便 覧」 よ り。

情報処理サ ービス企業 の設立動 機を通商産業省は次 のよ うに分類 してい る。
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① ユ ーザ ー計 算部 門 の独立

② 共 同計 算 セ ン タ ー と して設 立

③ 会 計 事 務 所等 のサ ー ビス拡 大

④ 一 般 受 注 の た めの設 立

⑥ そ の他

通 商産 業 省 「情 報処 理 実 態 調査 」 の設 立動 機別 の情 報処 理 サ ー ビス業 の設

立年 次 は表1-2に 示 さ れて い る。 これ に よ る と、 現 在 の情 報処 理 サ ー ビス

業 の 約90%は 昭和40年(1965年)以 降 に 設 立 され 、 設立 後 の 日は ま だ浅

い と言 わ ざる を得 な い。 ま た設立 の動 機 も 「共 同計 算 セ ンタ ー と して設 立」

が 最 も多 く24.0%を 占め 、 次 いで 「会 計事 務 所 等 のサ ービス拡 大」 の18.7%

とな ってk・ り、 この こ とは特 に 昭和41年 ～45年(1966年 ～70s年)に

顕 著 に現 わ れ てい る。

表1-2設 立 動 機 別 の情 報 処 理 サ ー ビス業 の設立 年 次
'

(単 位 企業)

●

他のぞ

D2Mー

1

1

2

6

1

5

8

4

6

4

3

9

9

0111り臼-

の

立注設受の般め一た

D2K

.

2

2

1

1

0

所

ビ

大務一事サ拡計の会等ス

の凪試5

1

1

1

2

3

6

5

0

7

9

6

21

セ

し

立算と計一設同タ共ンて

め蝕M6
ー

1

2

3

5

5

7

1

6

7

0111

計

立一の独ザ門一部ユ算

Dほパ3

1

4

2

1

2

2
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この よ うな情 報 処 理 サ ー ビス業 の業 務 の 歩 み を歴 史 的 にみ て み よ う。

昭 和32年 ごろは 、産 業 界が 戦 後 の混 乱期 か ら朝 鮮戦 争 を経 て、 飛 躍 的 発

展 へ と展 開 を 開始 した時期 で あ る。 経 営 規模 の拡 大 、経 営 の複 雑 化 に よ る事

務 量 の増加 と間接 経 費 の増 加 へ の対 策 と して、 経 営 事務 合 理 化 が叫 ば れ 、 そ

のた め に会計 機、 タ イプ ライ タ ー、 複 写 機 な どが 活発 に輸 入 され た。PCS

もそ の一環 と して 、 人 手 の代 替 や デ ータ の大 量 処 理手 段 と して 、 まず 証 券 会

社 、 銀 行、 保 険 会 社 な ど金 融 関係 お よび大 手 メー カー に主 と して導 入 され た。

昭和30年 代 前 半に は 、PCSを 使 用 して の単 純事 務 計 算 の受託 が企 業 と

して存 在意 義 の あ る点 が 注 目さ れ、 個人 企業 的 色 彩 の 濃い セ ン タ ーが い くつ

か設 立 され、 これ が 将来 の情 報処 理 サ ービス企 業 の先駆 者 とな った。

昭 和30年 代 後 半 は、 経 営 管 理 的 立場 あ るい は経 営情 報 と して の 立場 か ら

事 務 の再 認 識 が な され、 単一 業 務 の機械 化 か ら複 数 業務 の組 織 的 な機 械化 へ

の 段 階 に 入 り、 先 進 的 な 一部 大 企業 に コン ピュ ー タが どん どん 導入 され て い

った 。 この数 年 間、 コ ン ピ ュー タ設置 台 数 お よび情 報処 理 サ ー ビス 企業 数 と

も に、毎 年2倍 以 上 も増 加 してい る。

情 報 処理 サ ー ビ ス業 が産 業 と して の形 態 を持 ち始 め たのは 、 昭和40年 代

に入 って の こ と で あ る。 ユ ーザ ーの 増加 と社 会 的 な環境 の変 化 か ら、情 報 処

理 サ ー ビス業 に対 す る ニーズ は 単 純 な受 託計 算 か らコ ン ピュ ータの 活 用 に比

重 が移 りは じめ、 パ ンチ部 門 お よび プ ログ ラ ミン グ の受託 、教 育 、要 員 派 遣

な どの業 務 の ほ か 、高 度 か つ 複 雑 な技 術 計算 、経 営 計 算、 統計 分析 、 シ ミュ

レー シ ョン、 シス テ ム設 計 、 ソフ トウエ ア 開発 な ど業 務 内容 も多 様化 、 多 角

化 す るに至 った。

ま た 処理 形 体 も従 来 のバ ッチ 主 体 の方 式 か ら次第 に オン ラ イン、 リモ ー ト

バ ッチ方 式 に移 行 す る傾 向 とな った。

'
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こ の間 、情 報処 理 サ ー ビス業 界 の企 業 規模、 顧 客 構 成 、売 上 高 な ど もかな

り急 ピ ッチ に拡 大 変 化 して きたが 、具 体 的 な内 容 と数 字 につ い ては第2章 に

詳 述 す る。

② 欧米 の情 報 処 理 サ ー ビス業

故 ケ ネデ ィ大 統 領 が 就任 早 々、宇 宙 開発部 門 で先 を越 さ れ た ソ連 に追 いつ

き、 追 い抜 くた め に国 家 予 算 を大 幅 にこ の面 に割 く こ とを発 表 し、 「1960

年 代 に月 に着 陸 す る」 と宣 言 した のが1961年 で あ った。 ア ポ ロ計 画 をそ の

具 体 案 とす る、 国家 が イ ニシ ャテ イ プを と った研 究 開発 に よ り、宇 宙 産 業 の

み な らず情 報 処 理 サ ー ビス 業 界が 未 曽有 の発展 を とげ た ので あ る。 しか しな

が ら1970～72年 の期 間 は米 国 の情報 処 理 サ ー ビス業 界 に と って暗 黒の時 期

で あ った。 情 報 処 理 サ ー ビス 会社 は コン ピ ュ ータ ・メ ーカ ーに比 較 して 少 な

い 資本 で市 場 参 画 が 可能 で あ る。 そ れ ゆえ に1960年 代 後 半 に、 企業 の乱 立

が生 じた。 不 良 製品 の横 行 、販 売計 画 や 戦略 の欠 如 、 経 営 管理 能 力 の不足 な

どが しば しば み ら れ る よ うに なった。 この よ うに企 業 と して の基礎 が確 立 さ

れ て い1ない 上 に 、 政府 契 約 プ ロジ ェク トの 削減 に始 ま る不況 が 情 報処理 サ ー

ビス産 業 をお そ った。1969年 には3,000社 もあ っ た とい わ れ る企業 数 が 、

1972年 に は1,800社 に激 減 した とい われ て い る。 そ の 余波 は 今 日で も続 い

て い るが 同時 に、 い くつ か の明 るい光 がみ えは じめ て い る。

米 国 の情 報処 理 サ ー ビス業 界 の総 売上 高 は1972年 には 約30億 ドル とい

わ れ て い る。 ま た、 カ ン タム ・サ イエ ンス社 の予 想 に よ る と、1977年 には

約90億 ドル の市 場 とい う。 す なわ ち、年 間20%弱 の 市場 の拡大 が期 待 さ

れ て い るわ けで あ る。

情 報処 理 サ ー ビス業 界は デ ー タ ・サ ー ビス とサ ポ ー ト・サ ー ビス に大 別 で
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で きる。 デ ー タ ・サ ー ビス部 門 に関 しては 、 ファシ リテ ィ ・マネ ジ メ ン ト

(FM)が72年 の6億 ドル か ら77年 には30億 ドルに増 加が 見込 まれ 、

年 間約30%の 成 長 率 を期 待 され てい る。 次 が 、 ネ ッ トワ ーク ・イン フ ォ ー

メ ーシ ョン ・システ ム(NIS)で 、1972年 の4億 ドル が 、年 間25%の

成 長率 が期 待 され て い る。 ソフ トウエ アは72年 の5億 ドル か ら年 間10%

の成長 率 、パ ッチ ・サ ー ビス は6億 ドルか ら今後 年 間2%の 成 長 率 しか期 待

で きな い。 デ ー タ ・サ ー ビス全 体 に 関 して は 、72年 の22億 ドル か ら77

年 の65億 ドルへ と年 間 約20%の 成長 率が 予測 され て い る。'

他方 、 サ ポ ー ト ・サ ー ビス全 体 に関 して は 、72年 の10億 ドル か ら77

年 の25億 ドルへ と年 間15%の 成 長 率 が期 待 され て い る。 そ の内訳 をみ る

と、教育 が5千 万 ドル か ら1億 ドルベ の増加 で年 間15%の 成 長 率 、第 三 者

リースが8億 ドルか ら15億 ドルへ の 増加 で年 間15%の 成 長 率 、 中古 コン

ピュ ータ販 売が2億 ドルか ら6億 ドルへ の増 加 で年 間20%の 成長 率 、第 三

者 メンテナ ン スが5千 万 ドル か ら1億5千 万 ドル へ の増 加 で年 間25%の 成

長 率 が予 測 され て い る。

今 後数 年 間 に 、米 国 の情 報処 理 サ ー ビス業 界 に い くつ か の変 化 が生 じる と

い わ れ る。 そ の中 で 主 な もの は 、情 報 処 理 サ ー ビス の 多角 化 をめ ざす マル テ

ィ ・サ ービス ・ベ ンダ ー(MSV)の 出現 、独 立 系新 規参 入 の減 少 、 お よび

電算 機 メ ーカ ー、 一 般 企業 か らの ス ピン ォ フや銀 行 に よる持株 会 社 か らの参

入 な どで あ る。 この業 界 で打 勝 つ た め には 、 多 くの企 業 がMSVを め ざす で

あろ う。 す なわ ち、 サ ー ビス の多 角化 に より、 ユ ーザ ーに あ らゆ る面か らサ

ー ビス を提 供 し よ う とす る もの で あ る。MSVは 年 間売 上 高 が5千 万 ドルか

ら1億 ドル の企 業 で あ る。

一 方
、市 場 はGNPの 伸 び を は るか に上 ま わ って拡 大 す るが ・ 新 規参 入 は
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減 少 す るで あ ろ う。 実 際 こ の傾 向 は多 くのNISや ソフ トウエア会 社 が 倒 産

した1960年 代 後 半 か ら現 われ は じめ てい る。 新 規参入 社 が減 少す る主 要 な

理 由 と して 、産 業 の集 中 化 、 参 入 初期 に 巨額 の投 資 を必要 とす る よ うに な っ

た こ とが あ げ られ てい る。 そ の ため 、業 界 に参 入 す る企 業 は ベ ンチ ャ ー的 に

始 め る よ りも既存 企 業 の 買 収 を し よ うと してい る。 電算 機 メ ー カー、銀 行 お

よび ス ピンオ フ会 社 は す で に業 界 で相 当 の力 を占め てい るが 、 今 後 さ らに強

力な もの となろ う。 資 金 、 設備 あ るい は顧 客面 で強 力 なバ ック の あ るこれ ら

の企 業 は相 当規 模 の既 存 独 立 企業 と十 分 に戦 え る力 を持 って い る といわ れ る。

現 在 、情 報 処 理 サ ー ビス産 業 が発 達 して い るの は、 ア メ、リカ、 日本 お よび

西 ヨー ロ ッパで あ る。 さ ら に、現 在急 速 に発 達 中 な のが南 ア メ リカ(特 に ブ

ラ ジル)、 東 ヨー ロ ッパ と ソ連 で あ る。1980年 代 まで には 、 マ レ ーシ ア、

イン ドネシ アや 中国 な どが 主要 な市 場 とな るで あ ろ うとい わ れ て い る。

入 手 しえ た資 料 に よって欧 州 各 国 の情 報売 上 げ の 現状 と見通 し を表1-3

に示 す。

●
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表L-3

↑

国 売 上 高(100万 ドル)

サ ー ビ ス 部 門

別 1972 1975 1977

バ ッ チ ・ サ ー ビ ス 117 178 226

イ

ギ
NIS 14 30 51

リ ソ フ トウエア&FM 63 128 190

ス

合 計 194 336 467

フ

バ ッ チ ・ サ ー ビ ス 104 146 176

ラ NIS 20 43 67

ン

ソ フ トウエ ア&FM 131 225 325

ス

合 計 255 414 568

バ ッ チ ・ サ ー ビ ス '112 171 217

西

ド
NIS 25 59 108

イ
ソ フ トウエ ア&FM 112 203 294

ツ 、

合 計 249 433 619

イ

バ ッ チ ・ サ ー ビ ス 63 86 126

タ NIS 6 18 30

リ
ソフ トウエ ア&FM 40 88 133

ア

合 計 90 192 289
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一
3情 報 処 理 サ ー ビ ス 業 の 果 して きた 役 割 り

●

●

わが 国 の情 報 処 理 サ ー ビス 業 は、 これ ま で述 べ て きた よ うに わが 国 の情 報

化 の歩 み とと も に発 展 し、 そ の推 進 に大 きな役 割 りを果 して きた。 羅列 す る と

次 の とお りで あ る。

① まず 、 わが 国 の 情 報 処理 思想 の普及 に貢 献 した とこ ろは きわめ て大 きい 。

い ま だ コ ン ピュー タが 普 及 して い ない時 代 か ら、 セ ミナ ー、講 習会 、 コ ン

サ ル テ ィ ング業 務 な ど を通 じて、 情 報処 理 の 必要 性 を啓 蒙 す る と と もに、 事

務 の合 理 化 、 帳 票 の統 一 、規 格 化 な ど、 情 報処 理 を導入 す る基 盤 の整備 につ

とめ情 報処 理 に対 す る社 会 的 な関 心 を高 め る役 割 り を果 して きた 。

② ソフ トウ エ ア 開発 、 シス テ ム設計 な どを通 じて、 情 報処 理 技術 開発 の 一翼

を担 い 、専 門 の技 術 、知 識 を生 か して積 極 的 に協 力、 「産業 情 報 化 」 の補 完

的 役 割 り を達 成 して きた。

③ コ ン ピ ュ ー タ保 有社 の過 剰 業 務 を吸 収 、 そ の一 部 を分担 、 代 行 す る こ とに

よ って 、 コ ン ピュ ータ業 務 の ピ ーク を解 消 し企 業 の情 報処 理 を 円滑 に進 め る

潤 滑 油 的 な役 割 りを行 って きた 。

④ 自か ら コ ン ピ ュ ー タを導 入 す る余裕 のな い中 小 企 業 の情 報 処 理 を担 当 して

そ の経 営 合 理化 を 推進 す る と と もに情 報 化 の底 辺 の 拡 大 に大 き な役 割 りを果

して きた 。

⑤ さ らに情 報 産 業 育成 の 環 境 整 備 に努 力 し、わ が 国 の情 報 産 業 発 展 を阻 害 す

る社 会 的 諸 条 件 を改善 す るた め 、 た とえ ば通 信 回線 の民 間 開放 な どにつ いて

関係 方面 へ 働 きか け、 そ の実 現 を 推進す る な どの役 割 り も果 して きてい る。"

も と よ り、 こ う した業 界 活動 は、 通 商産 業 省 は じめ 、政 府 各 機 関 の情 報処 理

産 業 育成 に関 す る強 力 な指 導 と施 策 に支 援 され て きた こ とは い うま で もな い。

'
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と くに45年 以来、 通商産業 省が相次 いで打 ち出 した、情 報処理振興事業協会

法 にもとつ く情報処理振 興融資制度 、 プログ ラム委託 開発、 プログ ラム調査簿

お よび情報処理 研修費税額控 除制 などの諸施策 は、 いずれ も初期育成策 として

は、時宜 を得た もの として高 く評価 され るべ きであろ う。
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第2章 情 報 処 理 サ ー ビス業 の 現 状 と問題 点

1情 報 処 理 サ ー ビス 業 を と りま く環 境

情 報処 理 サ ー ビス業 は 前章 に述 べ た よ うな発展 の 足 ど りを辿 って きた が 、数

字 的 に この業 界 の現 状 を 述べ るに あ た って、 まず 、 情報処 理 サ ー ビス 業 界 を と

りま く環 境 につ い てい くつ か に分 類 して と りあげ る こ ととす る。 これ らの諸 環

境 は あ る意 味で は現 状 の 問題 点 そ の も の で あ り、ま た、将 来へ の発 展 の た め に

打 開 す べ き課題 を含 め た もの と して 理 解 さ れ るべ きで あろ う。

(1}法 制的 環境 に っ い て

情 報 処 理 サ ー ビス業 界 につ い て は 、そ の準 公益 性 に関 して か な りの コ ン セ

ンサ スが 得 られ てい るが 、 幼 稚 産 業 の故 も あ って、例 えば 、百 貨 店 法 とか、

宅地 建 物 取 引 業 法 、 ある いは電 気 事業 法 、 ガ ス事 業法 とい った類 の経 済 法 は

立法 化 さ れ てい な い 。

情 報 処 理 基本 法(案)は 、 自民 党 情 報産 業 振 興 議員 連 盟法 制 部 会 な どに よ

り提 起 さ れ て きた が、 強 い関 心 を呼 ぶ に至 ってい ない 。現 状 では 、本 業 界 に

と って、 法制 的 に重 要 左 ものは 、 公 衆電 気 通信 法 、有 線 電気 通 信 法 、 私 的 独

占の禁 止及 び 公正 取 引 の 確保 に関 す る法 律 、労 働 基準 法、 中小 企 業 振 興 法 な

どで あ ろ う。

公衆 電 気 通 信法 等 は規 定 の弾 力 的 解 釈 に より、、 一般 ユ ーザ ー と同 様 の恩 恵

を受 け得 る可 能 性 は存 在 す る に して も、 「他 人 使 用」 にお け る差 別 は 厳存 し

てお り、 特 定通 信 回線 使 用契 約 に つ い ては 、 省 令第4条 の18に よ り、 「一

の電 子 計 算 機 の本 体 と一 の入 出 力装 置 との 間 に終 止す るデ ー タ通 信 」 しか認
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め られ て い な い のが 実 状 で あ る。

私 的 独 占 の禁 止 お よび 公正 取 引 の確保 に関 す る法 律 、 い わゆ る独 禁 法 関係

につ い て は 、業 界 の 現状 は む しろ過 当 と呼 ぶ べ き 自由競 争 が 中心 で あ って、

業 界 内 部 には この法 律 に関 係 す る よ うな事 象 は な い 。む しろ業 界 の外 周 には

不 公正 取 引 と して 、 あるい は この法 律 に抵 触 す るの で は ない か と思 われ る問

題 が 存 在 し、将 来 表 面 化 して くる可 能 性 が あ る こ とを指 摘 してお きたい 。

労 働 基 準 法 な ど労働 法 関係 につい て は、 法 自体 の問 題 では な いが 、 そ の運

用面 にお い て問題 が あ る。 た とえ ば 、 キ イパ ン チ ャ ーの 作業 基 準 に関 して、

10年 以 上 も前 に使 用 され てい た未 発達 の キ イ パ ンチ マシ ンの操 作 を対 象 と

して定 め られ た通達 が 、 今 日 もなお生 き て い る こ とは 、 日進 月 歩 の業 界 の実

情 に甚 し くそ ぐわ な い。 早 急 に合 理 的 な 再検 討 が望 ま しい。

中小 企 業振 興 法 な ど中小 企業 関 係法 に関 して は、 情 報 処理 サ ー ビス業 につ

い て 、 そ の資 本 金 、 従業 員数 な どの 中小 企業 と しての 限 界線 を 、製 造業 よ り

も低 い線 に設定 して あ るた め 、業 界 企業 の か な りの部 分 が 中小 企 業 対 策 の対

象 か ら外 れ てい る と い う事 実 が あ る。 情 報処 理 サ ー ビス 業 は次 項 に述 べ る よ

うに、 設 備 投資 型 産 業 で あ り、 装 置 産業 的 左 面 が きわ め て強 い。 ーまた経 営 の

実 際 も中 小 企業 の域 を 出 て いな い の が現 実 で あ る の で、 こ の辺 の実 情 を認識

し早 急 な対 策 を要 望 したい 。

② 経済 的 環 境(と くに 資金 調 達)に 、つ い て

情 報 処 理 サ ービス業 につ いて は 「必要 投 下 資 本 が 少 な く、 固 定 投 資比 率 が

少 な い」(昭 和44年 産 構 審 答 申)産 業 で あ る と して認識 さ れ て き た。情 報

処 理 サ ー ビス業 にお い て固 定 投 資 比 率 が 少 な い の は事 実 であ るが、 これ はそ

うせ ざ るを余儀 な くさ れ て い るため の結 果 で あ り、 本来 この業 種 は 多額 な先

一18一

■

'



行 投 資が 必要 な 設備 投 資 型 の産業 で あ る。

しか し現 実 には マシ ンは レ ンタル 、社 屋 は 借 ビル とい う姿 が 一般 的 であ り

そ の 資産 性 の乏 しさ、 低 収 益性 、経 営 体質 の弱 さな どの ため に金 融機 関 か ら

の借入 れ も、一 般 的 には容 易 で ない 。 ま して米 国の 同業 界 に見 られ る よ うな

株 式 公 開増 資 や社 債発 行 な どに よ る資 金調 達 の途 は当 分不 可 能 と い って よい

環 境 にあ る。

干 天 の慈 雨 は政 策金 融 として の情 報 処理 振 興 融資 制度 で あ るが 、 これ も3

年 完 済 とい う短期 もの で あ る こ と、 コ ン ピ ュ ータの レベ ル ア ッ プや 、 ソフ ト

ウ エア 開発 な どの プ ロ ジェ ク トベ ースで ある こ と、 実 行 金 利 も一 般 金 利 に近

い な どの難 点 が あ り、業界 の要 望 とはか な り距離 が あ る。

⑨

(3)業 界環 境(と くに 競争 状 況)に つ い て

どの業 界で もあ り うる こ とで あ るが、情 報処 理 サ ー ビス業 界 内 の競 争 は、

しば しば 過 当競 争 的現 象 を呈 してい る。業 界 と して の未 熟性 、 過 密性 な どと

と もに、 経 営 理 念 と行 動 様 式 とに、 業 界 自 ら反 省 を要 す る原 因 もあ る よ うで

あ る。

さ らに、 こと)業界 は発 足 後 日 も浅 いせ い もあ って 、業 界 と業 界 外 との境 界

　

が あい ま い に な って お り、 と くに競 争 に関 して、 そ の原 因 の 多 くの部 分 が こ

こか ら生 じて い る。業 界 外 と の競 争 につ い て は下 記 の よ うな状 況 で ある。

① 電 算 機 メー カ ーとの競 争

直接 には 電算 機 販 売 のた め の 直営 バ ック ア ップ セ ン タ ー との競 合 で あ る

が、 バ ック ア ップセ ン タ ー との競 合 と い うよりは、 メ ー カ ーそ の もの との

競合 とい って よい 。

メーカーと独立セ ンター とは呉 越 同 舟的 関係 に あ る とい え るが 、 ま た宿 命
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的 な競 合 関係 に もある。

メ ー カご は、 ユ ーザ ーの い わ ゆ る 自社導 入 願 望(経 済 外 的 要 因が きわ め

て強 い)を 刺激 しつつ 強 力 なセ ール ス を展 開 し、独 立 セ ン ターは 自社 導入

の不経済性 と外注 のメ リッ トを懸命に説 く。結局はあ くまでユーザ ーの経 済 原理

に基 く選 択 にか か って い るが 、 ユ ーザ ー の 自社 導入 思想 は まだ まだ非 常 に

根 強 い のが現 状 で あ る。

また独 立 セ ン タ ーの 中 に は メー カ ー系列 のセ ン ター もか な りあ り、 メー

カ ー と独 立 セ ン ター との関係 を複 雑 な もの に して い る。

② 一 般 ユ ーザ ー との競 争

独 立 の業 者 で は な く、 他 の 目的 の た めの手 段 と して 「情 報処 理 」 を利 用

してい る一般 ユ ニ ザ ー、 た とえ ば一 部 金 融機 関 や 大 ユ ー ザ ーの 副業 的情 報

処 理 と の競 合 の問題 で あ る。

この よ うな 副業 的情 報処 理 は 、 や や もす れば無 料 サ ー ビス、 も し くは非

合理的 な低価格 水準で、 受託計算 を行 な う場合 が多 く・専 門業 界の秩序 を

乱 すお そ れ が 強 い 。

ア メ リカで は この よ うな 競合 に対 して ・ADAPSO(米 国 の情 報 処理 サ ー .

ビス業 団体)が 強 力 左 ロ ビイ ング を行 って い るが 、 日本 にお いて も専 門業
ゆ

界 に強 い イ ンパ ク トを与 え る問 題 と在 りつつ あ る こと を指 摘 して お き たい 。

③ 電 電 公社 との競 争

これ につ い ては 機会 あ る ご とに、(社)日 本 情 報 セ ン タ ー協 会 と して と り

あ げ てい るの で、 詳 述は 避 け たい 。

しか し、 と くに指 摘 して お き たい こ とは 、第一に、電電公 社がい う 「オン

ライ ン市 場 」 とい うものは 、 パ ッチ市 場 と別 個 に 存在 す る もので は な く同

じ市場 で の単 に処 理形 体 の違 い に す ぎな い とい うこ と。 そ の民 間が苦 心 し
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て 開 拓 し て き た 中 小 企 業 対 象 の 市 場 に 、 電 電 公社 が 回線 利 用 につ い て

の先 行 的 有 利 さ と、 官業 で あ るが 故 の安 定 性 、信 頼 性、 巨大 性 を武器 と し

て進 出 して きた のだ とい うこ とで あ る。

第 二 に 、DRESS、DEMOSkど のオ ン ライ ン処 理 はす で に先 導 的

技 術 で は な く、 町の計 算 セ ン ターで も十 分 に こな し得 る技 術 であ る とい う

こ とで あ る。

ltto、 この 問題 に つ い ては第4章 に も と り あげ る。

④ 近 い 将 来予 想 され る外 国系 コ ン ピュ ー タ ・ユ ーテ ィ リテ ィ との 競 争 につ

い て

昭 和51年4月 か ら の100%資 本 自由化 を控 え、 この 問題 につ い て真 剣

に考 え る必要 が あ る。

外 国 系 コ ン ピュー タ ・ユ ーテ ィ リテ ィ、 と くに中心 とな る米 国 系 につ い

ては特 徴 と して次 の三 点 が 考 え られ る。

④ 米 国 の コ ン ピ ュー タ ・ユ ーテ ィ リテ ィの コス トは 日本 に於 け るよ り も

遙 か に低 廉 で あ る と予想 さ れ る こ と。

そ の最 大 の理 由は 、 同一 国 内 で時 差 を利 用す るこ とが可 能 で あ る こ と

に よ り、 ア クセ ス量 を絶 えず 高 い水 準 に維 持 し得 るた めで ある。 しか も

NIS業(ネ ッ トワ ーク型TSS業)は 典 型 的 な設 備 投 資型 産 業 で あ る

か ら、 先発 業 者 は 、 大 量 の端 末接 続 数 を も ち、 従 って ユ ーテ ィ リテ ィ原

単位 当 り単 価 は 国 際通 信 回 線 料 を吸収 して 余 りある程 低 い'もの で あ ろ う。

@米 国 の コン ピ ュー タ ・ユ ーテ ィ リテ ィの保 有 して い る技 術 力 の高 さ、

ノ ウハ ウ、 ソフ トウ エア の厚 い 蓄 積 な どわ が 国 のそ れ と較 べ てか な りの

格差 が あ る こ と。

◎ 米 国 の コ ン ピ ュー タ ・ユ ーテ ィ リテ ィ産業 は 、長 期 安 定 的 資本 力 を持
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ち、 か つ淘 汰 再 編 で 生 存 し得 た最 強 の ものの みが 自由化 後 進 出 して くる

で あ ろ うこ と。

わが 国 よ り も早 く、米 国 系 コ,ン ピ ュ 一 夕関連 産 業 の進 出 を うけ・た ヨー

ロッパ各 国 に 比較 す る と、 わ が 国 の場 合 、 コン ピュ ータ製造 業 の 分野 で

は幸 い に して米 国系 に支 配 さ れて い な いが 、今 後 コ ン ピュ ータ ・ユ ーテ

ィ リテ ィの分野 にお いて 、 上 述 の よ うな強 力 な米 国 系 企 業 が 進 出 して き

た場 合 、現 在 の 政策 、 業 界 の実 情 で果 して こ れ に対 抗 し うるで あろ うか 。

情 報処 理 サ ー ビス業 は、 内 で は電 電 公 社 に 、外 か ら外 資企 業 に と、 両者

のは さみ うち にあ うおそ れが あ る。

(4)社 会 的 環境 に つ い て

マク ロ的 にみ て 、情 報処 理 サ ー ビス業 の 置 か'れて い る社 会 的環 境 は漸 次好

古 しい状 態 に向 って い る と いえ よ う。 わが 国で は コ ン ピ ュー タ リゼ ーシ ョン

につ いて の ア レル ギ ー時 代 は 去 り、産 業 の情 報 化 は大 き く前 進 し、知 識 集 約

化 、 省資 源化 の要 請 の も と情 報 化 社会 へ 向 って着実 に進 展 しつ つ あ るか らで

あ る。

産 業 の情 報化 と情 報処 理 サ ー ビス業 との関 連 につ い て言 えば 、 計算 室 自社

運 営 一辺 倒 の時代 は去 って 、全 面 的 に委 託 計算 を利 用す る場 合 や 、 運営 管 理

を専 業 者 に委 託 す る傾 向 が 次第 に強 い流 れ とな りつ つ あ る。 この傾 向 の底 流

をなす もの は、

① 表面 に あ らわれ た コス ト、 す なわ ち コ ン ピュ ー タ ・コス ト、 オ ーバ ーヘ

ッ ド、データ処理要員費 用のみな らず、莫 大 な蔭 の コス ト(Shadecost)を

考 慮 した時 、経 済 性 につ い ては 、外 部 委 託 の方 が 遙 か に有 利 で あ る点 が漸

く認識 さ れ 始 め た こ と に ょろ う。
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② ①が 積 極 的 理 解 で あ る とす れば 、 消 極 面 で は、 自社 内電 算 室 の運 営 、 と

くに 要員 の人 事管 理 の うえ での問 題 が あ る。 す な わ ち電 算室 勤務 者 と他 の

事 務 職 とで は、 労働 条 件 が相 当 に異 ってい る ため 、人事 管 理 面 で の不 都 合

や 困 難 性 が 多 く生 じて い る とい うこ とで あ る。 この解決 のた め に社 外 専 業

者 に委 託 してい るケ ース も多 くみ られ る 。

③ 一 方 、 一 般 企 業 に と って 絶対 必 要 なEDP技 術 とは何 か と考 え た場 合 、

最 も必 要 な の は業 務 的 シス テ ム設計 の部 分 で あ り、 プ ログ ラ ミン グや ソ フ

トウ エア 、 オペ レ ーシ ョンな ど純EDP技 術 は 必ず し も常 備 す る必要 はな

く、電 算 室 の最 も重要 な基 本 的役 割 りは シ ステ ム企画 と マ ネ ジメ ン トで あ

る とす る思 想 もあ らわ れ は じめ た。

以 上 の よ うな趨 勢 は、 米 国 では す で に顕 著 で あ る。すな わ ち 自社保 有 の コ

ン ピ ュー タを小 型 も し くは 中 型機 に して極 小 化 し、 と くに外 注 で き ない 部 分

の み を 処理 す る と と もに、 パ ワ ーの オ ーバ ー フ ロ ー部 分 につ い ては 、 通 信 回

線 を利 用 して 、情 報 通 信業 者 の コ ン ピ ュー タ ・セ ン ターにバ ックア ップさ せ

る。 そ して そ の 余 力 を も って、 いか に 企 業全 体 のEDP利 用 を効 率化 す るか

とい う問題 や 、電 話 回 線 を通 じてのTSS利 用 の技 術指導 、 プ ロセス ・コン

トロール な どva力 を注 ぎ、 多角 的VCMISを 推進 す る方 向 へ 向 う可 能 性 を 高

め てい る。

、

わ が国 に おい て は、 しか しな が らこ うし た趨 勢 をは ばむ諸 要 因 が ま だ ま だ

強 く残 っ てい る こ と も事実 で ある 。 す な わ ち
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① 日本 社会 に 根 強 く横 た わ る 「タ テ社 会 の原理 」(東 京大 学 中 根 教授)

や企 業 系列 内の ワ ソ ・セ ッ ト主義 な どがそ れ で ある。

② そ れ に加 え て、年 功 序 列 、 終 身 雇用 な どの人事 慣 行 は電 算 室の 「自己

増 殖 本 能 」を温 存 し、経済 性 を無 視 した レベ ノレ・ア ッ プ等 のEDP肥 大

症 を引 き起 す ケ ース も多 い 。

③ さ らに 、 自己反 省 と して は、 情 報 処 理 サ ー ビス業 者 の水 準 が企 業 の委

託 の任 に耐 え得 な い場 合 もない とは言 え ない 。
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2・ 情 報 処 理 サ ー ビ ス 業 の 現 状

α)企 業 規 模

わが 国 の情報 処理 サ ー ビス業 の 企業 規 模 は設 立 時期 が 新 しい こ と もあ っ

て小規 模 の もの が 多 い 。 この こ とは、 通商 産 業 省 の調 査 結 果 で あ る表2-

1、 表2-2に 示 さ れ て い る。 ま ず 従業 員規 模 別 にみ る と、 従 業 員50人

未 満 の企 業 が全 体 の59,3%と 過半 数 に達 し、500人 以上 は わず か5社 、

1.8%に す ぎ ない。

つ ぎに年 間事 業収 入 を規 模別 に み る と、年 間 事業 収 入 が1億 円 未 満 の 企

業 が全 体 の54.1%と 過 半 数 を越 え、10億 円 以上 の 年 間事 業 収 入 の 企業

は全 体の6.7%で あ る。

この よ うに、非 常 に小 規 模 で あ る わが 国 の情報 処 理 サ ー ビス業 の企 業規

模 も徐 々 に では あ る が 、 拡 大 の方 向 に向 ってい る。 しか し、 他 の産業 分 野

か ら比 較 す れ ば依 然 と して 中小 企 業 の域 を脱 してい ない 企 業 が 多い。

■

表2-1 従 業 員 規 模 別 の情 報 処理 サー ビス 業 ・

ソ フ トウ ェア業

年

従業員規模

1971年 度 1972年 度

年 数 構 成 比 社 数 構 成 比

計 193 100.0 283 100.0

0～ ノ9人

10～29人

30～49入

50～99人

100～499人

500人 以 上

30

49

42

35

34

3

15.5

25.4-

21.8

》18
.1

17.6

1.6

38

84

46

60

50

5

13.4

29.7

16.2

21.2

17.7

1.8
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表2-2 年 間事業 収 入 別の 情報 処 理 サ ー ビス 業 ・

ソ フ トウェ ア業

年 1971年 度 1972年 度

事業収入別 社 数 構 成 比 社 数 構 成 比

計 193 100.0 283 100.0

1～9百 万 円 19 99 26. 92

10～49〃 58 30.1 69 24.4

50～99〃 35 18.1 58 20.5

100～499" 58 30.1 89 3L4

500～999〃 13 6.7 22 7.8

1ρ00～1,999〃 6 3.1 11 3.9

2ρ00百 万円以上 4 2.0 8 2.8

(2)顧 客

昭和48年3月 に発 表 され た(社)日 本 情報 セ ン ター協 会 の 「情 報 処 理

サ ー ビス 業需 要 構 造 調査 」に よ る情報 処 理 サ ー ビス業 の顧 客 構成 は 表2-

3に 示 され て い る。 す なわ ち、 総 顧 客数11,564客 の うち、 中 小 企 業客

が6,259客 で54.2%を 占め、 現 在 は情 報 処 理 サ ー ビス 業 が 中小 企 業 の

経営 合 理 化 に 大 き く貢 献 してい る こ とが 明 らか に示 され て い る。

一 方、 売 上 金額 面か らみ た 顧 客 の 内訳 は 通商 産 業 省 の調 査 結果(表2-

4)に 示 され て い る。 それ に よる と、 大企業 が57.6%と 過半 数 を越 え 、

つ い で官 公 庁 が20.1%、 中堅 企 業 が15.9%、 中 小企 業 が6.4%と な っ

て お り、 売 上 金 額 面で は 大企 業 依 存 の 傾 向 は見 逃 が せ ない 。
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表2-3顧 客 構 成

総 数 大 企 業 客 中 企 業客 小企 業 客 EDPS設 置客

製 造 業

非 製 造 業

官公庁 ・団体

4,156

5β65

2043

%
100D

1000

1000

1ρ94

792

一

%
26.3

14.7

940

1,306

一

%
226

243

1514

2499

一

%
364

465

827

1D37

259

%
199

193

126

合 計 11,564 100.0 1β86 16.3 2246 195 4ρ13 347 2ユ23 184

、

表2-4 情報 処 理 サ ー ビス 業 ・ソ フ トウェ ア業 の

利用 者の 内訳

＼ 讃.業㍍＼
大 企 業

1

中 堅 企 業 中 小 企 業 官 公 庁1計
」

1971

年 度

1972

年 度

197111972

年 度 年 度

1971

年 度

1972

年 度 年度
1971…1972

年 度

,

1971}1972

年 度 年度

製 造 業

そ の他業種

20.5

35.6

20.9

36.7

38

13D

35

124

17

59

1.1

53

一

195

一

20.1

260

740

25.5

745

.

合 計
1

56.1 57.6 1681 159| 7.6 64 195 20.1 1000 1000

注:1971年 度192社.1972年 度298社 に つ い て 、 過 去1年 間

(197、0年4.月1日 ～1971年3月31日)の 売 上 高 に つ い て 、 下

記 の 基 準 に よ り、 規 模 別 の 利 用 者 の 内 訳 を 計 算 した もの で あ る 。

区 分 名 大 企 業 中 堅 企 業 中 小 企 業1
(

製造業 の場合 資本金10億 円以上 大企業 でも中小企 資本 金5000万 円未

か つ 従 業員1,000人 業 で もない場合 満または従業 員

以上 300人 未満

その 他の業種の 資本金2億 円以上 大企 業で も中小企 資本 金1ρ00万 円未

場合 かつ従業員200入 業 で もない場合 満 または従業員50

以上 人未満
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(3}業 務 内 容

情 報処 理 サ ー ビス業 の年 間売 上 高 に 関す る通 商 産業 省 の調 査結 果 は 表2-

5に 示 さ れて い る。 そ れ に よ る と、 計算 業務 が 中心 で 、事 務 計 算 、 科学 計 算

そ の他 の計算 を含 め て過半 数 の547%を 占め てい る。つ い で ソフ トウ ェア 開

発 の143%、 カ ー ド ・パ ンチ の9.7%、 マ シ ン ・タ イ ム販 売 の8.2%な どが

主 な もの とな って い る。

ま た、71年 度 か ら72年 度 へ の 増加 をみ てみ る と、 「要 員 派 遣 サ ー ビス」

「コン サルテ ィング」 「マ シ ン ・タイ ム販 売」 「科 学 計 算 」 の順 で売 上 げ が

増 え てい る 。 これ は 回答 社 数 の相 違 に よる もの で あ るが 、 全 体 と して の傾 向

は 示 さ れて い る。

ま た、構 成 比 の変化 に関 して は 、事 務 計 算が56.8%か ら46.7%と10%

減 少 した。 一 方、 要員 派 遣 サ ー ビス が3.0%か ら6.9%に 増 加 を示 して い る。

そ の 他 の業 務 分野 も事 務 計算 の減 少 分 だ け増 加 を 示 してい る。

以 上 の こ とか ら、 単純 な 事 務 計 算 な ど の受 託業 務 が減 少 し、 ユ ーザ ーのふ

ところ に入 りこむ業 務 が 増 加 して い る こ とを示 して い る。

次 に、 企業 平 均 の業 務 分野 別年 間 売上 高 は表2-6に 示 され て い る・ そ れ

に よる と、 事務 計 算が1億 円強 で、全 体 の過半 数 に近 づ い て い る。 次 に 多い

のが ソ フ トウ ェア 開発 ・プ ログ ラム作成 の3,400万 円、 カ ー ド ・パ ンチ ン グ

の2,300万 円、 マ シ ン ・タイ ム販 売 の2,000万 円、要 員派 遣 サ ー ビス の

1,600万 円、 科 学 計 算 の1,300万 円 の順 にな って い る。

ま た 、71年 度 と72年 度 の 売 上 高 の比 較 をみ てみ る と、全 体 として は

117%と なって お・り、最 も伸 ひた めは要 員派 遣 で272%、 次 い で その 他

計算 の203%、 コ ンサ ル テ ィン グの155%と な ってい る。 一 方 事 務計 算

・ は減 少 を示 して い る。
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一
表2-5 情 報 処 理 サ ー ビス業 ・ソフ トウ ェア業 の業 務 分

野 別 の年 間売 上 高

項 目 年 間 売 上 高 構 成 比

年業務分野
1971年 度ω 1972年 麗B B/A 1971年 度 1972年 度

百万円 百万円 % % %
合 計 38,959 72481 1860 100 100

事 務 計 算 22」33 33β43 1529 568 46.7

科 学 計 算 1,860 3β20 205.3 48 5.3

そ の 他 計 算 604
「

1038 3208 1.6 27

ソ フ トウェ ア開発

プ ログ ラム作成
5,211 10β42 1984 134 143

カ ー ド・パ ン チ ン グ 3,575 6968 194.9 92 97

マシン・タイム販 売 2β04 5β85 2098 7.2 82

要 員派遣 サービス 1,163 5ρ18 4314 3D 69

コ ン サ ル ティング 379 927 2445 09 12

講習会等教育訓練 140 159 113.5 0.4 0.2

情 報 提 供 95 57 600 0.2
一

そ の 他 995 3524 354ユ 25 48

(注)1.1971年 度188社 、1972年 度298社 に つ い て 集 計

2期 間 は1970年4月1日 ～1971年3月31日(1971年 度)

1971年4月1日 ～1972年3月31日(1972年 度)

■
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表2-6 企 業平 均 の 情報 処 理 サ ー ビス業 ・ソ フ トウェア

業 の業務 分野 別 年 間売 上 高

年

業務分野
1971年 度ω 1972年 度 倒 B/A

万円 万円 %

合 計 20,724 24,342 117.4

事 務 計 算 11,773 11,357 96.5

科 学 計 算 990 1,282 1295

そ の 他 計 算 321 651 2028

ソ フ ト ウ ェ ア 開 発
2,772 3,471 125.2

プ ロ グ ラ ム 作 成

カ ー ド ・ パ ン チ ン グ 1,902 2,339 123.0

マ シ ン ・ タ イ ム 販 売 1,492 1,974 1323

要 員 派 遣 サ ー ビ ス 619 1,683 271.9

コ ン サ ル テ ィ ン グ 201 331 1547

講 習会 等 教 育 訓 練 74 53 71.6

情 報 提 供 51 19 373

そ の 他 529
11
,182 223.4
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(4}売 上 規 模 別収 支 状 況

通商 産 業 省の 情 報 処 理実 態調 査 結 果 に よ り算 出 した昭 和46年 度 の1社

平 均 の 収支実 績は表2-7に 示 され て い る 。それ に よる と、業 界 全 体の一

企 業 の典 型 的な 姿 は 次 の よ うに 表 わ され る 。す なわ ち、 売 上 高 は2億7千

万 円で あ り、 税 引 前利 益 は 約500万 円 とな っ てい る 。 また 、 平 均 従業 員

が92人 で、1人 当 り売上 高 が288万 円 で あ る。 また 、営 業 諸経 費 の内

訳 と して、 電 算機 費 が6,500万 円、人 件 費 が9.200万 円、 そ の 他経 費

が9、600万 円 とな ってい る。

次 に 売 上 高 別 に 収 支 内 容 を み る と、 赤字 を示 して い るのは 、 売 上 高

5千 万円以下の企業 と20億 円以 上の企業で あ る。 業 務 成 績 が 一番 よいの が売

上 高が5～}0億 円 の企 業 で あ り、 そ の ラン クを 中心 と して 、 売上 高 の増

減 につ れ て収 支 内容 が悪 化 して い る。

一人 当 り売 上 高 に関 してみ る と
、 売 上 高 が増加 す る に つ れ て 増 加 し、

規 模の 経 済 性 が うか が え る。 しか しそ れ も10億 円 の売上 高 規模 ま でで 、

それ 以上 は 横 ば い とな っ て い るo

業 績 の一 番 よい5～10億 円 の 売上 高規 模 の 企業 で は 、平 均 人 員が175

入 、1人 当 り売 上 高 が374万 円 とな ってい る。 現 段 階 での 最適 企業 規模

が この ラ ン クで あ るζ とが示 され てい るよ うであ る。
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表2-746年 度 の実 績

＼.売 上
囎 ＼ 芝之

～5

千万円
5千 万
～1億 円

1～

5億 円

5～

10億 円

10～
20億 円

20

億円上

合 計
(平均)

社 数 87 55 95 21 11 9 278

売 上 合 計 5魏 百万円4,011 百万 円
18,368

百 万 円
13,707

百万 円
12,954

百万 円
22,375

百万円
73847

(1社 平 均)

売 上
万 円
2,797

万円
7293

万 円
19,334

万 円
65,269

万 円
117,762

万円
248β09

万円
26,564

営 業経 費計 2,937 7ρ71 18,227 61,040 113794 242,163 25,500

電算機費

人 件 費

⌒

837

1,120

980

1,825

2β48

2,398

4,225

7,421

6581

15,074

17,474

28,490

25,842

46β40

41,612

76275

79,549

86,339

6,535

9,179

9,624

営 業 利 益 △140 222 1,108 4230 3,968 6,446 1,064

営業 外 損 益 △16 △144 △251 △493 △3730 △8 ,264

一 一ー一一

△572

税 引 前 損 益 △156 77 856 3,736 238 △1,818 492

平 均 人 員 16入 36人 78人 175人 421人 723人 92人

1人 当 り売 上 万 円

175

万 円

205

万 円

248

万 円

374

万 円

280

万 円

375

万 円

288
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(5}経 営 と収 支 の 問 題 点

「情 報 処 理 サ ー ビス 業 需 要構 造 報 告書 」 に よ る と、 売上 高3億 円 ま で の企

業 数 は 、全 企 業 数 の74.9%を 占め て い る。 ま た、1億 円以 上3億 円 以 内 の企

業 数 は36.2%と 最 も多 い。(48年12月 現 在)

そ こ で年 間売 上高2億 円程 度 の標 準的 セ ン タ ーが 経営 上 ど うい った問題 に

直 面 して い るか 、標 準 的 モ デル を設定 して 分 析 して み た い。

年 間売上高

売上高利益率

業 務 内 容

顧 客 数

概 況

経営事務計算

市町村業務

パ ンチ、要員派遣等

2億 円

3%(600万 円)

60%

30%

10%

30社

う ち、 年 商1、200万 ～600万 円 の数 社 を ベ ー ス'カ ス ト

マ と し 、 残 りは600万 円 以 下 の 積 み あ げ で あ る 。

こ うした企業 が遭遇 してい る経営上 の問題点 を例示す ると以下の通 り。

① 電 算 機 使 用時 間 の ピ ークが 重 な る。

経 営 事 務計 算 では 、 いわゆ る企業 の 「締 め」 の時期 、10日 、20日 、

月 末 に 業 務 が 集 中 し、 この時期 以 外 には電 算 機 が ア イ ドル で あ るに 拘 ら

ず、 こ の ピ ーク時 に は キ ャパ シ テ ィーを越 えて しま う。 市町 村 業 務 で は3

月 、4月 に業 務 が 集 中 す る。(こ の ピークは 徹 夜 、残業 で カバ ー して も不

可能 の場合 には 、 増 員 、 レベ ルア ップ)

② パ ンチ業 務 な ど も当 然 ピ ークが 重 な る。

③ 客 先 よ りの サ ー ビス低 下 ア ピ ール に より、 ア イ ドル を抱 えつ つ 、増 設 、
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増 員 す る。

④ 委託 計 算 の性質 上 、売上 高 の伸 びは 増 設 よ リ タ イム ・ラグ を伴 う。

⑤ 営業 努 力 に よ り、 売 上 が 伸 長 して も、再 び 、 月次 、 年 次 の ピ ークが現 わ

れ る。

⑥ 前回 の レベ ル ・ア ップ に懲 りて 、 なん とかや り くりす る。

⑦ サ ー ビス が 低下 し、 有 力客 先 が 脱 落 す る。

⑧ レン タル ・人 件 費(約70%)ほ か、 ほ とん どが 固定 費 で あ るた め、 売

上減 少 即 利 益 減 とな る 。

⑨ 企 業 の準 公益 的性 格 に よ り、 簡 単 に転 ・廃 業 出来 ぬ ため、 客先 に値 上 げ

を懇 願 しつつ 辛 うじて限 界経営 を続 ける 。

⑩ 企 業 モ ラルが低 下 し、 従 業 員 の退 職が増 加 す る。

これが い わ ゆ る典型 的 な標 準 規模 計 算 セ ン ターが現 在 示 して い る ピシ アス

・サ イク ル であ る。

で は 、 大 型計 算 セン タ ーに とって は、 前述 の標 準 規 模 計算 セ ンタ ーの担 っ

てい る経 営上 の圧 迫 要 因 に っい て 異 った点 を有 し てい るで あろ うか 。解 答 は

「否 」で あろ う。

①

②

③

④

⑤

電 子 計算 機 の 月次 お よ び年 次 に おけ る 使用 時 間 ピ ークの重 な り

イ ンプ ッ ト部 門の ピー クの重 な り

ア イ ドルの時間帯 を有 しつつ も、余儀 な く行 なわ さるを得ない増設 、増員

委 託 計算 の固定 収 益 性 と売上 高 の伸 び に伴 うタ イ ム ・ラ グ性

費 用 の固定 性

以 上5つ の経 営圧 迫要 因 につ い ては 、 大 型計 算 セ ンタ ー とい え ど も共 有 し

て い る ので ある。 これ を、 より集 約 的 な形 で表 現 す れば 次 の通 りとな る。
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① 計算 セ ン タ ーの需 要(従 って売上)は 、 月 次 に おい て甚 し くフ ラク チ ュ

ェー トし、 しか も需 要 の.伸び(売 上 の 伸 び)は 、遅行 性 を有 して い る。

計 算 セ ン タ ーの売 上 げ が遅 行 性 を有 す る理 由は、委 託計 算 の性 格 が 、 個

別企 業 の機 密 と もい うべ き社 内 デ ー タを処 理 す る とい う本 質 を もつ た め 、

受託 者 ・委託 者 間 の信 用 が 確立 し、委 託 者 が 最 終的 に意思 決定 を行 うま で

に は相 当 の時 間が か か るか らで あ る 。 さ らに 、 シス テム分 析 を経 て プ ログ

ラ ム完 成 、デ ー タ投 入 、 月 次 費 用 の入 手 ま で には 、相 当な期 間 が 必要 とな

り、 月 次 費用100万 円台 の も ので は 、最 低6ケ 月 、最 高1年 以上 も売 上 発

生 ま で時 間が 経過 す る。

② 一方 、計 算 セ ン ター の費 用 は 、電 力 費 、 消耗 品 費、 カー ド・シー ト費、超

過 勤務 労 務 費等 を除 くgo%以 上 が 固定 費 で あ る。 特 に人 件 費は 、 年 間 を

通 して固定 的 で ある が、 毎年20～30%急 上 昇 し、 そ の後 一年 間 は固定

的 とな る準 固 定 費(semifixedcost)と 呼 ば れ る性格 を有 す る。

ま た、 電 算 機使 用料 につ い て は、 売 上増 加 に比 例 して レベ ル ・ア ップ を

直 ち に行 うこ とは不 可能 で あ るの で、 これ ま た先 行 的 な準 固定 費 とな らざ も

る を得 ない 。

①、 ② を図 示す れ ば次 の通 り'であ る。
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な 鉛 、人 件 費 につ い ては本 業 界 に と って特 に 危険 性 をは らむ要 素が あ る・

そ れ は 、 若年 労 働者 を主 体 と し、 終 身 雇 用 を前提 としなが ら、年 功 序 列 的

賃 金 を 採 用 し て い る た め 、 年 令 構 成 の 正 規 分 布 の 中央値 が 、高 年 令 の

方 向 にず れ るに従 って 、人 件 費 の圧 迫 は 、通 常 の 産業 よ り遙 か に ドラス テ

ィ ック にな り得 る可 能 性が 強 いか らで ある 。

さ て 、上 述 の説 明 に よ り、標 準 規模 セ ン タ ー も大 型 セ ン ター も、 そ の経

営 上 の 収益 的原 価 的 特性 につ い ては 、 全 く相違 が ない こ とが 確 認 さ れ た で

あろ う。 そ れ では 、共 通 した経 営 特 性 は何 で あ ろ うか 、 図3よ り明 らかな

通 り、 この産 業 は、 先行 投 資 型 設備 装 置 的 産業 な ので あ る。い わば 、 電 力

業 、 化学 工業 に類 似 したス ケ ール ・メ リッ ト追 求 型の産 業 で もあ る こ とを

損 益 分岐 点 図表 は示 してい る。
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3情 報 処 理 サー ビス 業 の 問 題 点

これ ま で随 所 に触 れ て きた情 報処 理 サ ー ビス業 の問題 点 を、 あ らた めて 以 下

に ま とめ る。

便 宜 上、業 界 外 に ある問 題 、 業 界 と して の問 題 、企 業 と して の 問題 の三 分 類

を行 い 、そ れ に従 って述 べ るが 、 これ らの諸 問 題 は 、相 互 に関連 し あ って い て

そ れ ぞ れ に原因 とな り、 あ るい は 結果 と な って い る ので、 重 複 のお そ れ もあ る

が 、 あ えて 述べ てみ たい。

ほ}業 界外 の 問 題 点

① 情 報価 値 の社 会的 認 識 の不 足

「物 」 の形 で の 財 に対 す る価 値 観 が 主流 をな して い る現 在 の社 会 たお い

て 、 知識 、.経験、 技 術等 知 的能 力 に立 脚 す る 「財」 につ い て の価 値 観 は き

わ め て軽視 され て い る。

② 「サ ー ビス」 に対 す る価 値 観 の欠 除

前 項 と同 様 に 「サ ー ビス 」 が有 償 で あ る とい う事 実 に対 す る認 識 が 、 と

くにわ が国 の社 会 にお い て は低 い。

③ コン ピュ ータ 自社 導入 万能 主 義 の考 え方

情 報 処理 外注 で ス タ ー トした顧 客社 が、 あ る程度 ま でゆ くと 自社 に コン

ピュ ー タを導 入 して、 自社 内情 報処 理 に切 りかえ る傾 向 があ る 。ま た 自社

導入 した企 業のEDP室 は 自己防 衛本能 と増殖本 能か ら外注 を敬遠 す る。経済性

よ りも 自社 保 有 の電 算 機 で情 報処 理 を行 うべ きだ とす る考 え方が一般的 である。

④ 若 年労 働 力 の不足

現 状 にお いて す で に若 年 労 働 力 の充 足 難現 象 が起 って い るが 、 今後 は労

◎
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1

働 人 口 に 占め る若 年 労 働 力 の構 成 比 が さ らに減 少 し、補 充 難 は ます ま す 厳

化 しよ う。 これ は全 産 業 的問 題 で あ るが 、情 報処 理 サ ー ビス業 の受 け る影

響 は きわ め て大 きい。

⑤ 人 件 費 お よび 諸 物価 の高 騰

49年 春 の巻 斗 に お い て全 平均 で30%を 越 え るとい われ る賃 上 げ 率 は

情 報処 理 サ ー ビス業 で も例 外 で は な く、 そ うで な くて も高 い 人件 費比 率 が

さ らに上 昇 して い る。

ま た、 こ の業 種 の必 要 とす る資 材 であ る用 紙、動 力費 で あ る電 力 の料 金

が急 激 な値 上 りを示 し、人 件 費 とあわせ て経 営 を圧 迫 す る因 とな って い る。

●

{2)業 界 と して の 問題 点

① 需要 構 造 の不 安 定

顧 客 企 業 にお いて情 報 処 理 の外 注 ウエ イ トが高 ま る よ うな機 運 とは な っ

て い るが 、現 状 で は な お 自社 処 理 の思想 が 根 強 く、 し たが って顧 客 社 の オ

ーバ ーフ ロ ー分 が 需要 の 主体 とな ってい る。 ま た業 務 と して もパ ンチ、 プ

ログ ラ ミン グ、 ナペ レ ーシ ョン処 理 な ど付 加価 値 の低 い もの が 多 い 。情 報

処 理需 要 の 発生 が こ の よ うに顧 客 側 に あ るた め、客観 的 な 経済 情 勢 とか 顧

客 企業 の都 合 な ど に よ って左 右 され や す く、結果 と して需要 の構造 を不 安

定 な もの に してい る。 ま たマ ク ロ的 には総 需要 の約2割 を官 公 庁 、地 方 自

治 体 か らの発 注業 務が 占め て お り、 これ に ょる需 要 の季節 性 も生 じて い る。

② 新 規 需要 の開 発 力が 弱い

顧 客 オ リエン テ ッ ドな 体 質 か ら脱 し切れ ず 、 また根 本 的 に は 注文生 産 の

形 な ので、 新 規 需 要 を 自 ら開 発 す る姿 勢 に乏 し く、 ま た低 利 益性 の ため に

企 画 、 開発 力保 有 のた め の投 資 が 出来 な い。
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③ 過 当競 争 現 象

受 動 的 体質 に 多 く起 因 して い るが 、 計 画生 産 が 出来 な い うえ に設備 産 業

的要 素 が 強 い の で、仕 事が 切 れ る と採 算 を無 視 して も受 注 し、 設備 を稼 動

させ な けれ ば な らな い 。 ま た都 市 型産 業 で あ るた め、 都 市部 に企業 が 集 中

し過 当競 争 状態 を提 出 させ て い る。需 要 の不安 定 もこ の原 因 の一 つ で あ る。

④ 受 注 価格 の変 動 が激 しい

前 出の とお り、 安 けれ ば よい とす る顧 客 の潜 在 的 な考 え方 に影 響 され、

競 争 は価 格 競 争 の形 で表 面化 しや すい 。 ま た、 季 節性 に よ って繁 忙期 と閑

散期 とで は価格 が 変動 し・ この こ とが また 顧 客 の 不信 も しくは 買い 叩 き現

象 を生 ん でい る。

⑤ 業 界 と して のテ リ トリ イが確 立 してい ない 。

顧 客 オ リエ ン テ ッ ドな需 要 の発生 形 体か ら、専 業 の情 報 処理 サ ービス業

者 以 外 の企 業 の 副業 的 な 形 で の 情報処 理 業務 の受 注 も多 く見 られ る。 これ

ら ア ウ トサ イダ ーの存 在 が 過 当競 争 の一 因 とな っ てい る。 また 副業 で は な

い が電 算 機 メ ー カ ーの バ ッ ク ・ア ップ ・サ ービ スや ソ フ トウエ ア の無 償 提

供 な ど も同 様 の結 果 を生 ん で い る。

⑥ 電 電公 社 お よび 外資 系 企業 の 参入

電電 公社 のデ ー タ通 信 サ ー ビス に よる参入 は 、新 分 野 の 開拓 よ り も現状

で は 既存 マ ー ケ ッ トへ の侵蝕 の影 響が強 い。外 資企業につい ては、電電 より以

上 にマ ーケ ッ トを混 乱させ る可能 性 が あ る。

⑦ 業 界秩 序 の未 確 立

社 団法人 日本 情 報 セ ン タ ー協 会 の加入 社 は 約130・ 社 に過 ぎず 、売上 高 に

お い ては 全 体 の約7割 を協 会 加入 社 で 占め て い る もの の、社 数 と して は情

報処 理 サ ー ビス業全 体 の き前 後 で あ る。 前述 の業界外企業 の情報処理
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亭

営 業 とあわ せ 、業 界秩 序 の面 で は ま だ問題 が 多 い ・

(3)企 業 と して の 問 題 点

① 財務 的 基盤 の 弱さ

これ ま で あげ て きた問題 点 は 、 企業 経 営 の面 で 低収 益性 として 凝結 して

い る。通 商 産 業 省 の調 査 におい て も、44年 度 以 降 、税 引 前利 益 率は 低 下

を続 け、40年 度 には19%に ま で落 ち込ん で い る・ 「需 要構 造調 査 」 で

赫 字企業 は回答社 の 訴 近縞 率 とな ・てい る・

本 来 設備 産業 的 で あ りなが ら、十 分 な 資 金 的 基 盤 な しにマ シ ンは レ ン タ

ル、社屋 は借 ビル、 ある ものは人的能 力だけ とい う形 で ス タ ー トした企業 が 多

く、資 産 性 に乏 しい こ と と、 低 収 益性 の両 面 か ら、資本 力 、信 用力 が 弱 く

経 営 体 質 をい っそ う弱 化 さ せ てい る。

② 営 業 力 の 弱 さ

需 要が まず 存 在 し、 そ の 注文 に よる生 産 とい うパ ター ンが 二 股的 で あ る

ため 、営 業 活動 も 「注文 取 り」 段 階 か ら脱却 し切 れず 、販 売 戦 略 な ど、に は

遠 く及ん で い ない 。 ま た、企 業 と しての 余 力が ないた め、 情 報 処 理 サ ー ビ

ス業 独 自 の営 業 マ ン の養 成 にま で手 を伸 ば して い な い。

③ 企 画 開発 力 の弱 さ

前項 と同 様 に、 企画 あ るい は 開 発部 門へ の人 材 の投 入 が で きな い ため 、

現 実 に掴 ん で い る需 要 す ら拡 大 で きな い し、新 規 需要 の 開拓 、新 規サ ー ビ

ス の 開発 に手 が まわ ら な い。 この た め補 助 的業 務 か らの脱 却 もな か な か で

きな い。

④ 生 産 の非効 率

注 文 生 産 で あ り、か つ個人 的 能 力 に依存 す る面 が強 い ので、 生 産 管理 、
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工程 管理 な どが 十 分 に行 えず 、 ま た余 力が な い の で標 準化 な どの生 産 合 理

化 に力 を注 ぐこ と がむ つか しい 。

⑤ 組 織 として の力 が 発 揮 され て い な い

経 営 者 の技術 力 も し くは営 業 的 な 「顔 」 に よって成 立 して い る ような 企

業 で は、 職 能 的 な区 分 が ア イ マ イ にな り勝 ちで あ って管 理 面 で も問題 を生

じや す く、組 織 と して ロス の 多 い経 営 が行 われ て い る例 も少 な くない 。 ま

た親会 社 を有 す る企業 で は定 期 的 異 動 な どのた め管理 者 の交 代 が 激 しい場

合 もあ り、 情 報処 理 サ ー ビス業 に適 した管理 手 法 の確 立 や人 材 の育 成が 進

ま ない面 も見 受 け られ る。

⑥ 専 門 家 と して の卓越 した能 力 の不 足

情 報処 理 サ ー ビス業 と顧 客 で あ る一 般 コ ン ピュー タ ・ユ ーザ ーのEDP

部 門 との能 力 、技 術を比較す る と、 も ち ろん 情 報処 理 全 般 と して は 、情 報 処

理 サ ー ビス業 者 の方が優 れ て い よ うが 、部 門 的、 部 分 的 には 両 者 の 力偏 差

が な い こ とが 多 い。 つ ま り情 報 処 理 の プ ロで あ る筈 の情 報 処 理 サ ービス業

者 のプ ロ として の能 力、 技 術 の面 で の不 足 とい うこ とは否 定 しえ ない 。

⑦ 勤務 条 件が 一 般産 業 よ りわ る く左 って ゆ く傾 向 が あ る

補 助的 業 務 で あ り、 ま た 注文 生 産 で あ る ため、 顧 客社 の た とえ ば5日 制

実 施 とか 、深 夜 勤 務 解 消 とか のた め の新 規 外 注 が情 報 処理 サ ー ビス業 に 発

注 され 、 そ のた め超 過 勤務 、 休 日出勤 な どの 必要 が起 り、 労 働条 件悪 化 の

原 因 とな る。 この こ とは 現 在で も新規 労 働 力確 保 の障 害 とな っ てい る。

,

以上 の 問 題 点 は す べて の情 報 処 理 サ ービ ス業 に必 らず あ る とい うよ うな も

ので は な い。 これ らを克 服 してい る情 報処 理 サ ー ビス業 もあ るが、 考 えられ

るす べて の もの を羅 列 した もの であ る。
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第5章

将 来 の 情 報 処 理 サ ー ビ ス 業
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筆3章 将来の情報処理サービス業

1情 報化の方向と情報処理サー ビス業

第1章 と第2章 とに おい て、情 報処 理 サニ ビス業 の過去 と現 在 と を描 き・若

干 の分 析 を加 え て きた。 そ の 中 にお い て、 情 報 処理 サ ー ビス業 が今後 向 うべ き

方向 なWし は担 うべ き任 務 に つ いて も、 きわ め て漠 然 となが ら浮 び上 って きて

い るが、情 報処 理 サ ー ビス業 の将 来 を考 え るに 当 って、 そ の前提 とな る社 会 的

な 変化 と情 報 化 の方 向 に つ い て 、改 めて述 べ てみ た い。

これ ま で、 わが 国 の経 済 発展 の原 動 力 と して 、 コン ピュー タを中核 とす る情

報 処理 技 術 の発 達 が大 きな 役 割 を果 して きた。 オ ー トメー シ ョン に、経 営 管理

に、 コ ン ピ ュ ータは 絶対 と い って よ炉 ほ どの 力 を発 揮 し、 そ の合 理 化 に貢 献 し

て きた。 現在 、 わが 国 で 設置 され てい る2万 台 余 のコ ン ピ ュ ー タの多 くは こ う

した産 業 や経 済 活 動 の面 で使 わ れ てい るとい え るが 、今 後 と も、産 業経 済 の あ

らゆ る発 展 の原 動 力 と して の コ ン ピュ ー タの役割 は ます ま す大 き くな る。

と ころで、 わ が 国 の産 業 、経 済 、社 会 は公害 問題 、 資源 問題 等 の発 生 を契 機

と して 、い ま や困 難 な諸 課 題 に逢 着 してい る。

第1の 問題 は都 市 化 社 会 の問題 で あ る。都 市化 社 会 は、 生 活 機能 と生 産 機 能

との錯 綜 した 内部 構 造 を形 成 しつ つ、 国 民生 活 を取 りま く社 会 環 境 を大 き く変

化 させ て きたが 、大 量 消 費 と相対 的 な社 会資 本 の不 足 に よ って 、 よ り高 度 な 経

済 発 展 をは ば む 問題 が生 じて きた 。 す なわ ち都 市化 社 会 は、 一 方 で は 、物 的 側
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面 にお いて 国民 の快 適 性 、 利 便 性 等 へ の欲 求 を充 足 させ な が ら、 同時 に交通 渋

滞 や頻 発 す る事 故 、生 活 系 廃 棄 物 や 産業 廃 棄物 に よる ゴ ミ戦争 、大 気 汚 染や 騒

音 な ど の公害 問 題 、 地 価 の騰 貴 に よる住 宅難 等 の過 密現 象 を深 刻 化 させ 、 他 方

過疎 地 域 にお いて は 、生 活 水 準 の停 滞、 教 育医 療 な どの サ ー ビス の低 下 に よ っ

て、人 口 の流 出が さ らに加速 され 、残 され た 住民 の生 活基 盤 が 崩 壊 す る可 能 性

を もた ら してい る。'

第2の 課 題 は 、労 働 力不 足 、 と くに高 度 知 識 労 働 者 と若 年 労 働 者 の 大量 不 足

の問 題 で あ る。所 得水 準 が向 上 し、 余 暇 が増 大 して くるに つ れ て教 育 に対 す る

需 要 が急 速 に増 加 して、 これ に対 す る教 員 の不 足 は現 在 以 上 に大 きな問題 にな

る。 さ らに、 電 子技 術や ソフ トウエ ア技 術 の急 速 な 発展 に と もな って専 門的技

術 者 の不 足 も重 要 な 問題 で あ る。 ま た経 済 社 会が 進 展 す るにつ れ て、 行政 や 企

業 にお い ては 、解 決 す べ き問 題が 複 雑 か つ大 規模 とな り、 目標 も多様 化 し、 多

角 化 し、 そ の結 果 高 度 知 識 労 働者 が 大量 に要 求 さ れ、 そ の不 足 が 深刻 化 す る。
o

若 年労働力につ いては総労働 人口に占める比率が 、 ここ数年間 に大巾に低下

す ることは明 らかであ り、 企業 における労働力の新 陳代謝の低下 と労働 力の高

年令化を招 く結果 となろ う。

第3の 課題は、重 化学 工業化か ら知識集約型産業へ の移行 である。今後 わが

国の賃金 コス トは他 国 にくらべ大 幅に上昇 し、生 産費に於いて他 の工業国 との

比較優位 を保 つ ことが難 か しくな る。ま た、 エネルギ ー資源 をは じめ とす る資

源多消費型の重 化学 工業 では、資源 を低価格で長期 安定 確保す ることが困難 と

な る と と もに、 国 内 に お・け る公 害 、 立 地等 の問題 が生 じ、産業構造 の比重

を新 しい分野の知 識 集 約 型 産業 に 移 行 して い く必 要 が 出 て き た。貿易構造

にお いて も有形 財 か ら無 形 財 に 比重 を漸 次移 行 させ ね ば な ら ない 。 発展

途 上 国 に対 す る援 助 も物的、資金的な ものか ら教 育、 医療、公 害防止 シス テ
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ム な どの社 会 開発 、 あ るい は 産業 育 成的 技 術 シ ステ ム等 の知 的 創造 型 ソ フ トウ

エア に 重点 を移 行 す る必 要 が ある 。

以上 のよ うな課題を解決する ために は、まず 知 的 資源 で あ る情 報 を有 効 に活 用 す

るこ とで あ る。 す な わ ち、 社 会 の多方 面 にわ た るい ろい ろ な レベ ル の 多量 な情

報 を体 系 的 に整 理 し、 科 学 的 に解 明 して、 タイム リーに判 断 が で き る よ うに す

べ きで あ り、そ の た め に は コ ン ピュ ー タを活 用 し、 コ ンピ ュ ータに よ る各 種の

産業 、経 済 お よび社 会 情 報 シス テ ムの効 果 的利 用 をはか るべ きで あ る 。,

この よ うな社 会 的 変化 を背 景 として情 報 化 の方向 を勘 案 す る と、 大 き くわ け

て二つ の 方 向 が あ る。 一 つ は 「産 業 の情 報 化」 の量 的 、質的 な深 ま りで あ り、

二つ は 「生 活 の情 報 化 」 の 充実 で ある。

(1)「 産 業 の 情報 化 」の 量 的、 質 的 な 深 ま り
t

① 前 述 の よ うに産業 の情 報 化 は、 これ ま での わが 国 にお け る情 報 化 の主 役

と して発展 して き たが 、社 会 、 経 済情 勢 の 変化 に対 応 して 単 な る企 業 内事

務 情 報 処 理 の形 か ら、 さ らに高度 の経営 と して の 要請 に応 え る方向 に変 っ

て きた 。

ま た、 産 業 、経 済 の複 雑化 か ら、 自社 内情 報 処 理 のみ に とど ま らず、 関

連業 界、 関連企 業 そ の 他 の社外 情 報 との 連結交 流 の必 要 な ど、 新 しい情 報

処 理 、 情 報提 供 の ニ ーズ も生 じて きた ので あ る。

この よ うな ニ ー ズは 、 コ ン ピ ュー タ利 用 の ハ ー ド、 ソ フ ト両 面 にわ た る

広汎 化 、 高度 化 、 専 門 化 を必 要 と し、社 外 専 門 機 関 の活 用 とい う傾 向 を生

み 出 した。

② わ が 国 の産 業 の情 報 化は 、 主 と して大 企業 分 野 を中心 に発展 して き たが

中小 企業 、中 堅 企 業 に お い て も、必 要 情 報量 の増 大 、 労 働 力不 足 、 コン ビ
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ユ一 夕 リゼ ーシ ョ ンの進展 に と も ない、 直 接 間接 にな ん らか の形 態 で の コ

ン ピ ュー タ の利 用 は 不 可 避 の情 勢 とな りつ つ ある。

昭和46年12月 、 東 京商 工会 議所 は い ちは や く 「中 小 、 中堅 企 業 の情 一

報 化 対 策 に関す る見 解 」 と提 言 を発 表 した。 ま た中 小 企業 庁 は この方 向 に

対 す る政 策 と して 、 中小 企業 にお け る コン ピュ ー タの共 同利 用 を推 進 しつ

つ あ る。 これ は ま さ に情 報処 理 サ ー ビス業 の果 さね ばな らな い社 会 的 役割

りの分 野 で あ る。

中 小 、 中堅 企 業 あ るい は零 細 企業 レベ ルの 情報 化 は 、 プ ロ グ ラ.ムの パ ッ

ケ ージ化 、標 準化 な ど技 術的 問 題 を克 服 して、情 報処 理 の経 済性 を高 めな

けれ ば な らない 困 難 さ は あ るが 、 これ に成 功 すれ ば顧 客 の量 と して は きわ

め て大 きい 。昭和46住 時 点 の,国税 庁税 務 統計 速 報 に よれば 、 全 国 の株 式

会 社総 数 は105万8千 社 とな ってい る。 か りに現 在 の稼 動 コン ピ ュー タが

1社1台 と仮 定 して も、そ の普 及率 は2%弱 にす ぎな い 。 もちろ ん株 式会

社 の形 は と って い て も、そ の大 半 は個 人 企業 に近 い もの と考 え られ るが 、

そ れ に して も この 分野 にお け る情 報処 理 の潜 在 需 要 は きわ め て老 大 な もの

とい って よい 。

③ 次 に、 産業 の情 報 化 に関連 して見 のが せ な い こ とは 、 近 い将 来 に予 想 さ

れ る労働 力不 足 の問 題 で あ る。

昭和45年 の 国勢 調 査 の年 令 別人 ロか ら、55年vatsけ る労 働 力 を想定

す る と、15才 ～54才 の 労働 総人 口の対 比 で は若 干 の増 加 とな るが 、

15才 ～29才 の 若年 層 は 絶対 数 に お いて も減 少す る。ま た労 働総 人 口に

占め る若 年 層 の構成 比 は、45年 は45.4%で あ ったが 、5sEvaは36・5%

に激減 す る ので あ る。 この こ とは 若 い 、新 しい労 働 力 を企 業 に注 入 す る こ

との 困難 性 が 、 現 状 よ り も遙 か に強 ま る こ とを意 味 し、 と くに中 小企 業 レ
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ベル にお い て受 け る打 撃 は大 きい もの と考 え られ る。 す な わ ち省 力化 が最

大 の経 営 的 要請 とな って くるで あろ う。

② 「生活 の情 報 化 」の 充 実

現在 、公 害 問 題 や 資 源 問題 の発 生 を契 機 と して 、 これ まで の物 質 重 点 の産

業 の あ り方 につ い て の 反省 が 行 な わ れ る ように な って きた 。 また これ と と も

に、 国 民 の個 人 の生 活 に 拾 い て も、 従 来 の物質 的充足 の希 求 か ら、 人 間性 の

追 求 とい った精 神的 な も のの充 実 が 求 め られ る よ うに 変 って きて い る。

コン ピ ュー タの活 用 に よ る 「情 報 化 」 につい て も、 この よ うな時 の流 れ を

反 映 して、 これ ま での 生 産 や 経 営 の手 段 と して の情 報 化 、 い わ ゆ る 「産業 の

情 報化 」 とと もに、 個 人 の生 活 の 向上 に役 立 つ情 報 化 、 い わゆ る 「生 活 の情

報 化」 の充実 が 必要 と い われ る よ うに な って い る。

た しか に、 わ れ われ の生 活 の領 域 で あ る社 会 は 、行政 、 教 育、交 通 、 医療

な ど各種 の仕 組み 、 す な わ ち社 会 シ ス テムが 存在 す るが 、現 状 で、 そ れ らが

全 く問題 な く、理 想 的 に動 か され で ハる とはい い が たい し、 今後 の省 力化 な

ど に即 して 、 今 か らそ の対 応 を考 えな け れば 左 らな い点 も多 い 。 コ ン ピ ュー

タ の活 用 に よって、 こ う した社 会 シス テ ムに お け る問 題 を よ り合理 的 に 解決

す る こ とは市 民 の生 活 の大 き な要 求 で あ る とい え よ う。 従 って、 「生 活 の情

報 化 」は 、 新 しい情 報 化 の方 向 で あ り、 この た めの シ ステ ム技 術 と して の総

合 的 な情 報 処 理技 術 の 開発 こそ、 今 日の課題 で あ る とい え よ う。 これ ま た情

報 処理 、 情 報 提 供 サ ー ビス業 の社 会 的 役 割 りの新 しい分野 で あ る。 一
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こ うした 社会 的 な変 化 と と もに 高 ま って ゆ く期 待 に 応 え て、 新 し い時 代

に お け る情 報 処 理 の 担 当者 と して、 コ ン ピュ ー タ と利 用 者 との 間に 立 ち、 そ

の 使 命 を果 して ゆ くこ とが、 情 報 処 理 サ ー ビス業 の将 来 像 で あ り・ また ビ ジ

ョ ン と考 えて よい もの で あ ろ う。そ して こ の新 しい社会 の情 報 処 理担 当者 の

資格 と しては 、 少 くと も次 の三 点 を具 備 す る こ とが 必 要 であ る。

① 情 報 処 理 に関 す る専 門 家 と して の技 術 、経 験 、 知 識 お よび知 的 創造 力 を

有 す る こ と。

② 正 確、 迅 速 、 か つ 弾 力性 に 富ん だ情 報 処 理 能力 を有 す る こ と。

③ 安 定 した経 営 基 盤 と成長 性 を有す る こ と・

産 業 と して の情 報処 理 サ ー ビス業 の将 来 性 と企業 と して の そ れ どは必 ず し

も全 くイコ ール で はな い。 しか し、 産 業 と して の発 達 や 成 長 はそ の業 界 を構

成 す る 企業 個 々 の努 力 と発展 の 集大 成 され た結 果 と して もた らさ れ る もの で

あ る。 い か に して上 記 三 点 の資 格 を具 備 す るか は、 企 業 個 々の 課題 で あ るが

同時 にそ れは 産 業 と して の情 報処 理 サ ー ビス業 に課せ られた 問題 で もある 。

と くに歴 史 が 浅 く、蓄 積 もま た薄 い この業 界 に と っては、 業 界 として の ビ ジ

ョン と企業 と して の そ れ とが きわ め て密 接 に関 連 しあ って い る。

この現 実 の上 に 立 ち、次 項 に述 べ る需 要 予 測 作業 に おい て は業 界 と して の

マ ーケ ッ ト ・ス ケ ー ル を予測 す る とと もに 、企 業 レベ ルに それ を ブ レ ークダ

ウン し、 企業 レベ ル にお け る将 来 像 を浮 び 上 らせ る よ うな手法 をと ってみ た。

`
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2.情 報 処 理 サ ー ビ ス 業 の 需 要 予 測

将 来 の情 報 処 理 サ ー ビス業 につ い て の研 究 の一 環 として東 京農 工 大 学 助教

授 松 行 康夫氏 の指 導 に よ り、 昭和55年 度 にお け る 情 報 処理 サ ー ビス業 界 の

需 要 予 測作 業 を 実施 した。 中 心 的 命題 は55年 度 にお け る業 界 売上 けで あ り、

そ れ を さ らに ブ レー ク ・ダ ウン して、一 応 の フ レー ム ・ワー ク も描 き出す こ

とに 努 め た。

将 来 に関 す る数 量 的予 測 につ い て は、 現 在発 生 して い ない未知 の要 因 を い

か に評 価 し、 予 測 す るか とい う問題 が あ る。 と くに情 報 処理 サ ー ビス業 は い

ま だ成 熟 に至 って い な い産 業 で あ るた め、 未知 の要 素が きわ め て大 きい。 こ

の 評 価 い か ん に よって 予測 結果 が 大 巾 なズ レを持 つ た め、 作業 と して は これ

ら未知 の問題 につ い ては係 数 化 せ ず、 したが って現状 と大 差 ない とい う前 提

に立 つ こと と した。

これ は 他 の歴 史 の長 い 産業 と異 な り、 情報 処理 サ ー ビス業 の売上 げ につ い

て は、 昭和44年 度以 降、46年 度 まで の3年 分 しか信 頼 す べ き デ ー タ が

入 手 で きなか っ た の で、 計量 経 済 学 的 モデ ル 作成 に よ る予 測 が 不可 能 で あ り、

した が って指数 平 滑 法 を採 用 して予 測 計算 を 行 った事 情 に も関連 して いる。

しか し、 出来 うるか ぎ り計 算結 果 の精 度 を高 め る た め、 そ の補 完 と して複

数 個 の論 理 を異 に す る予測 法 を併 用 し、 予測 の妥 当 性 の確認 に努 めた。

使 用 した デー タは、 通 商産 業 省 が 実施 した情 報処 理 実態 調 査(昭 和45年

～47年 実 施 分)を 基 礎 デ ー タ と し、 そ れ に加 え て、JECCの 「全 国計 算 セ

ン ターお よび ソ フ トウエ ア開発 企 業 便覧 」㈲ 日本情 報 セ ンタ ー協 会 の 「情 報

処 理 サ ー ビス 業 需 要 構 造調 査 」 を補 完 的 に用 い た。

なお 、 デ ー タ の入 手 可 能 性 な どの観 点 か ら、 コン ピュ ー タ ・メ ー カー直 営

一49一



セ ンター のサ ー ビス売 上 げや 電 電 公 社 の デー タ通 信 サ ー ビス売上 げ お よび企

業 規模 の小 さ いパ ンチ ・セ ン ター売上 げ な どは含 まれ てい な い。

(1)昭 和55年 度 の 総 売 上 げ

昭和55年 度 にお け る 情報 処理 サ ー ビス業 の売 上 げ を、 年 額 で約6千 億 円

と推定 す る。

そ の 推定 理 由 は以下 の とお りで あ る。

① 通商 産 業 省 の調 査 に よ る情報 処 理 実態調 査(昭 和46年 度対 象)で は

回 答3,867社(コ ン ビa－ 夕 ・ユ ー ザ ー1全 業 種)の 情 報 処 理経 費総 額 は・

約4,460'億 円 で あ る。

この情報 処 理経 費 は 同時 点(47年3月)に お け る稼 動 コンビ=一 夕金 額 換

算1兆1,362億 円(JECC資 料)の39.2%に 相 当す る。 同様 に44年 度、

45年 度 につ い てそ れ ぞ れ の比 率 を求 め る と、4L16%、39.1%と な り、

ほN'40%で 安 定 して い る。

ま た、 情 報 処 理経 費 中、 外注 費 は約345億 円 で、経 費 総 額 の7.73%に 相

当す る。44年 度 は7.75%、46年 度 は7.51%で 、 これ も7.7%前 後 で安 定

してい る。 しか し今 後 に つ い ては この比 率 は上 昇 す る要 因 は あ って も低 下す

る ことは考 え られ な い。

同調 査vafoけ る 情報 処 理 サ ー ビス業 の 年 間 売上 げ は738億5千 万 円 で あ

った。.こ の数 字 は コ ン ピュ ー タ非保 有 客 へ の売上 げ を含ん で い るが 、 これ と

前 記 の コ ン ピュー タ保 有 社 の外 注 費 と の比 は46.7%で あ る。.この比 率 は44

年 度 は5&1%、45年 度 は64.6%と 年 度 に よってか な りのプ レを 示 し てい

る が、 この原 因 は 同調 査 に対 す る情 報 処 理 サ ー ビス企 業 の 回答 数 の年 度毎 の

違 い に あ る と考 え られ る。(回 答数 は44年 が180社=全 回答 比 の7.0%、

45年 度 は188社=同6二1%、46年 度298社=同7.7%)48年12月 に
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実 施 され た柚 日本 情 報 セ ン タ ー協 会 の 需要 構造 調 査 で もEDPS保 有 客 に対

す る 売上 げは46～7%と 中 間集 計 で 出てい るの で46%～47%と い う比

率 が現 状 と し ては正 しい もの と考 え られ る。 将 来 につ い て はこ の比 率 は低 下

し て ゆ くと考 え る べ きで あろ う。

上 記 の各要 素 の関 係 は、 大 筋 と し てあ ま り変 化 しな い もの と考 え、 まず 、

昭 和55年 度 の稼 動 コ ン ピュ ー タの推 定 か らは じめた。JECCの 電子 計 算

機稼 動状 況 調査 の数 字 を用 い、 指 数平 滑 法 に よ って将 来予 測 を 行 っ た結 果、

55年 度 の稼 動 コ ン ピュ ー タ総 台 数 は5万2千 台 とい う数 値 を 得た 。

次 にパ ー チ ェス換 算 で あ るが 、 過去 数 年 間JECCの 調 査 に よる と1台 当

り金 額 は9千 万 円 前後 で安 定 してい る。 これ は総 金 額 の算術 平 均 なので 、 実

金額 の上 昇 を 機種 構 成 の変 化(中 、小 型、超 小 型 の増 加)で 中和 して い る もの

と考 え られ る。 今後 に つ い て は諸 資 材 の高騰 を 当然 考 え ねば な らない し、 一

面 では 回線 利 用 の 遠 隔情 報 処理 の普 及 で小型、超 小 型 の比 率 的 な増 加 も考 え

られ る.そ こで きわ め て腰 だ め 的 であるOX・ 千万 円にその オを加恕1億2千

万 円 と想 定 した。(な お、 社 団法 人 日本 電子 工業 振 興 協会 が47年 度 に発 表

した電 子計 算 機 需要 予 測 で は、51年 の1台 当 り金 額 を1億1千9百 万 円 と

して い る)

これ らの数 値 を用 い て算 出 した55年 の稼 動電 子 計 算機 金額 は約6兆2千

4百 億 円 とな り、 これC(O.4を 乗 じて得 られ た2兆5千 億 円が 、 同年 次vak・

け る コ ン ピュ ー タ ・ユ ーザ ー の情 報 処理 経 費 と考 え る。

外 注率 は10～12%と し、 そ の 中間値 を と って乗ず る と、 外 注 費総 額 は、

2,750億 円(46年 度 外 注 費 の約8倍)と なる。

こ の外 注 費 が 情報 処 理 サ ー ビス業 総 売 上 げ に 占 め る比率 は、 情報 化 の広 が

り の度 合 に よるが 、全 般 的 に 現 状 よ り低 下す る こ とは 間違 い は ない 。

47%と した場 合5,850億 円
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45%と した場 合6,100億 円

40%と した 場 合6,880億 円 とな る。.

一応 、 中間 値 に近 い6千 億 円を もって総 売上 け額 と考 えた。

② そ の国 の マ ク ロ経 済 の成 長 と線 形 性 を保 ちつ つ、 情 報 処理 サ ー ビス業 の

市場 規 模 も成 長 す る と仮定 して推定 を行 った。 具 体 的 には 米 国 とわが 国 との タ

イム ・ラグ を見 出 し、 米 国 のそれ を あ ては め る方 法 で あ る。

わが 国 の46年 度 の情 報 処 理売 上 げ738億 円 は、 同年 のGNPのo.093%

に当 る。 米 国 で情 報 処 理 売上 げ が こ の率 に近 い年 は1967年 で あ る。(米 国 の

数字 はADAPSO=:米 国 の情 報 処i理サ ー ビス 業 団体=の 第7回 年 次 レポ ー トに

よった)こ れ に よ る 日米 間 の 時差 は4年 であ る。

しか し米 国vatoけ る67年 ～69年 の間 の売 上 け は年 率45%と い う高い伸

びを示 し てい る の で これ を考 慮 に入 れ、 時差 を5年 と した。

時差 を5年 とす る と、 目標 年 次 の昭和55年 は米 国 の1975年 に相 当 す る。

1975年 の米 国 の情 報 処 理 売上 け はADAPSOの 推 定 で は44億1千 ドルで あ

る。 一方米 国 のGNPは 過 去 数 年 間 にわた って年 率8%前 後 の安 定 成 長 を続 け

て いる の で、 そ の伸 び が続 く とし て計 算 し1兆4千5百 億 ドル とい う数 値 をえ

た 。 このGNPVC対 す る前 記情 報 処理 推定 売上 げ の比 は 、0.303%と な る。

わが国 のGNPに つ いては昨年2月 閣議決定 され た経済社会基 本計画では52

年 ま で年 平 均14%(時 価)の 伸 び を想 定 して い る。 しか し石 油 シ ・ック以 来

この伸 び率 につ い て は考 え方 の修正 が叫 ば れ て お り、 指標 とすべ き資料 に乏 し

い のが現 状 で あ る。 従 って47年 のgo兆4960億 円 とい うGNPを 基 礎 と し、

年 率8%、10%、12%で 複利 計 算 を行 い、 そ の結果 に0.303%を 乗 じて み

た。

8%の 伸 び の場 合5,075億 円
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10%の 伸 び の場合5,878億 円

12%の 伸 び の場 合6,787億 円

これ がGNP対 比 に よ る情報 処理 売上 げ の推 定額 で ある。

③ 前 出 の情 報 処理 サ ー ビス 業 需要 構 造調 査 にお いて、 各 年 毎 に異 な ってい

る調査 回答 企 業 の規模 別 構 成 を、 可 能な 限 り同一 平 面 に修正 して年 間 の伸 び率

を求 め ると、 ほY25%と い う数値 が得 られ る。46年 度の738億 円か ら25

%づX伸 び て ゆ くとす る と、55年 度 で は約5千5百 億 円 と な る。

以上 の よ うな推 定理 由 に よb、 予 測 の誤 差、 仮 定 の妥 当性 な ど を検 討 し、55

年 度 にお け る総 売 上 げ を約6千 億 円 と推定 した。 さ きに述 べ た とteり 、電 算機

メ ー カ ー直 営 セ ン タ ー売 上 げ な どは これ に含ま れ な いの で実 際上 の 売上げ と し

て は、6千 億 円十 アノレフ ァ と表現 す るの が正 しいか もしれ ない 。

●

(2)同 時 点 に お け る 業 界

① 業 界 構 造

昭和55年 度 にお け る情 報処 理 サ ー ビス業 の企 業数 を約500社 と 考 え てい

る。 たYし こ の500社 に は零 細規 模 の入 力 デ ー タ作 成専 門の 企業 お よび コ ン

ピュ ー タ ・メ ー カ ー直営 セ ンタ ー、 電電 公 社な どは 含ま れ てい な い。

きわ めて 大掴 みに 、現 在 専業 社 と して 存在 して い る 企業 が400社 、 今 後 こ

の 業 界 に 参入 して くる新 規 参 入 企業 を100社 とみて いる 。

〆
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売 上 規 模別 構 成 を次の よ うに考 えた 。

表3-1

分 類 企 業 数 売 上 合 計 と シ ェア
士

口上規模 ＼ .社 数 構 成 比 売上合計 構 成 比

年商2億 円 以 上 125社 25% 150億 円 25%

〃 ～5億 円 80〃 16〃 240〃 4.0〃

〃 ～10億 円 208〃 42〃 1,656〃 27.6〃

〃 ～50億 円 50〃 10〃 1,360〃 22.7〃

〃 ～100億 円 22〃 4〃 1,064" 17.7〃

'

〃100億 円 以 上 15〃 3〃 1,530〃 25.5〃

合 計 500〃 100〃
96000〃

100.0〃

上 表 は需 要 予 測 分 科会 の討 議 の結果 と して 作成 され た も ので あ るが、 討 議

の ポイ ン トは以 下 の 通 りで ある。

④ 業 界構 造 は結 果 として は現状 と大 差 が な いで あ ろ う。 恐 ら く個 別 企 業

と しては、 コン ピュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ 化 す る もの、 特 化 す る もの な ど、

質 的 、 内容 的 な変 化 は大 きい で あ ろ う が 、 そ の対 象 ・ 業 務 内 容 は 千 差 万

別で あ り、 社 内 体 制 、従 業 員 数 、 マ シ ン設 備 な ど も多様 性 に 富 む現 状 が そ の

まXう け つ が れ る もの と考 え られ る。 系 列化 の進 展 もこ うした傾 向 を保 つ 力

とな ろ う。

◎ 現 状 で は 年 商5千 万 円 以 下 の 小 規 模 企 業 は 赤 字 と な っ てい る・

これ は設 備 、人 員 に対 応 す る だけ の売 上 げ が得 られ てい な い こ とが 主 な原 因

で あ るが 、 さ らに分 析 す る と付 加 価 値 生 産 性 の低 い業 務 が売上 げ の 大半 を 占

めているた めの よ うである。こ うしだ現.状か ら脱 却 し うる企 業 は 残 って ゆ くで あ

ろ うが、 脱 却 しえ ない 場合 は消 え て ゆか さ るを得 ない。
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◎ 現 状 分析 の結 果 で は5億 円^一10億 円 の売上 け レベ ル の企業 が もっ と も

安 定 した業 績 をあ げ てい る。 この 売 上規 模 は現 状 にお け る諸 環 境、 諸 条 件に対

す る最 適規 模 と考 え られ る。 昭 和55年 に お い て これ ら環 境 、 条件 が現 状 よ り

飛 躍 的 に改 善 され る こ とは考 え られ な いの で、 この 中規 模 企 業 が増加 して ゆ く

こ と が考 え られ る。

㊥ 新 規参 入 は ス ピン ア ウ ト社 がほ とん どで、独 立 企 業 の参 加 は 特殊 な例 を

除 い て き わめ て少 ない で あ ろ う。 人 力 と技 術 が あれば この業 界 に参 入 で きる と

い う時期 は す で に終 り、 今 後 ぱ先 行投 資 に耐 え うる資金 力 か、 あ る いは既存 企

業 の持 た ない新 しい 高度 な技 術 力 、 も しくはサ ー ビス の新 分 野 を持 つ こ とが こ

の業 界 に 参入 し、 発 展 して ゆ くため の必 須 の条 件 とな ろ う。

この よ うな条 件 か ら考 え、 ス ピン ア ウ トして くる新 規 参 入 企業 の経営 規模 は、

か な り大 き な も のが多 い と考 え られ る。

以 上 の よ うな討 議 に も とづ き推 定 した業 界構 造 を現 状 と対比 した のが下表 で

あ る。 こxで い う現 状 は情 報 処 理 実態 調 査(46年 度 対 象)の 数値 を用 いた。

売上 げ 高 別 に分 け て比 較 す る た め、 売上 げ の規 模 を大、中、小 の三 分類 と した。

大 は現 状 では年 商10億 円以上 、55年 で は 同50億 円以上 、 小 は 現状 は年 商

1億 円以 下、55年 は 同5億 円以下 、 中は、 大 と小 と の 中間 と した 。 対比 の 便

の た め、 構成 比 のみ で 示 して あ る。

表3-2
●

一＼
分類
＼

規模＼ 、
、

企 業 数 売 上 シ ェ ア

現 状 55年 現 状 55年

小

中

大

51%

42〃

7〃

41%

52〃

7〃

&7%

4&4〃

47.8〃

65%

5α3〃

432〃
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② 個 別 企 業 の 収 支 構 造

6千 億 円 プ ラス アル フ ァのマ ー ケ ッ ト ・ス ケ ール の中e・(as・け る情 報 処理 サ ー

ビス 業 の個 別企 業 の姿 を描 き出す た め、委 員 会 で は そ の 収 支 構 造 の 各 要 素 に

つい て討 議 と研 究 を 重 ね て き た 。 そ の 主 要 な ポイ ソ ーは 次の よ うな もの で

あ る。

④ 人 件 費 につ い て

日銀統 計 に よる と、 昭 和45年 を100と す る賃 金指 数(名 目)は40年 が

50.3、46年 が113.7で あ り、 そ の 間6年 間 の賃 金 指 数 は2.26倍 と な っ

てい る646年 を 起 点 と して55年 の 賃 金 につい て考 えた 場 合 、 名 目にお いて

は か な りの上 昇 を示 す こ とは 必 然 と考 え られ る。

こ の予 測 にお け る人 件 費 とは 個 々 の労働 者 の賃金 で は な く、 そ の総和 の平 均

で あ るか ら、労 働 力 の年 令 構 成 に よ って異 った 動 きを示 す こ とにな る。 した が

って賃金 指 数 の過去 の伸 び 、49年 春 の 賃上 げ 結 果 な どを そ の まs鵜 呑 み に し

て急 激 な上 昇 カー ヴを描 く こ とは 必ず し も当 を得 た方 法 で は ない。 しか しな が

ら55年 とい う時 点 で想定 す る場 合 、 情 報処 理 サ ー ビス業 にお け る従業 員 の高

年 令化 は必 然 で あ り、 年功 序 列 的賃 金 体 系 もそ の時 点 では ま だ残 ってい る で あ

ろ うか ら、 平均 賃金 の レベ ル は現 在 よ り当 然上 昇 して い る ことが 考 え られ る。

一 方 この業 界 の人 件 費上 昇 率 の実 績 としては、46年 度 を対 象 とす る情報 処 理

実態 調 査 に おけ る情 報 処 理 サ ー ビス業 従 業 員数 で人件 費 を 除 す る と、 約100

万 円 とい う結 果 が 得 られ た。47年12月 現 在 の需 要 構造 調 査 で の従 業 員1人

当 り人 件 費 は118万 円 で あ った。この 二 つ の 数 値 を そ のまXと る と、46年

対47年 の1人 当 り人 件 費 の上 昇 率 は18%と い う こ とに な る。 そ こで、46

年 を超 点 と し年 率18%の ア ップ として55年 を 計 算 す る と、440万 円 強 と

い う数 値 が え られ る。 これ につ い て前 述 の諸 要 因を 勘案 し、1人 年 額400万
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円 の人 件 費 と想 定 した。 、もち ろん こ の中 には 会社 負 担 の社 会 保 険 料 な どの人件

副 費 を も含 ん で い る。

◎ 従 業 員 数 につい て

全 般 的情 勢 か ら考 え て、 従 業員 数 の安易 な増 加は ど うして も避 け なけ れ ば な

らない 。 そ して従 業 員 の練 皮 と技 術 を 向上 させ 付加 価 値 の高 い 仕 事 に切 りか え

るこ とが 、 この業 種 企業 の進 む べ き方 向 で あ る。 こ の た め経 営 比 率 の面 か ら負

担 し うる人 件 費額 を想定 、 これ か ら逆 算 して 従業員 数 を算 出す る、 一 種 の 目標

設定 的 な方 法 を とる こ と と した。

人 件 費 の売 上 げ に 占め る比率 を37.5%と 設 定 した。 現 状 の平 均 比 率 は34.5

%で あ るが 、 前 項 に述 べ た よ うな人 件 費 の上 昇 を考慮 に入 れ、 また 同 時 に固定

費 的性 格 の強 い人件 費 の 売上 げ に占 め る比率 のボ ーダ ー ライ ン を40%と 考 え

現 状 と ボー ダー ライ ンの ほ ×中 間 と した。

こ の結 果 、500社 の従 業 員総 数 は 約65,000人 、1企 業 当 り は113人

で 、 現 状 の92人 よ り21人 の 増 とい う平 均 値 を え た。 たS'し 売 上 規 模 別 にブ

レ ー ク ダ ウン した結 果 で は売 上 規模6ラ ンク 中4ラ ンク までが 現 状 と横 這 い も

し くは微 減 と な って お り、 全 体 的 には 現状 以 上 には 人 間の数 は増 やせ な い とい

う結果 が示 され て い る。

◎ 電 算 機 費 用 に つい て ＼

これ につ いて は人 件 費 との 関係 を重視 した。 情 報 処 理 サ ー ビス業 は 人間 の能

力 と コン ピュ ー タとの 組 合 わせ に よって仕事 を遂 行 し てゆ く企業 であ り、経 費

構 成 に もそ の特 徴 が強 く出 て い る。 この こ とは将 来 に おい て も大 きな変 化 は あ

る まい と した。 しか し価 格 の面 か らみ る と、 人 件費 の上 昇率 は コ ン ピュ ー タや

周 辺 機 器 の値上 りよ りも遙 か に大 きい と考 え られ る。 そ こで 現状 の人 件 費 対 電

算 機 費 用 の比 、5.8対4。2を 、 ほX'6対4の 割 合 い に考 え る こと とした。
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この数 値 と前 項 の入 員数 とで装 備 率 を算 出す る と1人 当 り250万 円 と な ム

これ は現 状 の 装備 率70万 円 の約3.4倍 であ り、物 価 の上 昇 を考 慮 に入 れ て もZ>ts.

な り大 巾 な上 昇 で あ る。

◎ 利 益 率 につ い て

売上 高 営 業 利 益 率 の 目標 を平 均6%と し た 。 現 状 の 平 均 は4%で あ る 。

情 報 処 理 サ ー ビス 業 の業 態 は一 種 の加 工 業 で あ り・ また ソ フ トウエ ア に 対す

る社会 的 な評 価 の低 さ もあ って、 大 巾 な 利 益率 を あげ るべ き要素 に乏 しい の が

現 状 で ある。 将 来 につ い ては ソ フ トへ の評 価 な どは 若干 改 善 され るで あろ うが 、

あま り楽観 的に み るこ とを 避 け、 シ ビアva.一考 え て平 均 をやy低 めに設 定 した も

の で あ る。

税引 前 利 益 率 は3.5%と 設 定 す る。 現 状 はL85%で あ る。3.5%と い う

数 値 は配 当 を行 い 、 なお 若干 の 内部 留保 が 可 能 に な るギ リギ リの線 で、 目標 と

しては最 低 に近 い利 益 率 と考 え るべ きで あ る。

㊥ これ らの数 値 を総 合 す る と、55年 にお け る従業 員1入 平 均年 間 売上

げ 高 は1,060万 円 と な る。 こ の 数 字 は現 状 の3.7倍 に相 当 す る。

◎ 最 後 に 営業 外損 益 の 問 題 で あ るが 、 現状 で は各 売上 げ ラ ンク の営 業 外

赤 字 の対 売 上 げ パ ー セ ンテ ー ジ は ま ち ま ち で、 大規 模 社 に な るほ どそ の巾 が 大

き くな って い る傾 向 が 出 てい る。 これ は 設備 投 資へ の強 い欲 求 を 自己資 本 で ま

か ない切 れず 、 借 入金 に依 存 し てい る た め の金 利 負担 が主 な原因 と考 え られ る。

こ の よ うな現 象 は55年 度 にお い て も基 本 的 に は変 らない とみ 、 中 小規 模 社 ・

に もひ ろが って ゆ くと考 えて 、 営 業 外 の赤 字 率 を現 状 よ り増 や し、 対売 上 け の

2.5%(現 状 では 平 均2.15%)と した。 これ が 改 善 されれ ばそ れ だ け税 引 前

利 益 が増 え る ことに な る。

これ らρ検 討 を基 盤 と し、55年 にお け る情 報 処 理 サ ー ビス業 を売上 規 模 別
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に ブ レ ー ク ダ ウ ン して 作 成 し た の が 表3-3で あ る。

表3-3

46年 度(実 績)と55年 度(推 定)

四

⊥
ハ

年

度

実

績

売 上
ンク

項 目

(A)

～5千 万円

(B)

5千 万～
1億 円

(C)

1～5億 円

(D)

5～

10億 円

(E)

10～

20億 円

(F)

20億 円上 合 計

社 数
社

87 ,誉
社

95

社

21

社

11

社
9

社
278

売上合 計
醐
2,433

百 万 円
4,011 、認1、 認

百万 円

12,954

百 万 円

22,375
百万円
73β47

(1社平均)"

売 上
万円

2,797 729㌘
万円

19,334

万円

65,269

万円

117,762

万円

248,609

万円

26,564

茶

営業経費計

電算機費

人 件 費

噸

2,937 8,071 18,227 61,040 113,794 242,163 25,500

837

1,120

980

1,825

2,848

2,398

4,225

7,421

6,581

15,074

17,474

28,490

25,842

46,340

41,612

76,275

79,549

86,339

6,535

9,179

9,624

営業利 益 △140 一222 1,108 4,230 3,968 6,446 1,064

営業外損益 △16 △144 △251 △493 △3,730 △8,264 △572

税引前損益 △156 77 856 3,736 238 △1,818 492

五

五

年

度

推

定

己 ㌢乏1,晶下
(B)

～5億 円

(C)

～10億 円

(D)

～50億 円

(E)

～100億 円

(F)

100億 円辻 合計(平均)

55年 度 社数
社
125 、桔

社
208 諾 差 、嘗

社
500

売 上合 計
百万 円

15,000

百 万 円

24,000

百万 円

165,600
百万 円

136,000
百 万 円

106,400

百万 円

153,000

百万 円

600,000

(1社 平 均)

売 上
万円

12,000

万円

30,000

万円

79,600

万円

272,000

万円

483,600

万円

1.020ρ00

万円

120,000

営業経費計

電算機費

人 件 費

その櫨 費

11,280 28,200 74,800 255,700 454,500 958,800 112,800

2,820

一
4,510

3,850

7,050

11,280

9,870

18,700

29200

126
,900

63,900

99,700

92,100

113,600

172,600

168β00

239,700

354,800

364,300

28,200

45,000

39,600

営業利 益 720 1,800 4,800 16,300 29,100 61,200 7,200

営業外損益 △300 △750 △2,010 △6,780 △12,000 △25,500 △3,000

税引前利益 420 1,050 2,790 9,520 16,900 35,700 4,200
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③ 個 別 企 業 の進 ん で ゆ く方 向

前表 に おい て示 さ れ た 各 売 上 げ規 模 別 の 現 状 と推定 の数 字 を別 の角 度 か ら対

比 した のが下 表 で あ る。 従 業 員 数 は 人 件 費 総額 を1人 当 り人 件費 で除 して 算 出

し、1人 当 り売 上 け はそ の従 業 員 数 で売 上 額 を除 した数 字 で あ る。

表3-446年 、55年 対 比

目 1社 平均 売上 高 1社 平均従 業員数 1.人 当 り 売 上

ランク 46年 55年 倍 率 46年 55年 倍率 46年 55年 倍率

百万円 百万円 人 人 万円 朋
A 28 120 4.3 16 1; 094 175 800 46

B 73 300 4.1 36 33 0.92 205 900 4.4

C 193 796 4.1 78 77 0.99 248 1,040 42

D 653 2720 4.2 175 237 1.35 374 1,150 31

E 1,178 4836 4.1 421 410 0.97 280 1,175 4.2

F 2486 1ぴ200 41 723 806 1.11 375 1,265 34

鋤 上 表 でDラ ン ク の従 業 員 数、1人 当 り売 上 高 の倍 率 が他 の ラン ク社 とか
』

け は なれ てい るの は、46年 度 に お け る経 営 の実 績 が 他 ラ ン ク社 よ り飛 び

抜 け て よい ため で あ る。

こ の表 は、 現 状(46年 度 実 績)と55年 度 の推 定 とを 、機 械 的 に対 比 した

もの で あ り、 そ の意 味 にお い ては 単 な る目安 にす ぎな い もの で は ある が、 こ の

表 が物 語 って い る こ とを端 的 に 示 せば 、

④ 従 業 員 の絶 対 数 を増 加 せ ず

◎ マ シ ン装 備 率 を3.4倍 に 高 め(前 項 参 照)

◎ 売上 げ を4倍 に伸 ばす

とい うこ とで あ って 、 現状 の 常 識 か らい えば 非常 に難 しい 問 題 で あ る 。
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＼

こ の課 題 を どの よ うに解 決 して ゆ くか は、 情 報 処理 サ ー ビス業 の個 別企業 の

問題 で あ り、 そ れ ぞ れ の企 業 は それ ぞ れ が置 か れた 環 境 、与 え られ た 条 件に 応

じて 最 適の 対 策 を見 出 して ゆ くべ きで あ るが 、一 般論 としてい え るこ とは、企

業 内管 理 体 制 の合 理 化 、無 人 オ ペ レ ー シ ョンな どま で含 め た省 力化 シ ス テ ムの

開発 と省 力 化 の徹 底、 従業 員 の能 力 ・技 術の 向上 な どと とも に、 付 加 価 値生 産

性 の 高 い業 務 へ の 転 換が あ げ られ よ う。

また 、 別 な角 度 か らい え ば 、 業務 の特 化 、 専 門化 が 必要 で あろ う。 経 営 効 率

を高 め るた め に は 「なん で も屋 」で は な く、特 定 の 業務 、 特 定 の 分 野 、 あ るい

は 特 定 の 地域 、 顧 客 業 種 な どに つ い て特 化 して ゆ くこ とで あ る。

さ らに情 報提 供 サ ー ビ ス とかT8Sサ ー ビスな どの コ ン ピ ュー タ ・ユ ー テ ィ

リテ ィ化 が あげ られ よ う。 この形 に は 一 企業 体 が 行 う場 合 と、 複 数 の セ ンタ ー

が共 同 し て ネ ッ ト ・ワー クを 組 ん で 構 成す る場 合 とが考 え られ る。

要 は個 別企 業 がそ れぞ れ の特 徴 を持 つ こ とで ある。 それ が個 別 企業 の 進 ん で

ゆ く繁 栄 の道 で あ り、 業 界 共 存 共栄 の 道 で あ る。

現 状に お・け る情 報 処理 サ ー ビス業 の 適 正 規 模は 、 これ ま での数 表に 示 され て

い る よ うに 、年 商5億 円 ～10億 円 の規 模で ある が、 将 来に おい ては 特 化 ・専

門化 方 式 に おけ る適 正 規 模 と、 ユ ーテ ィ リテ ィ化 にお け るそ れ との二 つ の もの

がで て くるか もしれ な い 。

■

こ うし た個 別企 業 の 努 力 が よ りよい 結 実 をも た らす た め には 、業 界 と して の

結 束 と、 国 として の適 切 な政 策 の裏 付 け が なけ れば な らな い 。 個 々 の企 業 が い

かに経 営 の 合 理化 を行 って も、 ダ ン ピン グ競 争や 人材 の引抜 き合 戦 が横 行 して

いた の で は 効果 は あ げ られ ない。 い うな らば 業 界、企 業 とし て の 努 力精 進 と、
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国 の政 策 とは車 の両 輪 のよ うな 関係 にあ る とい え よ う。

この意味 にお い て 次章 で は、 ま ず個 別企 業 と業 界 自ら が とる べ き対 策 を述 べ・

これ と並 べて政 策 に 対 す る要 望 を述 べ るこ、とと した。
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第4章 情報処理 サ ー ビス業の とるべ き対 策

これ まで も触 れ て きた よ うに,わ が 国 の情 報処 理 サ ー ビス業 は,そ の発 生の

過 程,企 業 的 背 景,業 務 の 内容 と 目的 な どに おい て きわめ て 多様 で あ り,ま た

経 営 規模 の面 に お い て も大 中 小 の さ ま ざ まな会 社 が存 在 し て い る 。 情 報 処 理

サ ー ビ ス業 と総 称 さ れ る企 業 群 は,い わば その 一社 一社 が そ れぞ れ相 異 な る

経 営環 境 と経 営理 念 の下 に あ り,さ らに い え ば,企 業 と して の 存在 の 目的 もま

た 千 差 万別 で あ る とい う こ と もで ぎ よ う。 した が って,画 一 的 な現 状認 識 と把

握 の も とに これ を と りあげ て,総 括 的に 判断 し,結 論 を下 す こ とに は か な りの

危 険 が ある。

しか しな が ら角度 を変 え て考 え る な らば,現 実 に これ らの 企業 群 を と りま く

社 会 的 環 境 は 同一 で あ り,ま たそ の社 会的環 境 の 下 に あって,こ れ らの企 業群

に 期 待され る社 会的 機 能 も ま た 同… で あ るo

この 章 にお い て は,情 報 処 理 サ ー ビス業 を構 成 す る企業 各 社 の この よ うな多

様 性 を十 分 に認 識 し,そ の 上 に立 つ'て共 通 す る問 題 に焦点 を しぼ り,前 章 に 述

べ た よ うな情報 処理 サー ビス業 の望 ま しい姿 に発 展 してゆ くた め の 対策 を,企

業,業 界 の 二 つ の角 度 か ら と らえて述 べ,さ らに政 府 に対 す る政 策 的 な要 望点

に つ い て述 べ る こ と とす る0

1.企 業 と し て の 対 策

(1)経 営 目標の 確 立

わが国 に おけ る明 治 以後 の産 業 発 展 の歴 史 をみ る と,共 通 した大 目標 が

つ ね に掲 げ られ てい る こ とに 気 付 く。 明治 以 来,昭 和20年 の敗 戦 に至 る

ま で,そ の 目標 は 富 国 強 兵 で あ り,国 力 の 充 実 で あ っ た 。 敗 戦 後 に

お い て は 経 済 復 興 が そ れ で あ っ た 。 この こ との よ し あ し は 別 とし て ・
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産業 発 展 の面 に お い て,こ の よ うな共 通 目標 の存 在 が 推進 力 と して果 して

きた役 割 は,き わ め て大 きい こ とに注 目せ ざ る を得 ない。

重 化 学 工業 社 会 か ら情 報 化 社会 へ の,大 きな社 会的,産 業的 構 造 変 化 の

中 に あ って,そ の 推進 者 と して 期 待 され なが ら,現 在 の情 報 処理 サ ー ビス

業 界,も し くは業 界 を構 成 する 企業 のい ず れ にっ い て も,こ の よ うな使 命

に っい て の 自覚 と認 識 に乏 しい こ とは残 念 なが ら事実 であ ろ う。 これ は現

在 の 経済 社 会 に あ って 情 報処 理 サ ー ビス業 の 果 してい る役 割 りの大 部 分 が,

補 助 的,下 請 け 的 業 務 で あ る点 に 原因 が あ る よ うに考 え られ るが,情 報 処

理 サー ビス業 が知 識 集約 型 産業 の 中核 と して,一 段 の 飛 躍 を遂 げ るた めに

は,ま ず 第一 に,物 的 生 産 手段 に 代 るべ き知 的 生 産 手段 の 担 い 手 と して の

自覚 と認 識 を持 つ こ とが必 要 な ことで あろ う。

これ は企業 レ ベ ・レに お い て も同 様 で ある。 情 報化 社 会 へ の大 きな時 代 の

移 り変 りの 中 にお い て,自 らの企 業 が果 すべ き役 割 り を ハ ッキ リと認 識 し,

そ の認識 の上 に立 ち,企 業 自身 の ビ ジ ョ ンを設 定 す る こ とが 望 ま しい。 こ

の ビ ジ ョンの具 体 的 な内 容 や,そ れ を実 現 す る た め の手段 は,そ れ ぞれ の

企 業 の 持 つ条 件 に よっ て異 な っ て こ よ うが,根 幹 にお い ては 社 会的 な変 化,

発 展の方 向 に即 し,情 報処理 サー ビス業 が果 す べ き社 会 的 機 能 の認 識 を基

盤 とす る もの で な け れば な らない。

ビ ジ ョンの 確立 は,同 時 に社 員のモ ラールの向上に 直結 す る。経 営者 が抱

く理 想 や ビジ ョン を社員 に徹 底 し,企 業 とい う組 織 体 の 共通 の 目標 と して

確 立 して ゆ くこ とは,社 員のモ ラールを向 上 し,生 産 性 を高 め,望 ま しい 労

使 関 係へ と発 展 して ゆ く もの と考 え られ る。 企 業 個 々に お い て掲 げ る ビジ

ョンが どの ような もの で あれ,そ の根 本 にお い て,情 報 処 理 業 務 の持 つ時

代 的 な意 義 を 正当 に認識 し,知 的,創 造 的 産業 と して の 自覚 を 有す る もの
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一
な らば,社 員,従 業 員 の共感 を得 る ことに 困 難 さ は ない。

そ して この ビジ ョンを企業 全体 と して実 現 してゆ くた め の具 体 的 な 目標

の 設 定 と,目 標 達 成 の ため の長 期 的 計 画 を 設 け て ゆか なけ れ ばな ら ない。

昭和48年12月 に社 団 装 入 日本 情 報 セ ン ター協 会が行 った48年 度 情 報

処 理 サ ー ビス業 需 要 構 造 調 査 に よる と,調 査 回 答210社 中,約46%の 企

業 が 「長 期 計 画 を設 定 してい る 」 と答 え て お り,そ の対 象期 間 は3年 な い

し5年 で ある とな っ てい るo

長 期 計 画 の存 在 は必 ず しも企 業 ビジ ョンが あ る こ とと直結 は しな い か も

しれ ない が,現 在 の業 界 を構 成 する 有 力社 の う ち、 半 数 に近 い 社 が長 期計

画 を設 定 してい る と い う事 実 は無 視 す る こ とは 出来 ない。 この ことは業 界

企 業 の か な りの 部 分 が,下 請 け的 受注 生 産 を脱 却 し,自 らの手 で需 要 を開

発,創 造 して ゆ く方 向 を歩 ん でい る こ とを示 す もの であ ろ う。

＼

(2)特 化、 専 門 化

今 後 の 情 報 処 理 サ ー ビス業 界は,ま す ま す競 争 が激化 して ゆ くことが

考 え られ る。

情 報処 理 サ ー ビ ス企 業 は す で に 述べ た とお り,年 々会 社数 が 増加 して お

り,企 業 間 の競 争 もまた そ れ に応 じて激 し くな っ て生 きて い る。 通 信回 線

開 放 とと もに オ ン ライ ン ・デ ー タ ・サー ビス の面 で の電 電公 社 の 参入 も,

競 争 激化 の大 き な要 因 とな っ てい る。

自由経 済 の下 に お い て は優 勝 劣敗 の原 則 は避 け え ない こ とで あ り,顧 客

の ニー ズ に対 して,適 切 か つ良 質 なサー ビス を供 給 で きなけ れば,そ の企

業 は存 立 しえ な くな る こ とは い うま で もない。 い か に情報 処 理業 務 の充 実,

発 展 が時 代 の 要 請 で ある と して も,質 の 劣 る サ ー ビス しか提 供 で きな い 企
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菜は 説 落 してゆ か ざる をえ ま い。 今後 も恐 ら く新規 参 入 が相 次 ぎ,競 争 が

激 し くな る こ とは 火 を見 る よ り も明 らか で あるが,こ の競 争 の 渦 中 に あ っ

て勝 利 を おさ め るため には,他 企 業 に ない 特 徴 を持 つ こ とが 有 効 な 手段 で

あろ う。

情 報処 理 とい う新 しい業 務 が,既 存 の生 産,サ ー ビス等 の 手 段 と異 な る

点 は,そ の業 務 の 内容 が きわ め て 柔軟 性 に富 み,無 限 の 発展 の 可能 性 を持

っ て い る とい う点 に あ るo

い わ ゆ る特 化,専 門化 どい う場 合,こ う した新 しい 分野 の創造 を含 めて

考 え なけ れ ば な らない。 一 般 的 な意 味 で以 下に4つ の ケー ス に分 け て述 べ

て み るo

① 特 定 の処理 業務 分 野 の面 に お け る特化

た・とえ ば計算 処 理 の う ち,土 木 設 計 計 算 にっ い て は 他 の 比 肩 を許 さ な

い 技 術 と経験 を有 す る とい う よ うに,特 定 の業 務 処 理 につ い て専 門家 的

な存 在 となる こ と。

② 顧 客 の業 種 の面に お け る特 化

特 定 の業 種 の顧 客 に つ い て特 化 す る もので,そ の業 種 に お け る 情報 処

理 業務 の ニー ズ を100%満 足 させ る技 術 と ソフ トウエア と信 用 を持 ち,

特 定業 種 顧客 を把 握 す る もの で ある。

③ 特 定 の地 域 に 蛤け る特 化

これ は一 種 の テ リ ト リー の確 立 的 な考 え方 であ り,主 に地 方 中核 都市

の セ ン ター に あては め られ よ う。業 務 そ の もの につ い ては 特 別 の専 門 的

な ものは な くて も,特 定 の地 域 社会 に おい て社 会 的 信 頼 を得,地 域 社 会

の情 報 化 の指 導 的立 場 に立 つ よ うな形 で あ る。

④ 他 の真似 で きない 目玉 商品 的 な処理 業 務 を持 つ こと。
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特 定 の業 務 に 関 して優 れ た ソ フ トウェ ア と技 術 と,他 の追 随 出来 な い

経 済 性 とを持 つ こ とで あ る。 例 え ば,給 与 計算 とい うもっ と もポ ピュ ラ

ー一で か つ 初 歩 的k情 報処 理 の 面 に お い て ,ア メ リカのADP社(オ ー

トマ テ ィ ック ・デ ー タ ・プ ロセ シ ング社)な どは,パ ソケー ジ ・プ ロ グ

ラ ムに よる低 コス トの大 量 処 理 方 式 を 開 発 し,全 米 で も5指 に 入 る 大 セ

ン ター と称せ られ て い る ことはそ の好例 で あ ろ う。

こ れ らの 形 は きわ め て基 本 的,か つ抽 象 的 な分 類 で あ り,現 実 に は この

い くつ か が結 び つ い た り,ま た分 化 した りす る形 が考 え られ よ う。 現 状 で

は 要員 派遣 行 為 に 止 ま っ てい る フ ァ シ リテ ィ ・マネ ジメ ン トや,あ る い は

POSな どに は,か なb大 き な発 展 の可 能性 が あb,こ の 面 で の特 化,専

門 化な どに寄 せ る期待 は 大 きい。 と くに知 的 創造 性 に富 む 情 報 処理 と い う

業 種 に あっ ては,特 化,専 門 化 の可 能 性 は ほ とん ど無限 に近 い とす らいえ

よ う。

(3)管 理体 制 の合 理 化

情 報 処理 サ ー ビス業 とい う業 種 に つ い て特 徴 的 な こ とは,社 会 的 分 業 が

い ま だ確立 さ れ て お らず,専 業 社 と非専 業 社(一 般 コン ピュー タ ・ユ ー ザ

ー)が 行 っ てい る情 報 処理 業 務 は,質 的 に は あ ま り大 き な差 は ない と い う

こ とで あ る。 今 後 に お い て は専 業 と して の技 術,能 力 の発 展 向上 は も と よ

り,経 済 性 に お い て もそ の優 秀 さ を立証 して いか なけ れば,業 種 そ の もの

の 発展 も期 し難 いo

も と も と情 報 処 理 業 務 そ の ものが,一 般 企 業 の 内部処 理 と して発 生 し,

そ れか ら分 業的 に 専業 社 が 分離 した り,あ る いは技 術 者 グ ルー プが独 立 し

て企 業 を創 立 した り、して,現 実 の業 界 が形 成 さ れて きて い る。 このた め 情
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報 処理 企 業 の経 営 に 当 っ て も,他 産 業 であ る親 会 社 の 制 度 を そ の まX持 ち

込 ん だ りす るケ ー ス が多 く,情 報処 理 サー ビスの特 質 に沿 った 経営 管理 方

式 は ま だ確立 され て い な い のが 現 実 で あ る。

ア メ リカの東 部 地 区 に お い て コ ン ピュー タ関 係 コ ンサ ル タ ン トや調 査業

務 で著 名 な,ブ ラン ドン ・ア プ ライ ド社 の ブ ラン ドン社 長 に よれば,米 国

の サ ー ビ ス ・ ビ ュ ー ロ業 界 の 問題 点 の一 つ と して,プ ァ ・マネ ジ メン ト

(経 営 の貧 困)を あげ て い る。 昭:和48年 現 在 で1,700社 とい われ る米

国 の コ ン ピュー タ ・サー ビス関係 企業 の大 多 数は,コ ン ピ ュー タ技 術者 の

創 設 に よる もの で あ り,マ ネ ジメ ン トの経 験 に乏 しい と ころに 問 題 が あ る

とい われ るo

わ が国 の 場合,必 ず し も米 国 と同 一 とはい え ない 面 は あ るが,大 勢 と し

てみ る場 合,企 業 内管 理 体 制 は他 業 種 と比較 して み る とか な りの お くれ が

見 受け られ る こ とは 否定 で きな い。業 種 と しての 歴 史 の 浅 さ か ら,こ の業

種 に適 合 した管 理 体 制 がま だ生 ま れ て いな い とい う状 態で あろ う。

管理 体 制 の 合理 化 とは,職 務権 限 や分 掌 規 程 な どで規 定 化 す る こと では

な く,要 は企 業 とい う組 織 体 が,そ の 持 て る能 力 を 十二 分 に発 揮 し うる よ

うマネ ジ メ ン トす る こと で あ る。 従 っ て各 企業 個 々の個 性 に よって,そ れ

ぞ れ 最 善 の方 法 は異 っ て くる こ とは い うま で もな い が,こxで は一 般 論 的

に企 業 内 管理 の ポ イ ン トを羅 列 して述 べ たい。

① 労務 管理 の充 実

昭 和45年10月 の 国 勢調 査 の結 果 に よる と,わ が国 の総 入 口は1億

372万 人 と な っ てい る。 厚 生 省 入 口問題 研 究所 の将 来 人 口推 計 に よれ

ば,昭 和55年(1,980年)の 推計 総 入 口は1億16百 万入 で,11.8

%の 増加 と され てい る が,こ れ は主 に 死亡 率 の 低下 と出生 率 の微 増 とに
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よる増 加 で あ り,労 働 人 口の観 点 か らみ る と,と くに若 手 労働 者 の数 は

1980年 には 現 在 よbも 減 少す る こ とは 明 らか で あ る。

45年 現 在 で15才 か ら29才 ま で の青 少年人口は合計2881万 人 で,

年 令層別,男 女 別 の 内訳 は 以 下 の よ うに な ってい る。(千 人 で 四捨 五 入)

全 体 男 子 女 子

15～19才

20～24才

25～29才

万 人
906

1,066

909

万 人

457

531

452

万 人

449

535

0

457

合 計 2,881 1,440 1,441

55年 に は45年 の5～9才 が15～19才 に な る わ け で あ る か ら,

45年 当 時 の 各 年 令 層 別 入 口 に10年 を 加 え て み れ ば よい わ け で,そ う

い うふ うに み る と55年vateけ る15～29才 の .人口 は2,508万 人 で,

45年 の87%に 減 少 し て し ま う。

15～19才

20～24才

25～29才

万 人

816

786

906

万 人

417

401

457

万 人
399

385

449

合 計 2,508 1,275 1,233

と くに高 専,大 学 を卒 業 して社 会 に巣立 って くる年 令 層 の20～24

才 は,45年 が1,066万 人 が あっ たの に,55年 には73%強 の786

万 人 に激 減 す る。 この 間 の10年 間 の病 気,事 故 等 に よる死 亡 を考 え れ

ば,こ の数 字 は さ らに低 くな るで あ ろ う。

この よ うな事態 は,国 外 か らの労働 力 の 大 量 供 給 で もな いか ぎ り回 避
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しえ な い。 とす れ ば情 報 処 理 サー ビス業 に お い て も,若 年 労働 力 を確 保

す る、ことが きわ め て困難 に な っ て くる こ とは 明 らか で ある。

そ こで労務 ・人 事 管理 につ い ては 一層 の慎重 な配 慮 と対 策 が要 求 され

る。 と くに既 存 の社 員 に対 して の 待遇 や能 力 の 向 上,定 着 性 の上 昇 な ど

管 理 面 で の対 策 は よb .充実 され な け れ ば な らない と考 え るo

④ 労 働組 合 に対 す る正 当 な認識

現 在情 報処 理 サー ビス業 界 に お い て,労 働 組合 の存在 す る企 業 数 は,

存 在 しな い企集 に較 べ て き わ めて少 く,ま たそ の多 くは親 会社 の組 合

の 分会 的 色 彩 を持 って い るとい われ る。一 般 の産業 に おけ る組 合設 置

状 況 と較 べ る ときわ め て特 異 な形 で あ る。 企業 も社 会 とは 無 縁 に存 在

し うる もの では な く,時 代 の趨 勢 は 必 らず影 響 を及ぼ して くる こと を

考 え れ ば,こ の業 界 にお い て も組 合 活 動 が 盛 ん に な る こ とは 将 来

にお い て十 分 予 想 され うる事 で あ る。 万 一,労 使 間 の対 立等 に激 化 し,

組 合の 実 力行 使 に よって業 務 が ス トッ プす る こ とに で もなれ ば,そ れ

ま で営 々 と して築 い て きた社 会 的 信 用 を失 墜 し,顧 客 を失 な うこ とす

ら考 え られ る。 この よ うな事態 を回避す るために も,組 合活動に対 して十

分 な理 解 を持 ち,労 働 組 合 の意 義 と価 値 を積 極 的 に肯定 す る方 向 を と

る こ とが 望 ま しいo

⇔ 労 使共通 の ビ ジ ョン,目 標 を持 つ

前 に も述 べ た 通 り,目 的 意 識 を同 じ くす る こ とは,組 織 体 が組 織 と

しての 機能 を 発揮 す るた め の第 一条 件 で あ る。 経 営 者 と従業 員 がそ れ

ぞ れ異 った ビジ ョ ンを有 して い る よ うな状 態 では,企 業 は 存続 しえ な

い。 企業 と して の ビ ジ ョン を社 員 に徹 底 させ,社 員 と経営 者 が共 通 の

目標 を持 つ こ とが まず 必 要 で あろ う。
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◎ 労 使 の コ ミュ ニ ケー シ ョンの確 立

同 一 の 目標 を持 つ ため の条 件 と して,労 使 が 同 じ土 俵 で,同 一 の言

語 で語 り合 え る こ と が必要 で あ る。企 業 規 模 が小 さい うちは,コ ミュ

ニケ ー シ ョ ンも比較 的容 易 に持 て る が,あ る程 度 以 上 に ま で発展 して

くる と,労 使 の意 思疎 通 が円 滑 に行 な わ れ な くな り,相 互 に 誤解 を生

ずる 原 因 と な りや す い。 い い古 され た こと では あ るが,社 内報 等活 字

媒 体 に よる方 法 や,朝 礼,懇 談 会 等 の 直接 の接 触 以外 に,提 案 制 度 の

採 用や社 員 研 修 の活 発化 な どの 方 法 につ い て も とり入 れ てゆ く方 向 を

考 え ね ば な る まい。 要 は経 営者 の理 想 や意思 が ス ムー ズに社 員 に流 れ,

社 員 の これ に 対す る反 応 や ア イデ ィ ア,意 見等 も経 営 者 に率 直 に伝 わ

る よ うな状 態 がつ くbあ げ られ な けれ ば な らないo

e合 理 的 な労 働 条 件

この業 種 に あっ て は,深 夜 作 業,時 間外 労 働等 の起 る可 能性 は きわ

め て強 い 。 業務 の遂 行 計画 をい か に精密 に構成 して も,顧 客 側 の要 請

や,機 器 の故障 等 に よっ て,こ う した勤 務体 制 を とら ざる を得 ない こ

とが あbう る。 社 会 全般 の傾 向 が週 休2日 制 等労 働 時 間 の短 縮 に 向い

つ ×あ る 現在;情 報 処 理 サー ビス業 の みが それ に逆行 す る こ とは不 可

能 で あ る。 もちろ ん 共 通 の ビジ ョンを持 ち,使 命感 に燃 え て いれ ば多

少 の悪 条 件 は克 服 す る で あろ うが,そ れ が恒 常的 な もの で あれ ば,労

働 意欲 に も響 い て くるo業 務 の実 情 に応 じて,パ ー ト・タ イマー の活

用 な ど に よ り,極 力 労 働条 件 を正 常化す る と共 に 、 た と え ばSE,

プ ログ ラマ 等 に つ い て,フ レ ック ス ・タイ ム制 を導 入 す るな ど も必要

とな る で あろ うo
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② 人 事 管理 の徹 底

労 務 管理 と密 接 な関 係 の あ る事柄 では あ るが,給 与,雇 用等 の 問 題 に

つ い て入 事管 理 と して ま とめ る。

④ 適 正 か つ合 理 的 な給 与体 系 の 確立

人 件 費 の 高騰 傾 向 に よっ て,総 額 の増 加のみ に重 点 を置 く現 象 が起

きて い るが,本 来,給 与 とは 果 した仕 事 の質 と量 とに 対 応 す べ き もの

であ る。 と くに知 的 作業 が 中心 とな る情 報 処理 サ ー ビス業 に お い ては,

従業 員 の 平 均 年令 も他 産業 に較 べ て低 い とい う事 実 もあ り,年 功 序 列

的 な考 え 方 に よ らず,能 力 と実績 に応 じた給 与 配 分 が可 能 とな る下 地

が あ る。

こXで い う適 正 とは 必 ず し も平 等 を意 味す る もの で な く,能 力 も し

くは業 績 に正 し く対応 した とい う意 味 で あ るo

ま た, .専 業 社 の 専 門 家 で あ る以 上 ・ 一 般 産 業 の 情 報 処 理 技 術

者 よ り も高 い 技 術 水 準 と経 験 とを 持 っ て い る 筈 で あ り,そ の 高

さ と練 度 に 応 じ て,適 正 な 給 与 を支 給 す る こ とを 指 向 す べ き で

あろ う。

◎ 従 業 員 の確保

若 年 労 働 力の 供 給 量 は 今後 減少 してゆ くうえ,経 済 成長 か ら生 ずる 全

般 的 な労 働 力需 要 との 相 対 的 関 係 か ら見 れ ば,労 働 市場 が逼 迫 して ゆ

くこ とは 明 白 で ある。 このた め の 対 策 と しては,外 部 か ら新 しい従業

員 を採 用 してゆ くた め の努 力 と 同時 に,既 存 の 従業 員 の定着 性 を高 め

てゆ くこ とが ど う して も必要 とな る。

定 着 性 を高 め る方 策 と して と くに この業 種 と しては,仕 事 に対 す る

興 味 と関心 を高 め る こ とが 大 事 で あろ うっ単 純 な機 械 的 作業 や繰 返 し
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作 業は 極 力機 械 化 す る な り,あ るい は 中高 年 令 者 層の利 用等 に切 り換

え,若 手 社 員 には 創造 性 を発揮 し うる仕事 を与 え るこ とを考 えた い 。

これ は単 な る社 員 指 導 の 手法 と して 行 うの み では な く,企 業 と して

つね に新 しい業 務に取組み,開 発 してゆ くとい う基本的 な姿勢が裏付

け され て い る こ とが必 要 で ある。 この た め に は経 営 者 の 意 思 や理 想 が,

管 理 者 にそ の まts伝 わ る よ うな状 況 と,管 理 者 の 管理 能 力 が優 れ てい

る こと の二 つ の 条件 が整 わ ねば な らない 。

職 場 全 体 が 管理 者 を 中心 に精 神的 に結 合 し,相 互 に琢 磨 しあ う人 間

関 係 が成 立 してい れ ば理 想 的 で あ るが,こ れ と ともに職 場環 境 の物 的

整 備 もま た無 視 しては な ら な い 。 物 的 と い う範 囲 に は 入 ら な い か

も しれ な いが,従 業員 の 職 名 に も神経 を配 っ てい る セ ン ター企 業 もあ

る。 た とえ ば キ イ ・パ ンチ ャー とい う名称 が好 ま し くない と して,入

力 設備 を キ ィ ・パ ンチ マ シンか ら,ダ イ レク ト・エ ン トリー マ シンに

切 か え た の を契 機 に,「 エ ソ トレ イ タ」 とい う名 称 に変 更 した企 業 の

例 や,「 デ ー タ ・プ ロセ ッサ ー 」 とい う呼 称 に統 一 して,パ ン チャー,

オ ペ レー タ とい う旧来 の 名 称 を廃 止 した企 業 な ど,す でにい くつ か の

例 が あ る。 この よ うな方法 も単純 では あ るが,従 業 員 の勤 労 意欲 の 向

上 に 意外 な効 果 を あげ る場 合 が ある ことに注 意 した い。

◎ 社 員 能 力 の 向上

前 述 の よ うに若 年 労働 力の 新規 獲 得 が きわ め て 困 難に なれ ば,各 産

業 間 で若年 労 働 力 の奪 い 合い が行 な われ,結 果 と して初 任給 の 上 昇,

ひ い ては 人件 費へ の バ ネ返 り◆とい うこと とな り,人 件 費 高騰 傾 向は,

49年 春 ほ どの高 水 準 では な い と して も,依 然 と して続 い て ゆ くで あ

ろ うo
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現 在,情 報 処 理 サー ビス業 に お け る経 常収 入 に 占め る人 件 費 の比率

は,計 算 セ ン ター に おごい て35～40%,ソ フ トウェ ア専 業 社 や,入

力 デ・一 夕作成 業 な どでは60%を 越 え る とい わ れ てい る。

この よ うな高 率 の人 件 費 の圧 迫 の も とにお い ては,人 間 の数 を増 や

して売 上げ の増 加 をはか る よ うなや り方 では,経 営収 支 を向 上 させ る

こ とは とて も望 め な くな る。 で きる だけ 少 ない人 数 で高 い 売 上 げ を あ

げ る こ とが至 上 命 令 とな る で あろ う。 とい って新 しい能 力 や 労 力 を社

外 に 求 めえ な い とす れ ば,既 存 の社員 の能 力,技 術 の 向上 をは か る こ

とが,ほ とん ど唯 一 の対 策 とな ら ざる を得 な い。

社 員 の能 力 向上 には よ くい わ れ る よ うに,研 修,教 育 と い う方法 が

あ る。 この場 合 に もっ と も大 事 な こ とは,被 研 修 者 に意欲 を起 さ せ る

こ とで あ り,自 己 啓 発 とい う動 機 を持 たせ る こ とで あ る。 研 修 の方 法

は集 合教 育 の み で な く,指 導 者 との マ ン ソ ウマ ンの や り方 や,プ ロ ジ

ェ ク ト ・チ ー ムに参 加 させ る方法な どや、あるいは社 外 の セ ミナー等 へ

の 参 加,他 企業 へ の 出向 研 修 な どさ ま ざま な方法 が ある が,経 営 と し

て も っ と も大 事 な ことは,研 修 の 目的 をハッ9キリ確立 し目標 を明示 して

研 修 させ る とい うこ とで あ ろ う。

③ 原 価管 理 の 確立 と徹 底

情 報 処理 サー ビス業 が 直 面 して い る問 題点 の一 つと して,情 報 処理 価

格 の不安 定 とい う問題 が あ る。 これは 深 くは社 会 一般 の情 報,知 識,技

術 な ど無 形 の もの に対 す る価 値観 の欠 除 に根 ざ し,浅 くは情 報 処 理 サー

ビス企 業 間 の過 当競 争 に よって 生 じて きて い る事柄 で あ り,早 急 な解 決

は 困難 とされ て い る。 しか し,ひ るが え っ て情 報処 理 サ ー ビス業 をみ る

と,企 業 自体 に も責 任 が あ る所 も多 い よ うで ある。 原 価 計算 自体,現 存
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す る情 報 処 理 企業 の 何 パ ー セ ン トが これ を適 切 に実施 して い るで あ ろ う

か。 この よ うな現 状 が価 格 の 不安 定につ な が っ てい るこ とを考 えな け れ

ばな らな い。

こ とに 石油 危 機 以 来 の 狂 乱 と形 容 され る 物 価 の 上 昇 は,カ ー ド,

テ ー プ,用 紙,電 力等 の面 に も影響 し,人 件 費 もま た 同様 で あるo無 形

の情 報 で は あっ て も,有 形 の 物 を用 い,人 間 が取 扱 っ て作 成 す る以上,

必 らず原 価 は あ る筈 で あ る。 そ の原 価 を正 確 に把 握 しそ れ に も とつ く価

格 を設 け る こ とが な け れ ば経 営 と しては 成 立 っ てい か な い で あ ろ う。

また,情 報 処 理 サ ー ビス業 に おけ る原 価 計算 の基 準 を業 界 と して 明 ら

か に'し,業 界各 社が こ れ を遵 守 す る こ とが,過 当.競争 の是 正 に直 結 す る

意 味 を持 つ であ ろ う。

9

●

(4)生 産性 の 向上

ア メ リカ の サー ビス ・ ピ=一 ロ団 体 で あるADAPSOの 第7回 年 次調 査

報 告書 に よる と,1972年 の セ ン ター1社 平i均人員は,26.8人,1社

平 均 売上 け は173万 ドル とな っ て いる。 単純 に 売上 げ を人 員 数 で割 る と,

1人 当b売 上 げ は64,500ド ル余 となb,1ド ル300円 で換 算 す る と

1,935万 円 とな る。 一 方 わ が国 では通商 産業 省 の情 報 処 理 実 態 調査 に よ

れ ば,昭 和46年 度 の情 報 処 理 サ ー ビス業 の1人 当b売 上 げ は 約300万

円 で ある。 ア メ リカ とわ が国 との国 情 の相 違 や,業 界 の発 達 度 の差 な どを

考 え に入 れ て も,な お両 国 間 に はか な り大 き な生産 性 の差 が あ る こ とを こ

の 数 字 は示 して い る。

円
セ ン ター1社 平 均 の売 上 け は,米 国 が 約5億2千 万 円(173万 ト"」V×300)

に対 して,わ が 国 は約2億7千 万 円{昭 和46年 度)で あ るが ,1社 平均
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従業 員数 の面 で 大 き な差 が 出 て い る。米 国 の26.8人 に 対 して わ が国 で は

約92入 と3倍 以 上 とな っ てい る。

従 って生 産 性 向上 の 第一 は 省 力化 の 実現 で あろ う。

① 省 力化 の た め の努 力

情 報 処理 業 務 の 手順 や流 れ を精 密 に点 検 して,機 械 に代置 させ うる 人

力作 業 を極 力 機 械化 す る こ とを手は じめ に,セ ン ター企 業 自 らの業 務 に

ついての省力化 あるいは無人化 システムの研究開発や,省 力化機器の導入,作 業

手順の標準化,ま た従 業員 相 互間の互換性の徹 底 な どの 努 力 を行 うべ きで あ

る。 しか し互 換 性 の問題 につ い ては 拾 のず か らの限 度 が あ り,職 種 に よ

っ ては,そ の業 務 に徹 底 す る ほ うが能 率 的 な場 合 もあ って,一 概 には い

え ない。 これ は組 織 の問題 で も同様 で あ る。機 能 別 の横 割 り的組 織 と,

受 託 業 務 別 の縦 割 り組 織 の どち らが 能 率 的,省 力的 で あ るか は,業 務 の

実情 に即 した 上 でな け れ ば判 断 は 出来 ないo

また,各 種 ドキ ュ メン ト類 の標 準化 も見 お とず こ との で きない有 効 な

手段 で あ る。

プ ログ ラ ムの 作 成 に関 して も省 力化 す る手 段 は ない とは いえ ない。米

国 の セ ン ター一業 と比較 す る と,わ が 国 の センタ ー で は,SEや,プ ロ

グ ラ マの 数 が 多 い とい う特 徴 が あ る。 これ は ソ フ トウェ アの経験 と知 識

の 蓄 積 等 が乏 しい とか,パ ッケー ジ化 が進 歩 してい ない とかの 原 因 に起

因 して い る よ うで あ るが,全 般的 な風 潮 と して,既 製 品 を好 まず に,オ

ー ダ ー ・メ イ ドを良 しとす る顧 客 側の 考 え 方 に ,よ り直 接 の 原因 が あ る

ようで あ る。

この点,セ ン ター 側 と しては,経 済 性 な どの合理 的 な理 由 に基 づ く顧

客 の説 得 努 力 も必 要 に な るが,セ ンター 自 らの態 度 と して も,自 社業 務
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の 処理 に で き るか ぎ り,外 部 の既 製 の ソフ トウ ェ アの活 用 をは か る こと

も考 え て ゆ くべ きでは な か ろ うかo

② 生 産方 式 の改 善

省 力 化 と裏表 の 関係 に あ る こと であ るが,セ ン ター 業 務 に お け る生 産

工 程 を見直 し,工 程 全 般 の 短 縮 を 質 を落 さず に行 え る よう研 究 す る必

要 が あ ろ う。 シス テ ム設 計 か らは じま り,プ ロ グ ラ ム作 成,オ ペ レー シ

ョ ン,1/Oと 続 く工 程 に お い て,あ る部 分 は 担 当者 の:練皮 の 向 上 に よ

っ て可 能 とな る部 分 もあ ろ う し,手 順 書,指 図 書 の流 れ の 改 善点 が見 出

せ る ところ もあろ う。 日常 の ルー テ ィン ・ワー クは,と か く安 易 に し き

た りで処理 しや すいが,そ の点 新 しい 目で見 直 し,衆 智 を集 め て検 討 す

るべ きで あ るo

また社 外 の 専 門家 の利 用 も効 果 が あろ う。 顧 客 社の機 密 事項 な どにわ

た らない 部 面 に お い て,オ ペ レー シ ョンや イ ン プ ッ ト ・デ ー タの作 成 な

どの外 注,外 部要 員 の使 用な ど 考 え るべ きで あろ う。

③ 新 技 術 の 開発

既 存 の業 務 に と らわ れ ず,付 加 価値 の高 い 業 務 サ ー ビ ス を 研 究 し

開 発 創 造 して ゆ く ことは,も っ と も生 産 性 を 高 め うる方 策 で あ る。 た と

え ば 印刷業 に お い て は、 ご く最 近 まで 印刷 媒 体 は 紙が 主 流 で あ った が,

ブ リキ や ガ ラス に直 接 印 刷 で き る技術 を開発 し,そ れ に よっ て缶 ビー ル

や 缶 ジュー ス等 の大 き な印 刷 需 要 を創 造 した こ と などのよ うに、 旧来の観

念 か ら脱 け 出 した 新 し い 情 報 処 理 商 品 の 創 造 に 努 力 を 傾 注 す る 必要

が あ ろ うo

一77一



(5)顧 客 の 維持と 増 大

① 信 頼 に価 す る仕 事 の 遂行

情 報 処理 サー ビス業 は物 的 な財 を売 るの で は な く,知 的 作業 の結果 を

売 るの で あ るか ら、 そ の 作業 の結果 に誤 りが な い こと,納 期 を厳 守す る

こ と,ア フ ター ケ アを徹 底 す る こ とな ど平 凡 な こ とで は あるが,正 確 に

実 施 して いか ね ば な らな い。 こ うい う事 実 の積 重 ね か ら顧 客 の 信頼感 を

か ち得 る こ とが で きる。

また 専 門 家 と して期 待 され て い る経 済性 の面 に お い て も,顧 客 の満 足

を得 る こ と も要 求 さ れ る で あろ う。

基 本 的 に は,明 確,か つ合理 的 な契 約 を 事 前 に締 結 し,誠 実 に履 行 す

る こと で あ るo

② 顧 客 との親 密化 と顧客 ニー ズの把 握

顧 客に 対 す る情 報 処理 サ ー ビス業 務 が よ り高度 に な るとい うこ とは,

顧 客 社 に お・け る企業 機 密に ょ り深 く関与す るこ とを意 味 す る。い い か え

れ ば顧 客 社の 企 業機 密 を委 ね られ るだ けの 信 頼 感 を持 た なけ れ ば,売 上

げ も増 え な い とい うこ とであ る 。

顧 客 社 と親 密 に な る とは あ くま で業 務 を通 じての もの で あ り,具 体 的

に は以 下 の よ うな方 法 が望 ま しいo

④ 顧 客 との接 触 を絶 や さず,顧 客 社 業務 の電 算 処 理 に対 して積 極 的 に

ア ドバ イスす る。

◎ 顧 客 に新 しい外 部 情 報 を 常に提 供 し,電 算 化 へ の興 味 と関 心 をつ ね

に持 たせ る。

◎ 顧 客 社 業 務 の能 率化,合 理 化 の た めの 問題 提起 と,そ の対 策の 共 同

研 究
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この ほか には,情 報処 理 の専 門家 と して,コ ン ピュー タに よる新 しい

情 報処 理 の 方 法 や技 術 な どにつ いて の情 報 を提 供 し,コ ン ピュー タ リゼ

ー シ ョンの動 向 や社 会 的 な趨 勢 につ い て,顧 客 に正 し く伝 え る こ とも必

要 で あろ う。

③ 新 規顧 客 の獲 得

既 存 客 を維 持 す るた め の努 力 は,そ の ま ま新規 客 の獲 得 の手段 につ な

が るo

信 頼 に価 す る セ ン ター で あ る とい う実績 と とも に,そ の ことを広 く知

らせ る方法 を とる必 要 が あ る。 顧 客 との 親密化 に よっ て,顧 客側 がPR

の媒体 とな り,セ ン タ ー の 営 業 に と っての 情 報 源 ともな るが,印 刷 物

等 に よるPRが そ れ に伴 っ ては じめ て効 果 を生 ず る。

PRの 内 容 と しては,単 な る社 名 の宣 伝 では な く,セ ン ター一を利 用 す

る ことが い か に顧 客 社 の 経 営 に とって プ ラス と な るか とい う点 に重点 を

置 く必 要 が あ ろ う。 経 営 合理 化 や省 力 化 な どの 実例 を盛 り込 む こ とや標

準 的 な処 理 料 金 な ど も顧 客 が欲 す る情報 で ある。

また,セ ン タ ー の利 用 に つい ては は じめ て発注 す る客 ほ ど,手 間 がか

Sる とか 面倒 だ とい う印 象 を抱 きが ち なの で,簡 便 な方 法 で利 用 し うる

よ うな や り方 を,セ ン ター と して考 え る必 要 が あろ う。

(6)機 密 保護 と 事 故 防止 の 徹 底

「信頼 に値 す る仕 事の 遂 行 」の一一部 で あるが,今 後 オ ン ライ ン処 理 が 拡

大 して くれ ば,機 密保 護 と事故 防 止 は よ り重 要 なポ イン トと して,客 先 か

らセ ン ター に 要 求 さ れ る こ と とな ろ う。 この点 に つ い て正 確・ 誠 実 に 実行

す る こ とが 顧 客 の維 持,獲 得 の重 要 な条 件 となる。
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これ に は物 的 な設 備 の整 備 と,作 業 手 順の チ ェ ック ・ポ イ ン トの確i立が

必 要 である。 後に 述 べ る が拙 日本 情 報 セ ンタ ー協 会 で は、 さ きにこ の 問

題 に関 して研 究 を行 い 「機 密 保 護 管理基 準 案 」お よび 「事 故 防 止対 策 」

をま とめた 。 これ に 記 載 され て い る内容 に っい て 十 分 に検 討 し・ 自社 の

実 情 に即 した形 で これ を励 行 す るこ とが望ま しい 。
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2.業 界 の 共 同 対 策

(1)業 界 の社会 的 地位 の 向上

① 産 業 構 造 の 中 に お け る情報 処 理 サ ー ビス 業 界 の 明確 な位 置付 け の ため の

努 力

情 報 処 理 サ ー ビス業 は 、 さ きに も述 べ た よ'うに わが 国 に お い て極 めて 浅

い歴 史 しか 有 し て い な い た め に、業 界の 社 会 的 位置 は 未 だ確 立 され て お

らず、 評価 も流 動 的 で ある。 情 報処 理 サー ビス業 が今 後 飛躍 的発 展 を遂 げ

る た め に は、 情 報 化 社 会 に おけ る情 報 の 価 値 を 十 分 に 認 識 す る ど と も

に 、わ が国 の 情 報化 の 進路 を 明確 に把 握 して、そ の産 業 構造 の 中 に 占め る

自か らの 地 位 を確 立 し、 自か らそ の進 展 を り一 ドしでい くだ け の 努力 を果

さ ねば な らな い 。 そ の た め には 、 ま ず業 界 と して の ビジ ョン を 自か ら'の手'

で確 立 し、 業 界 が 果 す べ き社 会 的機 能 を、 広 く社 会 全 般 にPRす る こ とが

必要 とな る で あ ろ う。

④ 業 界 と して の ビジ ョンの 確 立

情 報 は,情 報 化 社 会 に お・い て,従 来 の 物 的 資源 、 人 的 資源 、 エ ネ

ル ギ ー資 源 な ど と同 じ 役 割 を果 す 知 的 資 源 で あ る 。 例 え ば 交 通 制 御

シス テ ム に よって 多 くの車 が通 行 で きる よ うに なれ ば、 そ れ は道 路 の 幅

を拡 張 したの と同 じ効 果 を持 った もの で あ り、 適 切 な市 場情 報 は、 資材 、

工 場 設 備 、流 通 な ど各 種 資源 を 増加 させ たの と同 じ役 割 を果 す もの で あ

る。 情 報 の 巧 み な 利 用 に よっ て、 資 源 の損 失 を減 少 させ 、 さ らに積 極 的

に新 しい価 値 を 生 み 出す こ とが で きる。

情報 処 理 サ ー ビス業 が扱 っ て い る情 報 とは,こ の よ うな 価 値 あ る

もの で あ る。 そ の認 識 の も とに、 わ が国 の 情報 化 の進路 を見 通 して い け

一81一



ば、 情 報処 理 サー ビス業 の ビ ジ ョンは 自か らそ の輪 廓 を 明 らか にす るで

あろ う。

さき に述 べた よ うに わ が国 の情 報化 は、 現状の 省 力 化中 心 の機械 化か

ら_歩 を進め て、 科 学 的 手法 を駆 使 した 企業経 営の計 画 化・ 生 産'販 売'

事務 部 門の シ ス テ ム化 、 異企 業 間 の ネッ トワー ク化 な ど産業 の 情報 化の

深ま りと、市民生活 の向上に 直結 する生活 の情報 化の充実 を迎えようと

してい る.ま 耀 業構造 の面吐 いて も、知謀 約型産業へ の転換 が呼

ばれてい る。

このよ うな変化 に対応 して、情報処理サ ービス業は明確な ビジョンと

先 見 性 をも って 積極 的 に 自か らの社 会 的地 位 をか・ちと る必 要 が あろ う。

@産 業 の社会的機 能 の認識

情報化 の進展に よって、社 会の多 方面 にわたる・大量 のデータを体系的

鰹 理し泌 歎 応じて夕,ム リエ 睡 な儲 を得 ようと鼻 ぱ・従

来 の よ うな 人 力に よる解 決に は 自か ら限 界が生 ず るこ とば当然 で ある 。

企業 自身 も、従 来 の よ うに閉 鎖 的 な情 報収 集 ・管理 に終始 す るので はな

く、 広 く社 会 的 情 報 を求 め ねば な ら な くな るで あろ う。

さ らに 社 会 開発 、 環 境 整 備 な どの い わ ゆ る社 会 公 共 シス テムの 開発'

整 備 のた め のニ ーズ が離 ・て くるにつ れ ・情 報処 理 サ ー ビス業 が果 す

べ き社会 的機 能 は一 段 と向上 す る。

情 報 処 理 サ ー ビス業 は、 従 来 の 単 な るサ ー ビ ス 業 的 性 格 か ら脱 却
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して、 「知 識」 を 提供 し、社 会 公 共 シ ス テ ムの 開 発整備 を 担 当 し得 る情

報処 理専 業 者 と しての 能 力 と経験 を十 二 分 に発 揮 し、 わが 国の 情 報 産 業

を リー ドす る 自覚 を持 つ とと もに、 そ れ を 社会 全 般 に 認 識 させ る こ とが

必要 で あ ろ う。

② 業 界の 社 会 的 イ メー ジの 向上

そ のた めに は、 現 在 の情報 処理 サ ー ビス業 に対 し て社会全 般が抱 いて い

る下 請 け 的 計算 セ ンタ ー と して の イメー ジを払 拭 し、わが国情報産業の 開 拓

者 、情 報化の リーダ ー としての イ メー ジ を定 着 させ る と ともに 、 それ に 相応

しい 体制 整 備 を進 めね ばな らな い。す な わ ち、 対 外 的 には 積 極的 にPRを

展 開 して実 状 を知 らし め る と とも に、 業 界 内 部に 対 して は、 業 界 秩 序 を確

立 し て、 自か らの信 用 を高 め る努 力 が必 要 であ る。

④ 業 界 と して のPRの 展 開

情報 処 理 サ ー ビス業 は 、 これ ま で 自か らの経 営基 盤 を固 め る こ とに忙

し く、 業 界 と して の纒 っ た統 一 的意 志 の もとに 大局 的 な見 地 か ら業 界 自

体 の 体質 改 善、 ある いは 情 報処 理 技 術 の 向上 を 図 って い く余 裕 が なか っ

たo

しか しな が ら1970年7月 、 社 団法 人 日本 情 報 セ ン タ ー協 会 が 設 立

さ れ 、 業 界 が 一 致 団 結 し て 共 通 し た 問 題 の 解 決 を 図 り、 情 報 処 理 技

術 の 調 査 研 究 、 情 報 処 理 サ ー ビ ス業 の需 要 構 造 調 査 な ど の 事 業 が 地

道 に 行 な わ れ て 、 情 報 化 時 代 にお け る キ ー イ ン ダ ス ト リ ー と し て の

基 盤 確 立 へ の 努 力 が続 け ら れ て き た 。 同 協会 の活 動は 、 これ ま で主 と

して、 機 密 保護 対 策 、 ソ フ トウエア の価 格 基準 の検 討、 各 種 調査 の 実施

な ど、 専 ら業 界 内 部 の足 並 み を揃え る方 向に 向 け られ て い た が今 後 は さ
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らに活動 範 囲 を拡 大 して、 情 報 処 理 サ ー ビス 業 の対 外 的 普 及 宣 伝 を強 力

'
に展 開 す る必要 が あろ う。

例 え ば、 さ き に述 べ た とお り

A情 報 処理 サ ー ビス業 が、 これ ま でわ が 国情 報 産業 の 発 展 の 中 で どの

よ うな役割 を果 して きた かo

B情 報 処 理 サ ー ビス 業 は 、 外 国 資 源 に 依 存 す る 程 度は 極 め て 低 く、

しか も生 ず る価 値 は 極 め て 大 きい 省 資 源産 業 で あ り、 無 公 害 産 業

で あ るo

Cコ ン ピュー タを 自か ら導 入 す る余 力 の ない 中小企 業 の合 理 化 に:情

報 処 理 サ ー ビス 業が どの よ うな貢 献 を して い るかo

Dコ ン ピュー タの 自社導 入 を した場 合 と、外 部 の情 報 処 理 サ ー ビス業

を利 用 した場合 の 利害 得 失o

E情 報 処理 サ ー ビス業 の将 来 構 想、 創 造 性 を 発 揮 し得 る無 限 の 発 展性 。

な ど、業 界 の イ メー ジ を高 め るた め の 啓蒙 運 動 を 、 マ ス コ ミを通 じ、 あ

るい は ダ イ レ ク ト ・メー ル を通 じ、 積極 的 に展 開 す る こ とが 必要 で あ る。

ま た 、各 種 調 査研 究活 動 の成 果 につ い て もこれ を広 く公 表 す る こ とに

よって、 社 会 的 に業 界 の 意 見、 要 望 、 対 策 を 発言 し、 自か らの 立 場 を鮮

明 にす る こ とが 必要 と思 わ れ る。

この ため には 、 業 界の 強 固 な結 束 を通 ず る協会 自体 の組織 拡 充 と、 財

政 基 盤 の強 化 が前 提 とな ろ う。

◎ 業 界の秩 序、 モ ラルの 確 立

情報 処 理 サ ー ビス 業 の 社会 的 地位 の 向 上 を阻害 してい る理 由 の ひ とつ

と して、 従 来 、 小 規模 、 小人 数 で容 易 に市 場 参入 が 可 能 で あっ た た め、

情 報 化 の波 に乗 っ て零 細 企 業 が急 激 に増 加 し、 不 当 な市 場 競 争 とず さん
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匂

な経 営 態度 か ら ユー ザ ー側 の不 信 を か う例 が あ った こ とが 挙 げ られ てい

る。 一 方 、 顧 客側 に も、 情 報 の価 値 を 過 少 に 評 価 す る社 会 通 念 が 存

在 してい た こ と も否 めな い事 実 で ある が、 業 界 自身 が、 業 界秩 序 の確 立 、

商 業 道徳 の遵 守 に関 して反 省す べ き点 が なか った とは言 い得 ない。

A機 密 保 護 管 理 基 準 の オ ー ソ ライズ と実施

杜旧 本情報 セ ンタ ー協会 で は、 か ね て 情報 処 理倫 理委 員 会 を設 け て、

機 密 保 護 対 策 の 自主 的 確立 を 中心 に 検討 を重 ね、1972年3月 、

「機 密 保 護 に 関す る倫 理 と対 策 」報 告書 を作成 した。 そ の 中 で 同協会

は

④ 業 界 と して の倫理 の 高揚 を図 る こと。

⑧ 機 密 保 護 の た めの 管 理基 準 の 普 及 と徹 底 につ とめ、 業界 全 般 の 管

理 水 準 を 向上 させ る こ と。

◎ 機 密保 護 の た めの 技 術 の 開発 と普 及 につ とめ る こ と

◎ 常 に適 切 な対 策 を と り得 る よう業 界 の実 情 を把 握 す る こ と

⑮ 顧 客 お よび一 般 社 会 の機 密保 護 問題 に対 す る理 解 と協 力 を得 る よ

う不 断 の努 力 を続 け るこ と。

⑪ 情 報価 値 の認 識 に対 す る社会 的意 識の醸 成 に 努 力す る こ と

◎ 政 府 の政 策、 法 的措 置 の面 に お いて 、適 切 か つ妥 当 な方 向 が打 ち

出 され る よう働 らきか け こ と。

⑪ 保 険 制度 等 の検 討 を進 め る こと。

の8項 目を あけ、 と くに 緊急 を要 す る対 策 と して 、 「機 密 保 護 管理 基

準 案 」 を作成 し、機 密 の定 義 、 規 程 の整 備 、 契 約 書へ の機 密 保護 条 項

の 明示 、 人 事 、 組 織 管理 、保 安設 備 管理、 受 託 業 務管 理 、 電 子 計 算機

の 共 同利 用vatoけ る管 理 な ど、35条 に わた っ て詳細 に指 針 を示 して
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い るo
'

こ の 管 理 基 準 は 、 そ の 前 文 に うた わ れ て い'る よ うに、 「情報 処 理

サ ー ビス業 者 が 、機 密 保 護 に 関す る社 内規 程 を制定 す る につ い て規範 と

して 活 用 され る こ とが ね らい で あ り、 統 一 的 な規 程 を意 図 した もの では

ない 」o従 って 「環 境 面 、経 済 面 な どの理 由か ら、現 在 なお十 分 に行 な

わ れ て い ない 」う らみ が あ る が、 情 報処 理 サ ー ビス業 が 、 顧客 企 業 の 未

整 理 の ナマ情 報 を 、 コン ピュー タに よって 整理 、統 合、 分 析 し、 利 用価

値 の 高 い 情 報 に 仕 上 げ る こ と を 業 務 と し て い る以上 、 「機 密 を守 る」

こ とは 職 業 倫理 の基 本 で あ り、 顧 客 の 信頼 を離 れ て情 報 処 理 サ ー ビス業

は成 立 し得 ない の で あ る。 業 界 と して、 広 く全 般 的に 実 施 に移 す べ き時

期 が 到 来 して い る と言 うべ きで あ る。

B過 当競 争 ダ ン ピング競 争 の 防 止

業 界 の秩 序 を 混 乱 さ せ る第2の 大 きな原 因 は 、過 当競 争 に よる不 当 な

安 価 受 注競 争 で あ る こ とは 否定 で き な い。 お よそ商 品 の 価格 に は、 そ の

生 産 に 要 した 原 価 と、 そ れ を利 用 す る 顧 客 側 の 評価 との2つ の側 面'

が あ る が 、 情 報 処 理 サ ー ビス 業 者 が 取 り扱 う情報 とい う商 品 は、 工

業 化 社 会 に お け る形 の あ る商 品 を 中 心 と した 「財 」 の 概 念 と は 異

っ た 頭 脳 的 所 産 で あ る性 格 を も つ だけ に 、 そ の価 格 の 決 定 方法 も難

し さが あ る。 それ だ け に情 報 処 理 サ ー ビスの価 格 は恣 意 的 な ものが 入 り

易 く、 市 場 の状 況 に応 じて 極 め て流 動 性 を もち易 いoそ して これ が、 情

報 処理 サ ー ビス業 の経 営 を 不 安定 に し、 しか も業 界 の信 用 を低 下 させ る

大 きな要 因 とな っ て い るの で あ る。 〃

従 って情 報 処 理 サー ビス 業 界 と して は、 ダ ン ピング競 争 を防 止 す るた

め に、 自か ら節 度 を 守 って 「公 正 競 争規 約 の制 定 」 「標準 価 格 の 設 定 ど
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そ の遵 守 」 な どの対 策 を検 討 す る必要 が あ る。

標 準価 格 の設 定 に あた って は

④ 単にサー ビスに要 した人件費、材料費、 コン ピュ ータの使 用料 などの原

価 だけで な く顧客の業 務 を処理す るのに最 も適合 したプ ログラ ムの構 成 そ

の他一 連の知的技術の全過 程を正 しく顧客に認識 してもらい、処 理業 務に 裏

打 ちされ てい る高 度 な技 術 を 無 視 され ない よ うにす るこ と。

⑱ 巨額 な先 行投 資 や、 技 術 者 に対 す る教 育 訓練 費 な ど も適 正 に認 識

して もら うこ と。

◎ 急 速 に進 歩 す る コ ン ピュー タ業界 の 現状 か ら、 ハ ー ドウ エ アは 数

年 ご とに機 種 の交 替 が 起 り得 る が、 そ の場 合 に余儀 な くされ る 巨額

の 出 費 な ど も考慮 に入 れ る必要 が あ る。

な ど、 市場要 因、 品 質要 因 、 原価 要 因 を検 討 しなけれ ば な らない。

C登 録 制 度 に よる信 用 の 向上

情 報 処 理 サー ビス業 の中核 は そ の 技 術 に あ り、 優 秀 な人 材 をい か

に確 保 して 顧 客 の信 頼 に背 か ぬサ ー ビス を提 供 す るか に あ る。

そ のた め の一 方法 とし て、 情 報 処 理 サ ー ビス業者 の 登 録 制 度 を 実 施

し、 技 術 の維 持 向上 、業 界 の 信 用 の維 持 に つ とめる や り方 も あ る。 業

界 として も、 登録 制 度 の 内容 が企業 経営 の 自由 を束縛 しない もので あ

る限 り、 積極 的 に これ に協 力 し て、 自か ら信用 の維 持 向上 につ とめ る

必要 があろ う。

D事 故防 止策 の励 行 と保 険制度 の新 設

顧 客 の 信 頼 に値 す る仕 事 を実 行 す る こ とは 情報 処 理 サ ー ビス業 者 の

本 来 の 目的 で なけ れ ば な らないoこ の ため業 界 と しては 、事 故 防止 マ

ニ ュアル を 作 成 して、 そ の徹 底 につ とめ る と ともに、 万 一 事 故 が発 生
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した場合 の 保 険 制 度 の新 設 な どに より、 不測 の 損 害 をな くす ため に最 大

限 の努 力 を払 わね ば な らない 。

事 故防 止 マ ニ ュ アル と して は 、業 務 処理 手 順 な ど ドキ ュメ ンテ ー シ ョ

ンの 整 備 、 チ ェ ッ ク ・システ ム、 デ ー タの 授 受 とそ の取 扱 い、 磁 気 フ ァ

イル の 管理 、 文 書 類 の 管理 な ど業 務上 の 問題 をは じめ 、保 管 設備 、防 火 ・

防 災 施 設 の完 備 、 教 育 訓 練 の徹 底 な ど、 あ らゆ る要 因 に つい て慎 重 な配

慮 を しな けれ ば な らない 。 一 方 、 保険 制 度 に つ い て は 、 現在 通 産 省 な ら

びに保 険業 界 が協 力 して具 体 案 の検 討を行 っ てお り・49年 中 に は新 し

い保 険 制 度 の具 体 案 が作 成 され る段 階 で あ るの で・そ の成 果 に は大 きな

期 待 が か け られ る もの と考 える 。

② 総需要 の 喚 起

現 在 の情 報 処 理 サ ー ビス業 界 が抱 い てい る基盤 の脆 弱 さの・一因 は 、新 しい

需 要 開 発 力の 弱 さ に あ る。 情 報 処 理 サ ー ビス業 が昭 和55年 に おい て6,000

億 円 の市 場規 模 を達成 す るた め には 、 業 界 自体 が 総 需要 の喚 起 に総 力 を傾 注

し、 飛 躍 へ の道 を 自力 で 切 り拓 い て い く努 力 が肝要 とな る。

① 顧 客 の 増大

その ため には 顧 客 を増 大 す る対 策 と して 、 次の よ うな諸 点 が 考え られ る。

④ 電 算 機 ユ ー ザ ーへ のPRの 徹 底

まず 電 算機 ユ ー ザ ー に対 して 、 自社 の コン ピ ュー タで な し得 る業 務 の

限 界 と、 情 報 処 理 サ ー ビス業 を 利用 す る こ との 有 利 性 を徹 底 的 に啓 蒙 す

る必・要 が あ る。

と くに経 営者 層 に 対 して、 果 して 自社 の コン ピ ュー タ利 用 は効 率 的 に

行 な わ れ てい るか 、 す べ てを 自社 の コ ン ピュー タで処 理 し よ うとす る た
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め に、 経費 的、 時 間 的 に 意 外 な ロス が生 じて い る事 実 は な い か 、な どの

問題 につい て 目 をむ け る よ う働 ら きかけ 、 あ わせ て情 報 処 理 サ ー ビス業

者 を利 用 す る こ との メ リ ッ トに つ い てPRを 積 極的 に 進め る こ とは大 き

な 効果 をあ げ る で あろ うと思 わ れ る。

例え ば、 ユ ー ザ ーにお・け る コン ピュ ー タ要 員 は 、 極め て 非能 率 的な 実

態が多い 。一 般 ユ ーザ ーにお いては 、オ ペ レー タ ーを専 門 職 種 と せ ず、

一 般 社員 を充 当す るた め1～2年 で交 替 させ ね ばな らぬ傾 向 が 多い 。 ま

た オペ レ ータ ー、 シス テ ム ・エ ンジ ニ ア、 プ ラン ナ ーな どの職 階 の未 分

化 か ら生 ず る モ ラー ノレの 低 下 、 コ ン ピュ ー タ部 門以 外 の 職場 との 労働 条

件 の相違 か ら生 ず る不 平 、 昇 進制 度 にか らむ不 満 な ど、 コン ピュ ー タ利

用 の 効 率 化 の阻 止 要 因 は 意 外 に多 い 。 これ らの諸 要 因 を 、 ユ ーザ ーの経

営者 層 は知 ら され てい ない こ とが予 想外 に 多い の で ある。

この ような実態 を十分 啓 蒙 す る こ とに よっ て計 算 セ ン ター の利 用 を促 進

す る と と もに、 計 算 セ ン ター を利 用 する場合 の マニ ュア ル を 整備 、 充 実

し、 これ を 広 くユ ー ザ ー に配 布 して 需要 の喚 起 につ とめ る こ とが 必要 で

あ る。

◎ 電 算 機 非 ユー ザ ー層 へ のPR

コン ピュ ー タを 所有 して い ない 企 業 に対 しては 、 コ ン ピ ュー タの 自社

導入 を 行 な う場合 と計 算 セ ン ター を利 用 す る場合 の経 済 性 を比 較 して、

計算 セ ン タ ー利 用 へ 誘 導 す る啓 蒙 運動 が よ り積極化 され ね ば な らない 。

コ ン ピ ュー タ を 自社導 入す る 場合 の事 前の準 備 、要 員 の確 保 と訓練 、

社 内 にお け る関 連 部 門 へ の 連絡 とPR、 設 備 に要 す る 費用 、 ス ペ ー ス の

確保 、 プ ログ ラム作 成 に要 す る時 間 的 、人 的労 力 と成 果 な ど、 あ らゆ る

問 題 を計 算 セ ン ター を利 用 した場 合 と比較 して、何 れ が経 済 的 に有 利 で
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あ り効 率 的 で あ るか に つ い て、 業 界 と して公 正 に 顧 客側 の 判 断 資 料 を提

供 す るとい う態 度 が必 要 で あろ う。 この 場 合計 算 セ ン タ ーの処 理 料 金 に

つ い て 、 リー ズ ナ ブルな標 準 料金 が 設定 され てい るこ とが前提 に なち な

け れ ばな らな い。

さ らに業 界 と して は,計 算 セ ン ターが、 コ ン ピ ュー タを 自社 で導 入す

る余 裕 の ない 中小 企 業 に とって 、そ の 省 力化 と業 務 処 理 の合 理化 を促 進

す る 中枢 的役 割 を果 す もの で あ る とい う社 会 的役 割 と、 これ ま で に果 し

て き た実 績 な どに つ い て積 極 的 にPRす る責 任 が あ ろ う。 この 場合 、商

工会 議 所 ある い は 中 小 企 業協 同組 合 とタ イア ップす る作 戦 を とる こ と も

効果 的 で あ ろ う し、 また 学 校教 育 との 結 び つ きを考 えて 、生 徒 の 実習 に

対 す る協 力、 教 師 へ の 情 報処 理 教 育 を通 じて 、情 報 処 理 サ ー ビス業 の果

して い る役 割 を普 及徹 底 させ る こ と も有 効 で あろ う と思 わ れ る。

◎ 共 同 マー ケテ ィン グ

顧 客 の需 要 に 対 して早 く的 確 に応 え てい くた めに は 、 ま ず顧 客 が何 を

欲 してい る か に つ い て の マ ー ケ テ ィング 活動 が 必 要 で ある。 しか しなが

ら、 現 在の 計 算 セ ン ター 個 々の 力 を もつ と しては 、 到 底 そ れ だ け の能 力

を もつ こ とは不 可能 で あ る。

そ こで業 界 と して は、 共 同の 力 で マ ーケテ ィング活 動 を行 ない 、 これ

を個 々の計 算 セ ン ター に還 元す る方法 を検 討 す る必要 が あ る。 具 体 的 に

言 え ば 、柚 日本情報 セン ター協 会 を通 ず る共 同調 査 の 実 施 に よる マ ー ケ ヅ

ト情 報 の把 握 、 あ る い は 個別会 員 社 か ら、 そ の 地 方 の マ ー ケ ッ ト情 報 を

定 期 的 に協 会 に集 中 し て、 これ を フ ィー ドバ ッ クす る体 制 を作 るこ とな

どが必 要 で あろ う。

二 方
、 これ らの 顧 客 の ニ ーズ に 即応 で きる体 制 づ くりが 重要 となっ て
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くる。 地 域 別 、 あ るい は使 用 コ ン ピュー タ機 種 別 に情 報 処 理 サ ー ビス 業

の協 業 化 体制 を推 進 す る こ とに よ り共 同 受 注 の 促進 、 コ ン ピュ ー タの 空

時 間 の 相互 融通 な ど、共 同化 の 方 向 と方 法 に 関 す る研 究 も怠 た る こ とが

で きな い 。 もちろん 通 信 回線 を利 用 した ネ ッ トワークの作 成 につ い て も

研 究 が 進 め られ ね ば な らない。

さ らに 、官 公庁 に お け る電算 処理 業 務 の 民 間計 算 セ ン ターへ 発 注促 進

も、 業 界 と して 強 力 に要 請 しなけ れ ば な らぬ 問題 であ る。 ア メ リカ に お

け る情 報 処 理 産 業 の 発 展が 、 国 防 、宇 宙 開発 、 原 子 力 とい った大 規 模 な

国 家 的 プ ロ ジェ ク トの民 間発 注 に よっ て支 え られ て きた こ とか らみ て も、

公 共 需 要 の拡 大 が 情 報処 理 サ ー ビス業 の 技術 力 を向上 し、 業 界 の 発 展 を

促進 す る もの で あ る こ とは疑 問 の 余 地 は ない。 政 府 や公 共 団体 が 情 報 処

理 を行 な う場合 には 、 で き るだ け民 間 情 報処 理 サー ビス業 を活 用 し外 注

す る よ う、 強 力 に働 ら きか け るこ とが 必要 で あ る。

⇔ 顧 客 ニー ズ の 誘発 と、 新規 サ ー ビス の共 同開 発

顧 客 の 増 大 を 図 る た め には 、現 在の マ ー ケ ッ トの 中で の 需 要拡 大 に つ

とめ る だ け で は な く、 新 しい顧 客 の ニー ズ を発 見 して、 新 規 の サ ー ビス

を 開 発 し、 マ ー ケ ッ ト自体 を拡 大 してい く努 力 が 重要 で あ る。 しか しな

が ら・ ・れ は 個 々の 情報 処 理 サー ビ ス業者 だ けの 努力 では 勧 て困 鱗
.

事 業 で あ り、 業 界 全 体 の共 同開発 、 あ るい は 計 算 セ ン ター と顧客 、 業 界

と メー カ ー の間 に お け る 共 同研 究が 必要 とな ろ うo

例 え ば 、 ソフ トウエ ア の パ ッケー ジ化 に よる低 廉 な処 理 方式 の共 同 開

発 、 業 務 処 理 の パ タ ー ン 化、 標 準 化 の共 同研 究 を行 な うこ とに よって 、

コス トの 低 減 に よ る利益 率の 向上 を図 る こ と、 顧 客 社 の省 力化 シス テ ム

を顧客 と共 同で研 究開発するこ と、顧客 とメー カーとの中間に立 って、 夕 ー ミ
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ナノレの共同開発を行 うこ と、 インプ ット ・ア ウトプ ッ トの簡単化、迅 速 化 、 自

動化 な どに関してコ ンピュ ータ ・メーカーと共同研究 を行な うことに よっ て 効

率化 を進めるこ とな ど:顧 客層 を拡大 する方法はさまさまに考え られる。

② 適 正 な価格 の設 定

安 定 した顧 客 を つ か み、 さ らに これ を拡 大 して い く基本 に は、 適 正な

サ ー ビス料 金 が 設定 され てい な けれ ば な らぬ こ とは 当然 の ことで あ る。

さ き に も述 べ た ように 、情 報 処理 サ ー ビスの価 格 は.取 り扱 う商 品 が

情 報 とい う知 的 技 術 を伴 っ た も の だ け に ・ そ の設 定 基 準に は さま ざ

ま な要 素 が入 って くるが 、 業 界 と しては 、 この 際 妥 当 な 原 価 計 算 基 準

を作成 し、 その 原 価計 算 基 靴 基 く鉦 剛 格 を設定 す る こ とが 先 決条

件 となろ う。

註 現 在 の よ うに 経 済 状勢 の 変動 が極 め て激 し く・ 物 価 水準 がそ れ

に応 じて激 し く揺 れ 動 いて い る時 代 には 、物 価 に ス ライ ドした サ ー ビス

価格 の設 定 な ど も必 要 と され る で あろ う。

③ サ ー ビス ・エ リアの 拡 大

④ 海 外市 場 の開 発 、 、

需 要の 拡 大 を 図 るた めに は 、 サ ー ビス ・エ リア を 日本 国 内 だけ に 限

定 せ ず、 広 く海 外 市場 に も進 出す る こと を考 えね ば な らない ∩

韓 国、 台 湾 を は じめ 東 南 ア ジ諸 国 に おい て も情 報 化 の波 は よ うや く

広 が りは じめ 、 わ が国 の 優 れ た情 報 処 理 技術 に対 す る援 助 の 要 請 も、

また よ うや く高 ま りつ つ あ る。 これ ら諸 国 で は労 働 力 も豊 富 で あ り、

賃 金 水 準 も高 くない 。 これ らの 市 場 開発 は・ これ か らの わが 国 構 処

理サ ー ビス業の一つの行 き方を示す もの として有望視 され るところで ある。

◎ 新 規 サー ビス分 野 の開 発
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海 外 市 場 の 開発 と同 時 に、 国 内 に お け る新規 サ ー ビス分 野 の 開 発 も大

き な可 能性 を秘 めて い る。

例 え ば、漢 字 情 報 処 理 シス テ ムの 開 発 に伴 ない 医療 の 漢 字 レセ プ ト作

成 業 務が 急 速 に拡 大 され つ つ あ るの を み て も、漢 字 を使 っ た わが 国独 特

の 処 理 業 務 が さま ざま に開 発 され る 余 地 を残 して い る と思 われ るoま た

POS(ポ イ ン ト ・オ ブ ・セ ールス)に っい て も公 衆 通信 回 線 を利 用 し

た新 しいPOSネ ッbワ ー クの サ ー ビス業務 が今 後発 展 して ゆ く よ うに

思 われ る し、 さらに オ ン ライン、TSSの 共 同利 用 分 野 の 開発 、 あ るい

は情 報 提供 サ ー ビスへ の 進 出 な ど も考 え られ る。 これ らの新 規 サ ー ビス

業務 の開 拓へ 創 意 を発 揮 す るこ とが、 未 来の発 展へ 直 結 す る と も い え よ

う。

、
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3政 府 等 に 対 す る 要 望

(1)政 策 に関す る要 望

① 行 政 面 で の要 望

④ 情 報 化 政 策 の 明 確 な 方向 と ビジ ョンの明 示

わが 国 の コ ン ピ ュー タ産 業政 策 の 特 質 は 、 情 報 化 社 会 に お・い て 中枢

的 な役 割 を演 ず る コ ン ピュー タを 国 内産 業 が 供 給 す べ き で あ る と い

う認識 に基 い て、 コ ン ピ ュー タの国 産化 と、 国 内市 場 にお け る国産 機 の

市 場 占有 率 の確 保 に最大 の重 点 が お か れ た こ とに あ る と言 い得 る。

従 って 、 わ が 国 にお け る情 報 化 政 策 の中 心は 、専 ら コ ン ピュー タの稼

動 台 数 の増 加 と、外 国機 と国 産機 の 市 場 占有 比率 の 消 長に おか れ 、 コン

'ピ
ュー タ設 置 台 数 の 増加 が そ の ま ま情 報 化 の 進 展 に つ なが る とい う機 運

を生 ん だ の で あ る。

しか しなが ら、 コ ン ピ ュー タの稼 動 台 数 の増 加 の み に偏 重 した政 策 は.

一 面 に おい て コ ン ピュー タ利 用 面 に お け る非 能 率 を助 長 す る傾 向 が なか

っ た とは言 い が たい。 い ま や稼 動 台 数 の 増 加 か ら、 コ ン ピュー タの効 率

的 利 用、 共 同利 用 等 を促進 す る質 的転 換が 必 要 とされ る段階 に 至 っ てい

る の で ある 。

政 府 は 、 この よ うな コン ピュ ー タ政 策 の転 換 を も含 めて、 情報 化社会

推 進 の た め の情 報 化政 策 の 方 向 と ビジ ョン を明示 し、 そ の中 に お い て情

報 処 理 サ ー ビス業 の地 位 と役割 を明確 に し、国 の政 策 とし ての一 貫性 、

関 連性 を もった 情報 処 理 サ ービス業 への 指 導 を展 開 させることを期待す る。

◎ 情 報 処理 サ ー ビス業 に対 す る支 援

情 報 処 理 サ ー ビス業に 対 す る 育 成 振興政 策 と して は 、 資 金力 の過 小 な、
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●

経 営 力 の 弱 体な 企業 に 対 す る資 金調 達 を 援 助す るた め に 、担 保 がな くて

も融 資 が うけ られ る金 融政 策 に中 心 がお か れ てい た。 昭 和44年 、 産 業

構造 審議 会 の情 報産 業 部会 が 「情 報 処 理 ・情 報産 業 施 策に 関す る答申 」

を発 表 して、 初 め て わ が 国の情 報 産 業政 策 を 系統 だ った もの とした とき

に も、 情 報 産業 の育 成 振 興 策 と して、① 金 融 ・税 制 面 で の助 成 、② 情 報

産 業 の 秩序 づ け な どを あげ てい る。 この 方 向 は 当時 の状 況 にお い て 極 め

'
て適 正 妥 当 な もの で あ り、い ま もな お引 き継 がれ るべ き もの が多い が、

情 報 処 理 サ ー ビ ス業 の 再 編 成 問 題 そ の 他 、 そ の 後 の 事 態の進展 と状

況 の 変化 に応 じ て再 検討 を要す べ き点 も相 当に あ らわれ て い る と考 え ら

れ る。

⑭ 中 小 企 業 対 策 の 拡 大

情 報 処 理 サ ー ビス業 は、 わ が国 の情 報 化 を推 進 す る 中核 を なす キー ・

イ ンダ ス ト リー と して、 国 の各 種 の情 報処 理 施 策 が強 力 に実 施 され つ

つ あ る こ とは 極 めて 喜 ば しい こ とで あ るが 、現 実 の運 用面 にお い て は 、

い くつ か の 不 合 理 な点 が 残 され てい る こ と も否 め ない。

例 えば 、 情 報処 理 サ ー ビス業 は、 そ の 名の とお り産 業 分 類上 は遊 興

飲 食 業 と同 じ く 「サ ー ビス業 」 に 属す るが、 これ に よって 「製 造業 」

との 間 に 、 中 小 企 業 振 興法 の適 用 を うけ る上 で 著 しい 格 差 が あ る。

製 造業 に お い て は 「資 本 金1億 円 未 満 あ るい は 従 業 員300

人 未 満 」 の企 業 が 中 小企 業 と認 め られ 、 中小 企 業 振興 金 融 措置 あ るい

は 融 資保 証 な ど各種 の優 遇 措 置 が うけ られ る の に対 し、 サ ー ビス業 に

お い て は ∫資本 金1,000万 円未満 ま たは 従 業員50人 未 満 」 だ けが

中 小企 業 と認 め られ てい る に す ぎな い。

1973年 度 コ ン ピ ュー タ白 書に み る とお り、通 産 省 の調 査 に よれ
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ば、 情報 処 理 サ ー ビス業 の うち、 従業 員50人 未 満 の 企 業 は59,3%

であ る が、300入 未 満 の企 業 は89.5%(推 定)に 達 す る。 従 っ て 、

情 報処 理 サ ー ビス業 を 製造業 なみ に限度 を 引 き上 げ る な らば、 約9割

まで の企 業 が 中 小 企 業 振 興法 の 対 象 とな っ て 、経 営 の 安定 と基盤 の確

立 に著 しい効 果 を あげ 得 る こ とに な るわ け で ある。

情報 処 理 サ ー ビス業 を キ ー ・イ ンダス トリー と して育成 す るた め に

は、 これ が 最 も即 効 的 な施 策 で あ る。

B情 報 処 理 サ ー ビス 業 登録 制 度 の検討

さ きに述 べ た とお り、 情報 処 理 サ ー ビス業 の登 録 制 度 を検 討 し、 登

録 され た業者 の信 用 を保 持 す る と と もに各 種 の育 成 措 置 を講 ず る 必 要

が あるo

C官 公 庁 情 報 処 理 業 務 の 民 間 発 注 の改 善

情 報 処 理 サ ー ビス業 に対 す る総 需 要を喚 起 す る政 策 の 一 環 と して 、

で きる だけ 官 公 庁 の 情 報 処理 業務 を民 間 セ ン ターへ 発 注 す る こ とを促

進 し、 民 間 需 要 の 拡 大 策 を とるべ きであ る。 このた め に は行政 管理 庁

が 実施 してい る官 公 庁 電 算 化 に 関 す る重複 投 資の 防 止政 策 な らび に官

公 庁 電算 業 務 の一 本 化 政 策 を 強 力 に 推進 す る と と もに 、 地 方 自治 体 の

業 務 電 算化 に当 って は 、極 力 民 間 セ ンター を利 用 す る方 向へ 指導 す る

ことが 望 ま しい。

ま た、 官 公庁 が 民 間 セ ンタ ーに 発注 す る場合 に現 在 と られ てい る入

札 制度 を改 善 し、 基 準 価 格 も し くは 最低価 格 を公 示 して 、適 正な 価格

で 品 質の よい サ ー ビス を提 供 しう る体制 を と るべ きで』あ る。 現 在 の 入

札 制度 が、 業 界の 安 値 競 争 を誘 発 し、市 場 を か く乱 す る大 きな要 因の

ひ とつ とな っ てい る こ とは明 らか な事 実 で あ る。
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●

もと より、 この た め に は 業 界 側 に おい て、 公 正 な原価 計 算 方 式 が 確.

立 され て い な けれ ば な らな い こ とは言 うまで もない。

◎ コン ピ ュー タ ・メー カー に 対 す る 行政 指導

コン ピ ュー タ ・メー カー の 目標 は 、 「使 い 易 い コン ピ ュー タ」 の 開 発

と普 及 に 向 け られ て い る。 従 っ て最 近 の コ ン ピ ュー タは 、OS(オ ペ レ

シ ョン ・シ ステ ム)の 充 実 を中 心 と して、 ソ フ トウエア をハ ー ドウエ ア

の 中 に組 み 込 ん だ フ ァー ム ・ウ ェア の開 発 に重 点 が おか れ て てい る。 そ

の こ と 自体 は決 して 否定 され るべ きで は な く、 情 報化 の 進 展 の た めに は

極 め て歓 迎 す べ き こ とで あ るが 、 この た め に ソフ トウェ ア開 発 に要 す る

コス トが 増 大 し、 技 術 革 新 に よ っ て低 下 しつつ あ る ハ ー ドウェア価 格 を

相 殺 して 、 コ ン ピュー タ 自体 の 価 格 引下 げ が 容 易に実現 し ない 傾 向に あ

る こ ともま た事 実 で あ る。

情 報処 理 サ ー ビス業 におい て 最 大 の設 備 投 資 は コ ン ピュー タで あ る。

従 って コ ン ピ ュー タ価 格 の動 向 に は極 め て重 大 な関 心が 払 われ る こ と も

当 然 で あ ろ う。 ア メ リカに は、 最 小 限の ベ ーシ ック ・ソ フ トウェ アだ け

を 備 え た ハ ー ドウ ェ ア を、 特 別 に 低 い 価 格 で 販売す る制度 が ある。

あ との ソ フ トウ ェア は、 す べ て ユ ー ザニ 側 が 自か ら開発 してつ け加 え る

もの で あ るが、 わ が国 に於 て も、 コ ン ピ ュー タ利 用 を専 業 と して い る情

報 処 理 サ ー ビス業 者 に コ ン ピ ュー タを 販 売 す る場合 には 、 希 望 に 応 じ て

この よ うな 制度 を導 入 し、販 売 価格 あ るい は レ ンタ ル価格 につ い て特 別

価 格 制 度 を新 設 す る よ う、 政 府 が コ ン ビ ュー ・メー カ「 に 勧 告 され る こ

とを 希望 す る。

ま た、 か ね て要 望が 出され て い る 「中 古 機市 場 の 開設 」につ い て も、

積 極 的 に検 討 され 、 レ ン タル ・バ ック され た 中古機 を低 価 格 で 販 売 す る
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市 場 の 確 立 す る よ う指導 され る こ とを期 待 してい る。

さ らに、 情 報 処理 サ ー ビス業 の 経 営 合 理 化 策 の ひ とつ と して 、 イ ン

プ ット、 ア ウ トプットに要 す る人員 の 縮少 が あげ られ る。 政府 の コ ン ピ

ュー タ ・メー カ ーに対 す る研 究 開 発 促進 政 策 は、 専 ら コ ン ピュー タ本

体 の生 産 技 術 開発 に集 中 され て い る傾 向 が あ るが 、 そ の範 囲 を さ らに

拡大 して、 と くに 人手 を 要 しな い イ ンプ ッ ト'ア ウ トプ ッ ト'マ シン

の 開 発 に研 究 開発資金 を 補 助す る こ とが 望 ましい 。

(2)融 資 制度 の新 設 ・拡 充

政 府 は 、 情報 処理 サ ー ビス 業 の育 成 の た め に、 情報 処 理振興 事 業 協会 の

設 立 に よる プ ロ グ ラ ムの委 託 開 発、 ソ フ トウ ェア開 発 費金 鈴 よび 業 務 高度

化 資金 に対 す る債 務保 証 を行 な って い るほ か、 情 報 処 理 振興金 融措 置 の 実

施 に よ り、 コ ン ピ ュー タの導 入 資金 、 プ ログ ラ ム開発 資金 、技 術者 の教 育

研 修 に必要 な資金 の 融 資 を行 な って い る。 これ は情 報 処 理 サ ー ビス業 の発

展 の た め に 、極 め て有効 な手 段 として活 用 され て い るが 、 さ らに一 段 の飛

躍 を期 す るた め に、 次 の よ うな融 資制 度 の 新 設 あ るい は現 行 制度 の 拡 充 が

、

望 ま しい。

④ 長 期、 低 利 、 無 担 保 の 設備 資金 融 資制 度 の 創 設

現 行 の 情報 処 理 振 興 金 融措 置 は 、 情 報 処 理 サ ー ビス業 お よび ソ フ トウ

ェ ア業 に 対 す る融 資 の対 象 と して 、 さ きに述 べ た とお り

A事 業 活動 の効 率 化 に寄 与 す る コ ン ピュー タ導 入 資金

B情 報 処理 サ ー ビス業 な どの 業 務 の 改 善 また は 技術 向上 に必 要 な プ ロ

グ ラムの 開 発 資 金

C情 報 処 理 技 術者 の教 育 ・研 修 に必 要 な 資金 を あげて い る 。
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しか し情報 処理 サ ー ビス業 が 、 今 後 そ の社会 的 地 位 を向上 し飛躍 的 な 発

展 を期 す るた め には、 機 密 保護 関 係 施設 あ るい は保 安、 防 災 施 設 の整 備 な

ど、 環境 改 善 を強 力 に 推 進 しな けれ ば な らない。 例 え ば、 機 密 の漏 洩 防 止

と設 備 の 安 全 確 保 の た め に事 務 所 内部 を監 視 す る装 置、 テ ー プ、 デ ィス ク

な どの磁 気 フ ァイル、 プ ロ グ ラム、 関係 文 書 な ら びに 原始 デ ー タ、入 出力

デ ー タ な どを 火 災 、盗 難 か ら守 る保 管設 備 、 防 火 の た め の感 知 装 置 や 適当

な 消火 設 備 、 無 停 電 装 置 な どの 事 故 防 止 装 置 は 必 要 不 可 決 な 施 設 と な

ろ う。 これ ら設 備 は 、 大 半 の情 報 処 理 サー ビス業者 の現 状 を もって しては

到 底 負 担 しきれ な い莫 大 な資金 を 必要 とす る。 新 しい設 備 資金 融 資制 度の

創設 がつ よ く要 請 され て い る所 以 で あ る。

また コ ン ピ ュー タの レベル ア ップに際 して も、 現 在は コ ン ピ ュー タ本 体

につ い て 、 レ ン タル増 加 分(買 取 りの場 合 は代 金 の4割)に つ い て1年 据

置 、3年 完 済 の 運転 資金 を 融資 され るだ けで あ るが 、 周辺機 器 の 増 設、 更

新 に対 して は全 くそ の道 が 開か れ てい な い。 今 後 周 辺機 器の 比 重 が大 き く

な る こ とが 明 らか な趨勢 に あ るの で、 周辺機 器 を 含 め て 、長 期 、 低 利[、

無 担 保 の 融 資 制度 の 創 設 が望 まれ る。

◎ 新 しい 運 転 資金 融 資 制度 の創 設

情報 処 理 サ ー ビス業 は さ きに述 べ た よ うに 、 金 融 に 当 っ て担 保力 に 乏 し

い の が最大 の悩 み で ある。 また そ のた めに 運転 資 金 の確 保 が極 めて 困難 と

され る場 合 が 多い 。

この悩 み を解 消 す るた め に 、 例 え ば 売掛 債 権 を担保 とす る新 し い 運転 資

金 融資制 度 を 創設 させ る こ とが要 望 され る。

開発 的 な業 務 や特定 プ ロジ ェク トを追 う形 の 業 務 を行 って い る もの は 、

そ の支 払 い 時 点 が当 該 費 用 支 出 の 数 ヵ月 後 に 行 な われ る場合 が 多 く、 資金
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を圧 迫 す る度 合 い が 大 きい。 従 っ て、 いか にそ の業 務 が 有 意義 で あ り、 ま

た そ れ を実施 し得 る技 術 力 を持 ってい て も、 資金 上 の 制 約 か ら積極 的 に推

進 す る こ とが で きず 、 これ が情 報 処 理 サ ー ビス業 の 発 展 を 阻 む ひ とつ の要

因 と な って い る こ と も否 め な い。

ア メ リカには 、企 業 の短 期 金 融 手 段 と してTradeCreditが

あ る 。 こ れ を 通 常 オ ー プ ソ ァ カ ゥ ソ トに よ る 販 売 と 言 わ れ 、商

品の 販 売業者 が 代 金 を請 求 せ ず単 に帳 簿 上 の 売 掛 債 権(Account

Receivable)と して処理 し・ 代 金 受 領 ーまでva・一資 金 の 必要 が 先 じた 場合

は、 この 受取 勘 定 を担 保 に 金 融 を うけ る か、 また は受 取 勘定 をWithout

Recource(償 還 請 求 無 担 保 形 式)で 金融 業者 に買 取 って もら う

道が 開け て い る。

わ が国 に お い て も輸 出振 興 の見 地 か ら行 な われ て い る輸 出貿 易 手形 あ る

い は 輸入 金融 の 変形 と して トラス ー ・レ シ ー ト(信 託 受 領 証)に ょる与 信

な どがあげ られ るが 、情 報 処 理 サ ー ビス業 の 場合 にお い て も、 将 来 発生 す る

受取 債 権 を担保 と した新 しい融 資制度 を創 設 す る ことが 、 業 界 発 展 の大 き

な支 え と な るで あ ろ う こ とは 疑 う余地 の ない と ころで あ る。

◎ 現 行 の情 報 処 理振 興 金 融 措 置 の拡 充 、 強化

現 行の 情 報処 理 振興 金 融措 置 は、 資金 運 用部 資金 の金 融債 引 受 け を見返

りと して、 日本 興 業 銀 行、 日本 長期 信 用銀 行 お よび 日本 不 動 産 銀 行 が、 通

産 省 の推 薦 に よって 融 資 す る もの で あ るが 、取 扱 銀行 に よって は 、 情報 処

理 振興 事 業 協会 の 債 務 保 証 の ほ か に担 保提 供 を要 求 す る場 合 が あ る な ど趣

旨が生 か され て お らず 、 融 資条 件 も必 ず し も有 利 で あ る とは 限 らない 。

す な わ ち、 金 利 年8.9%は 、 情 報 処 理 振 興事 業 協会 の債 務 保 証 料 を加

え る と9%を 越 えて お り、 市 中 金利 よ りは若 干低 い が、 助成 措 置 と して は
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思い 切 った優 遇 金 利 を考 慮 し て ほ しい ところ であ る 。 ま た 融資 限度 は 所

要 資金 の80%以 下 、 融資 期 間は 原則 と して3年 以 内 とい う条件 も現状

の情 報 処理 サ ー ビス 業 に とって は、 必ず し も受 け入 れ易 い もの では ない 。

従 って、 原 資の 確 保 に よる融 資巾 の増 大 は も とよ り、利 率 の 引下 げ 、 返

済 期 間 の長 期 化 がつ よ く要 望 され る ところで あ る。

●

③ 税 制 面 での 要 望

現 在情 報 産 業 に 関す る税 制 優 遇 措 置 と して は、 コ ン ピュ ー タ ・.メー カー

に 対 す る 「電 子 計算 機 買 戻 損 失 準 備金 制度 」(販 売 価格 の20%を 積 立 て

る)と ・ コンピュータ ・ユーザーに 対す る 「特 別償 却 制 度 」 な ど が あ るが
、 情

報 処 理 サ ー ビス業 の 育成 ・発 展の た め に次 の よ うな対 策 が要 望 され る
。

④ 電算 機 入 替準 備 金 制 度

さ きに も述 べた よ うに 、 情報 処 理 サー ビス業 に とって 唯 一最 大 の設 備

投 資 は コン ピ ュー タ で あ る。 コ ン ビ二一 タの技 術革 新 は 極 め て急速 で
,

相 次い で性 能の 向上 し た新機 種 が 発表 され て い るが、 と くに最 近は3.5

世 代機 の 登場 に よっ て 大 幅 な機 種 の交代 、 入 替が 予想 さ れ る。

この 場合 に必要 と な る老 大 な資 金 を 予め 準 備す る対 策 と して
、 利益 金

の 中か ら一定 部 分 を 「電算機 入 替準 備金 」 と して無 税 で積 み 立 て る制 度

を創 設 す る。

◎ プ ・グ ラム開 発 準 備 金 制 度

先 進 的 で汎 用 性 の あ る プ ログ ラ ム開 発 に要 す る 資金 を 自力 で準 備す る

た め 、利益 金 の 一 部を 「プ ログ ラム開発 準備 金 」 と して 積 み 立 て る
。

6周 辺機 器 な らび に中 古繊 買取 りの特 別 償却制 度

さ きに述 べ た よ うに、新 し くコ ン ピュ ータ を購入 した場 合 、 コソ ビュ
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一 夕の特 別 償 却 制 度 な どが現 在 と られ てい るが、 周辺 装 置 な ら びに 中古

コ ン ピュ ータの 買取 りに つい て は特 別 償却 が認 め られ てい ない。

会 後通 信 回 線の 利 用 が 普及 しネ ッ トワ ー ク化 が進 むにつ れ て、 周辺 機

器 の 占め る割 合 は 急 速 に増大 す るこ とが予 想 され るし 、中 古 コン ピュー

タ市 場 の早 期 確 立 を実現 す るた め に も、 周辺 機 器 、 中 古 コ ン ピュ ータの

買 取 りに対 して も特 別 償 却 制度 を創設 す る こ とが望 ま しい。

(2)情 報処 理振興事業 協会(IPム)へ の要望

① 情 報処理振興 金融制度 の運用改 善'

④ 保 証の 明確化

この制度 の根本的 な趣 旨は、第2章 に述べ たよ うな資産性に乏 しい情

報処 理サ ービス業の現 状に対 し、国 が設立 した 特殊法 人であ る情 報処理

振興事業 協会 によ り、債務保証 を行 って資金調 達の途 を開 こ うとする点

にあ ると理解 す るが、48年 夏ごろか らこの制度 によ る融資 を情報処理

サー ビス業が 受ける際 、融 資実 行 銀行か ら、 事業協 会 の保証 があるに も

か か わ らず、 第三 者に よ る保 証 も し くは担 保 の差 入れを要求される

よ うな例 が起 って い る。 こ の こ とは当 制度 の基 本的 否 定 であ り、

これ が一般 化 すれ ば担 保 力 ・信用 力 の 行 い 情報 処理サ ービス業 に と

っ て こ の 制 度 す ら 利 用 で きな い よ う な結 果 を招 く こ とは 明 ら

かであ る。

◎ 保証対 象金融機関の拡大

現 在 の長 期 銀 行 三 行 の み に 止 ま ら9ず、 一 般 市 中 銀 行 に 対 し

て も、 事 業 協 会 が保 証 し て融 資 の 途 が 開 け る よ う早 急 な検 討
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'

が 望 ま しい 。

(∋ 保 証 料 率 の 引 下 げ

IPAが 情報 処理 サ ー ビス業 、 ソフ トウエ ア業 お よび一 般 コ ン ピ ュー

タ ・ユ ー ザ ー に対 し て行 な って い る債 務保 証 の 料率 は、0.7%で 、実 質

的に は 融 資 を うけ る側 に と っ て 融 資 金 利(8.9%)を9・6%に 引 上

げ られ た の と同 じ効 果 を持 つ もの で あ る。 保 証 料 率 の 引下 げ が 望 ま しい。

⇔ 貸 付 実 施 の 迅速 化

保 証 受 付 け 、 審 査 、 契 約 時 お・よ ひそ の 後 の事 務 手 続 き が あ ま り

に も煩 雑 で あ る と の 声 は 高 い 。 国 家 資 金 を 使 用 す る以 上 、 あ る程

度 の 厳 格 な 審 査 は 止 む を 得 な い ζ し て も ・ 融 資 を実 行す るのは 日本

興業 銀行 、 日本 長 期 信 用銀 行 、 日本 不動 産銀 行 で あ り、 これ ら銀 行側 に

おい て も独 自の 審査 が行 なわ れ る た めに 、貸 付 の 実施 は 一 層 遅 れ が ち と

な る傾 向 が ある。

この た め、 融 資の保 証 を得 なが ら、 手 続 きの 煩雑 さに耐 え か ねて 、 申

込 み を取 り消 した例 さえ あ らわ れ て い る。 融 資 実行 銀 行 の 貸付 審査 を

IPAに 一元 化 す るな どの方 法 を 講 ず る こ とに よっ て、 貸 付 の 実施 を 迅

速化 す る こ とが 望 まれ てい る。

② プロ グ ラ ム委 託 開発 の改 善

④ プ ログ ラム流 通促 進 の 積極 化

IPAで は、 先 進 的 で 汎用 性 の あ る プ ログ ラ ムの開 発 と普 及 を 目的 と

し 、 開 発 コス トが 大 きい もの 、 あ るい は開 発 期 間が 長 期 に わ た る た め、

民 間企 業 で は 開発 促 進 が 期待 され な い プ ログ ラ ムにつ い て 、IPAの 資

金 負担 に おい て民 間機 関 に委 託 開 発 を 行 な って お り、 また 委 託 開発 に よ

ってIPAが 取 得 した プ ログ ラ ムは 、 利 用 を希 望 す る者 に 貸 付 けま た は
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販 売 し て普 及 を図 って い る。

しか し なが ら現 実 に は 、IPAが 委 託 開発 を行 った プ ログ ラムの 流通

は あま り行 わ れ て い な い。 これ は 委託 開 発 さ れた プ ロ グ ラ ムの 販 売 、流

通 に つ い て 、 開 発 受 託 企 業に ま か せた だけ で 、IPA自 体 が積極 的 に努

力す る姿 勢 に 欠 け て い るため で は ない か 、 とす る不 平 も民 間に は あ る。

委 託 開発 プ ログ ラ ムの販 売 、 流 通 が さ かん に行 わ れ るため には 、 委託

開発 テ ー マ が、 ユ ーザ ーの ニ ー ズに 適 合 して い るか ど うか が根 本 的 な 問

題 で あ る が 、ユ ーザ ーの ニー ズ把 握 の 努 力 と と もに、 せ っか く開発 さ れ

た プログ ラムの流通普及 をはか るための、積極的 な促進体 制がとられ る

こ とが望 ま しい 。

.◎ 委託 開発 プ ロ グ ラムの テ ーマ の重 点

現 在 の 委 託 開発 プ ロ グ ラムの テー マは 、 先 進 性 、 汎 用性 を 目標 とし て

い る もの の 、 ベ ー シ ッ クな ソフ トウエ ア よ りは 、 む し ろ国産 機 種別 の 、

しか も規 模 の 小 さい ア プ リケ ー シ ョン ・ソ フ トウエ ア に重 点 がお かれ て

い る こ とは 否 定 で きな い とこ ろで あ る。

今 後 開発 して ほ しい ソ フ トウエ ア と して 計 算 セ ンタ ーで 要 望 され て い

る ものは 、

④ 国産 機翼 機 種 間の プ ロ グ ラ ム変 換 プ ログ ラム

⑧ 外 国機 と国産 磯 間の プ ロ グ ラ ム変 換 プ ロ グ ラム

◎ スペ ックを与 え る と ジ ェネ レ ー トす る ジ ェ ネレ ータ ー

⇔ どの 機 種 に もあ うシ ミュ レー ター

な ど 「役 に 立 つ ベ ー シ ックな ソ フ トウ エ ア 」に 集 中 して い る。
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従 って、IPAの 委 託 開 発 プ ロ グ ラムの テー マ も、 この 方 向 を重 点的

に と りあげ る こ とが 必 要 で は な い か と思 われ る 。

◎ 委 託 開発 プロ ジェ ク トの 資 金 規 模 の大 型化

委 託 開発 の た め の補 助金 は 、 昭 和45年 度3億 円 、 昭和46年 度4億

円 とな って お り、 そ の後 年 々増 加 は して い る もの の、1プ ロジ エ クbに

割 当て られ る補 助金 は 多 くて も数 千 万 円に 過 ぎない の が 普 通 で あ る。 こ

れ では 先 進 的 、 汎 用 的 な プ ログ ラムの 開発 は ほ とん ど不 可 能 と思 わ れ る。
∀

ア メ リカの ソフ トウ エ ア産 業 が急 成 長 した の は 、 国防 、 宇 宙 開発 、 原

子 力関 係 シ ス テ ムな どの 巨額 な 開発 資 金 に支 え られて 、 先 進 的 な ソフ ト

ウエア開発の実績 をあげえた ことにょるとい う実例Kか んがみ(、 わが

国 にお い て も委 託 開発 資金 を もっ と大 型化 す る こ とが望 ま しい 。 また プ

ロ ジェ ク トの 規 模 、 単 位 を多 種 小 型 でな く、 重 点 的 に大 型 化 す る こと も

必要 で あ ろ う。

③ 外 国 ソ フ トウエ アに 関 す る情 報 の収 集 、 提 供 の実 施

IPAで は 、 現 在 国 内 にお け る プ ロ グ ラムの 開発 と普及 事 業 だけ に終 始

してい る が、 情 報 処 理 サ ー ビス業 、 ソフ トウ エ ア産 業 の 育成 、発 展の ため

に も、 海外 で 開発 さ れ た ソフ トウエ アにつ い て も情 報 を収 集 し、 場 合 に よ

って は優 秀 な 海外 の ソ フ ーウエ アを 購 入 して 、 有 償 で国 内 企 業 に 提 供し て

ほ しい と要 望す る声 が 大 きい。

④ ソ フ トウ エ ア流 通 市 場 の 形成 へ の努 力

わ が 国 の ソ フ トウ エ ア の流 通 が未 発 達 なの は 、 流 通 市 場 が 形 成 され て い

ない 点 に 大 きな 原 因 が あ る。 そ の意 味に おい て 、IPAが 実 施 して い る プ
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ロ グ ラム調 査簿 は きわ め て 大 きな 価 値 が あ る筈 で あ る が、 現 実 にはそ れ ほ

どの効 果 を あ げて い ない よ うに考 え られ る 。調 査 簿の 内容 を充 実 させ て ゆ

く一 方 、 前項 の よ うに 外 国 ソ フ トウエ アの 紹介 、 提供 な ど とあわ せ て 、 わ

が 国 にお け る ソ フ トウエ ア 流通 市場 の 形 成 をIPAが リー ドし推 進 して ゆ

かれ る よ う、 一層 の努 力 を期 待 した い。

(3)官 業 等と の 競 合 に 関す る 要望

① 日本 電信 電 話公 社 との 関係 の 調 整

1971年9月 、 公 衆 電 気 通 信 法 の 一 部改 正 が成 立 し、1973年 に至

って公 衆通 信 回 線 開 放 の 時 代に 入 った 。

これ に よっ て通 信 回線 を 利 用 す る遠 隔 情報 処 理 シス テ ムが 、 急速 か つ 広

範囲 に普 及 し、 情報 処 理 サ ー ビ ス業 の将 来 に も薄 しい 展 望 を 開 くもの とさ

れ てお り、事 実、 オ ンライ ン 化 の動 きも極 め て 活発 とな ってい る。1971

年 、JECC(日 本 電 子計 算 機株 式会 社)の 行 な った調査 に よれ ば 、109

社 の情 報処 理 サ ー ビス業 の うち 、52社(47.7%)が オ ン ラ イ ンの 計画

を有 し、 うち6割 ま では 「顧 客 との接続 」を 計 画 してお り(73年 度版 コ

ン ピュ ータ 白 書)、 オ ン ラ イ ン化 の 推 進 に対 して 大 きな意 欲 を示 してい る

こ とが うか が え る。

しか しな が ら公 衆 電 気 通 信法 の 改 正 は 、 同 時 に 日本 電 信 電 話 公社(以 下

電電 公社 と.いう)に 対 して、 デ ー タ通 信 サ ー ビス を法定 役 務 と して 直営 し

うる ことを認 めた 。 これ は 情 報 処 理 サ ー ビス業 に 対す る大 きな脅威 を 生 ぜ ノ

しめ てい る。

海外 の諸 国 に お い て は、 「電信 電 話事 業 は公 共 性 が 高 い故 に、 独 占禁 止

一106一



法 の適 用 を除 外 して地 域 的 独 占 を認 め る」 一 方、 「そ れ だ け に事 業 の運 営

に は あ る程度 の規 制 を うけ て も止 む を得 ない 」 と して 、 通信 回線 を提 供 す

る立場 に あ る電信 電 話 会 社'(ま た は公 社)が 、 自か らデ ー タ処 理 サ ー ビス

を兼 営 す る こ とを原 則 と して禁 止 して い る。 そ して デ ー タ処 理 サ ー ビス を

行 な う場 合 は 、完 全 に入事 、 経 理 面 で別個 の企 業 体 とす るべ き こ とを規 定

してい る。 わ が国 の よ うに電 電 公 社 が 両者 を法定 業 務 と して認 め られ てい

る こ とは 、異 例 に属 す る こ と と言 って よいo

しか しな が ら、 す でに 法定 業 務 と して電 電公 社 の デ ー タ通 信 業 務 が 認 め

られ た 以 上 、電 電 公 社 と民 間 情 報 処 理 サ ー ビス 業 との 間 で業 務 の範 囲 を調

整 し、 適 正 な 自由競 争 の 中 で平 和 共存 が可 能 な方法 を検 討 す べ き で あ る と

考 え る。

① 「先 進 的、 公 共 的 、 全 国 的 」 の3原 則 の厳 守

そ の第1と して は、 電 々公 社 の 行 な うデ ー タ通 信 サ ー ビス は 、 「先 進

的 な技 術 を必要 と し、 民 間企 業 で は実 現 が 極 めて 困難 な もの」'f公共 的 な

もの 」 「全 国 的 な 規 模 にわ た る もの 」に 限定 し、他 は民 間 企 業 に ゆだ ね

て無益 の競合 を避 け るべ きで あ る。

電 電公 社 で は.現 在 、販 売 在 庫 管理 サ ー ビス、 科 学 技 術計 算 サ ー ビス、

電 話計 算 サ ー ビス の ほ か、 デ ー タ通 信設 備 を提供 して 個 別企 業 の情 報 処

理 業 務 を担 当 す る サ ー ビス を 行 な っ てい るo販 売 ・在 庫 管 理 サー ビス、

科 学技 術 計算 サ ー ビス は、 現 在 何 れ も東 京、 大 阪、 名 古屋 の3都 市 で行

な われ てい るが、1977年 ま で に各県 庁 所 在 地 くらい まで に範 囲 を拡

大 し、 販 売 在 庫 管 理 サ ー ビ ス は12,500端 末(1973年 現 在

2,850端 末 一 見込 一)に 、 科 学 技 術計 算 サー ビスは3,800端 末

(1973年850端 末)に 増 加 す る こ とを見込 ん で い る。
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しか し、 これ ら の サ ー ビス内容 の実 体 は 、 前 述 の三 原 則 に必 ず し も一

致 せ ず 、 ま た、 サ ー ビス対 象が 主 と して 中小 ・中堅企 業 で あるこ とか ら

現 在 す で に一 部 に お・い て民 間情 報 処理 サ ー ビス 業 との間 に 競合 問題 を起

して お・り、今 後 一 層激 し くな る こ とが 予 想 され る。

社会 的 分 業 の 見 地か ら今 後電 電 公 社 と しては 、 行政 情 報 ネ ッ トワー ク ・

シス テ ム、 救 急 医療 情 報 シス テ ム、遠 隔 診 断 シス テ ム、公 害 情報 シス テ

ム、広 域 交通 管 制 シス テ ムな どナ シ ョナ ル ・プ ロ ジ ェク ト関 連 の大 規 模

シス テ ムの 方 向 に原 則 と して専 念 さ れ る こ とが 望 ま しい 。

◎ 大規 模 な ナ シ ョナル ・プ ロ ジェク トの ソ フ トウェ ア開 発 と、 そ の成 果

の公表

上 記 に 関連 して、 電電 公社 は民 間 企 業 の 力 では 到 底 開発 し得 ない 、 大

規 模か つ国 全 体 に お よぶ プ ロ ジェ ク トを担 当 し、 その ソ フ!ウ エア を開

発す る こ とに よっ て 、わ が国 の情 報 処 理 の レ ベル ア ップ に貢 献す る と と

もに 、そ の 成 果 を公 開 して、 民 間 に も利用 され る道 を 開い てほ しい。

現 在 、 大 規 模 な ナ シ ョナル ・プ ロジ ェク トの ソ フ トウエ ア開 発 を な し

得 る だ け の技 術 を 多 数擁 して 、 時間 的 に もそ れ を集 中 的 に動 員 し得 る能

力を持 っ て い る もの は、 わが 国 にお い て電 電公 社 の ほ か には ない と思 わ

れ る。 それ だ け にそ の 開 発 力 を十 二 分 に 発 揮 し て 、 成 果 を 民 間 に公

開す る こ とは 、 わ が 国 の情 報 処理 の 水 準 を 向上 す る上 に 大 きな 力 とな り

得 る で あろ う。

'◎ 民 間 セ ン タ ー との共存

以 上 の よ うに、 電 電 公 社 と民 間情 報 処理 サー ビス業 が 共 存 す るた め に

は 、 当面 そ の進 出す る分 野 を 明 確 に す る ほ か に、 オ ン ライ ンに適
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す る業 務 とオ フ ライ ンに適 す る業 務 とをは っ き り分 け て、 オ フ ライ ンで

差支 えのない業務は電電公社 のサー ビスか ら除 外す る こ とが 望 ま しい 。

現 在 電電 公社 が 実施 してい る販 売 在 庫 管 理 サ ー ビス、 科 学 技 術計 算

サ ー ビス の 中 に は必 ず し も即 時 処理 を必 要 としない 業務 も少 な くないo

と くに電電 公 社 の ね らい が 、 中小企 業 の 情報 化 に よ る 経 営 合 理 化 に お・

か れ てい る とす れ ば、 高価 なオ ン ラ イン ・サー ビス より も、 オ フ ラ イ ン

処 理 が適 当 とさ れ る 分野 も多 い よ うに思 われ る。 従 っ て、 即時 処 理 を必

要 と しない 業務 に つ い て は、 現 行 の 販 売在 庫 管理 サ ー ビス、 科 学技 術

計 算 サ ー ビスの 対 象 外 として、 民 間 業者 に まかせ る配 慮 が望 ま しい。

また 電電 公 社 の 処 理 料金 に つ い て も、通 信 回 線 料金 につ い ては 民 間 企

業 と 同額 を負 担 して い る とい うが、端 末 機 の 料金 、 シ ステ ム開 発 の 費 用

など民 間 企 業 の 常 識 か らす れ ば著 し く低額 で あ る例 もみ られ 、 そ の算定

の 根 拠 もまた 明 らか に され な い こ とが 多 い。処 理 料金 の適 正化 に よっ て 、

公 正 な 自 由競 争 が 行 ない得 る よ う望 み た い。 さ らに回 線料 金 自体 に つい

て もよ り廉 価 で利 用者 に 提 供す る よ う要 望 したい 。

商 工 会 議 所 との 関係

現 在 政府 は、 中小 企 業 の情 報 化 を 推 進す る政 策 の 一 環 と して、 各 商工 会

議 所 へ 中 古 コ ン ピュー タを 払下 げ 、 中 小企 業 の情 報 処 理 業 務 を担 当 さ せ る

政 策 を と ってい る。 これ は中 小 企 業 の情 報化 の た め に は 一 つ の 方 策 と 思

われ る が・ 一 方 に お・い ては 商工 会議 所 の 計算 セ ンタ ー化 を招 き、 民 間情 報

処 理 サ ー ビス業 と の競 争 を ひ きお こ し、 民業 を圧 迫 する 一 因 ともな りか ね

な い要 素 を も っ てい る。

政 府 お よ び商 工 会 議 所 におか れて は、 情 報処 理 サ ー ビ ス業 と真正 面 か ら

競 合 す るよ うな現 在 の 中 小 企 業 情報化 対 策の在 り方 にっい て再 検 討 され る
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こ と を要 望 した い 。 商 工会 議 所 と地 域 の情 報処 理 サ ー ビ ス業 者 が相 互に 協

力す る こ とに よっ て、 中 小企 業 の情 報 処 理 シ ステ ムを 開発 し、中 小企 業 情

報化 の実 を あげ るこ とは 十二 分 に可 能 で あ る。

③ 金 融 機 関、 一般 コ ン ピュ ー タ ・ユ ーザ ーの 副 業的 情 報 処理 受 注 の 自粛

最 近 、金 融機 関 にお い て、預 金 獲得 の た めの一 手 段 と して、 顧 客 の情 報

処 理 業 務 を低価 格 あるい は 無 料 で 引 き受 け る例 が 多い 。 また 一 飯 コン ピ ュ

ー タ ・ユ ーザ ー に お い て も
、コン ピュ ー タ運 営 コス トの 軽 減 を はか るた め

に、コンピュータの 空時 間 を利用 して 副業 的 な情報 処理サ ービス を行 な う例

が 多 い と聞 いてい る 。

この よ うな第 三 者 に 対す る、定 款 に掲げ た 業務 目的以 外 の情 報 処理 サ ー

ビスは市 場 の 混 乱を 招 き 、 不 公 正 競 争 を生 ぜし め る大 き な要因 とな る も の

で あ る。社 会 的分 業 の意 味 か ら もユ ーザ ー企 業 の 自粛 を要 望す る と とも に、

政 府 として適 切 な措 置 を と られ る こ とを希 望す るもので あ る。

◆
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〈 ま え が き 〉

こ の報 告 書 は、計 算 セ ンタ ーの経 営 者 が 、 自分 の会 社 や業 界 の現 状 ま た は将

来 を ど うみ てい るか にっ いて 、 直接 、面 接 調 査 を した結 果 をま とめ た もので あ

るo

調 査 対 象 、調 査 事 項 は ビジ ョン委 員 会作 業 部 会 で 選定 して い ただ き 、実際 の

面 接 とま とめ は 、主 と して事 務 局 が行 った。

調 査 対 象 は 、 で きるだ け異 な った タ イ プの セ ン タ ーを全 国的 に選 ん だ が 、 時

間 の都 合 上一 部東 京 地 区 が残 され た ので 、 や や 少い。 調 査 は 、具 体 的 な問題 を

出 して答 え を求 め る方 式 を避 け 、経 営 者 か ら出 され た問 題 を中心 に進 め て い っ

た 。 ま た 、 ま と め る に 当 って は 、.発 言 内 容 を 、 そ の ま ま 、 で き る だ け

多 く紹 介 す る こ と に し た。従 って 、文 体 と して読 み づ らい点 が 多 い が 、 お許

しあ りた い。

調 査期 間 は 、48年12月 か ら49年1月 に か け て。

なお 、 一般 に 「情報 産 業 」 、 「情報 処 理 産 業 」「情 報 処 理サービス業 」等 の 用

語 が必 らず し も正 確 に区別 され て い ない た め 、 この報 告 書 で は意識 的 に 「計 算

セ ン タ ー」 ま た は 「計 算 セ ン ター業 界」 とい う用 語 を使 った。

こ の報 告 書 は 、決 して ス マー トには ま とま ってい ない し、論 理 的 に矛 盾す る

もの や 、 必 らず し も普 遍 性 の な い主張 、 あ る い は他 を批 判 す るも の等 が含 まれ

てい るか も知 れ ない。

しか し、 の べ70時 間 にわ た って対 話 して い ただ い た経 営 者 の方 々の 、 これ が

現 実 の姿 で あ る。 そ れ だ け に 、反 発 され る もの も多 い か も知 れ な いが 、賛 同 さ

れ る点 もま た多 い と思 う。 そ こか ら"明 日へ の何 か"を 汲 み取 って い た だ けれ

ば幸 い で あ る。
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岐 阜 電 子 計 算 セ ン タ ー

群 馬 電 子 計 算 セ ン タ ー

神戸 コ ン ピ ュ ー タ サ ー ピス
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〃
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日 本 計 算 セ ン タ ー
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〃

ビジネス ・コンサルティング ・セ ン タ ー

福 岡 電 子 計 算 セ ン タ ー

富 士 通 フ ァ コ ム
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〈面 接 調 査 質 問事 項 〉

○ 計 算 セ ン ター の経 営 を担 当 した感 想 は?

○ 業 績 は 、 どの よ うに推 移 して き たか?

○ 当初 の予想 とちが った点 は ど こか?

○ 経 営 の環 境 は 、 ここ数 年 、 ど う変 って きた か?

○ 現 在 、最 と も悩 ん でい る問題 は何 か?

○ 計 算 セ ンタ ー業 界 の現 状 を ど うみ て い るか?

○ 統 計 的 には 、経 営 は悪化 しつ つ あ るが 、そ の理 由 につ い て ど う思 うか?

○ 貴 社 の将来 ビジ ョン と 、それ を実 現 す る ため の課 題 。

01980年 ま で に 、 貴 社 の売 り上 げ お よび業 界 の総 売 り上 げ は、 どれ くら

い に な る と思 うか?

○ 業 界 は 、今 後 、 この ま ま で推 移 す る と思 うか 、何 らか の試 練期 を迎 え る と

思 うか?

○ 計 算 セ ン ター業 界 が 、今 後 バ ラ色 の発 展 を続 け るた め の課題 は何 か?

○ 政 策 に対 して 要望 す るも の は?

●
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過 去 編

〈どん な 役 割 を果 して き た か 〉

'

計算 セ ン タ ーが 生 れ て か ら10数 年 、こ の間 、 コ ン ピュー タの普 及 、情 報 化 の

進展 は め ざ ま しい も のが あ った が 、計 算 セ ン ターはわ が国 の情 報 化 の 中で どの

よ うな役 割 を果 して きた の か?

「ま さ に 情 報 化 の 先 兵 の 役 割 を果 して きた。 わ れ われ の セ ー ルス マ ンが セ

ー ルス活 動 を行 って き た こ と自体 が情 報 化 の起 爆 剤 とな って き た。 計 算 セ ン

タ ーがい か に コ ン ピュ ー タ化 の潜 在需 要 を堀 り起 して き たか は"ユ ー ザ ー ・

ドロ ップ"の 現 象 が それ を証 明 してい る。」

とい う意 見 が あ った が 、計 算 セ ン タ ーが果 して きた役割 の最 も重 要 な部 分は 、

こ の意 見 に集約 され る。 ユ ーザ ー ・ ドロ ップ とは、 当初計 算 セ ン タ ーを利 用 し

て い た ユ ーザ ーが 、や が て"セ ン ター離 れ"し て単 独 導入 す るま で に育 ってい

く こ とを指 す。 いず れ コ ン ピュー タ を 自社導 入 して 使 いた い が 、そ れ ま では専

門家 に委託 して実 益 を得 る と ともに 、企 業 内 の コ ン ピュー タ ・マ イ ン ドを高 め 、

前提条件 を整備 しておいて 、導入後 直ちに有効利用で きるよ うに したい.

そ ん な ユ ー ザ ー をず い 分 育 成 して き た の だ。 こ れ は 、

「セ ン タ ー は 、 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー の セ ー ル ス ・プ ロモ ー シ ョ ン を や っ

て き た。"コ ン ピュ ー タ1万 台 普 及"に 果 した 役 割 は 大 き い 」

と い う意 見 に もつ な が る。 しか し、単 に"先 達{'と し て の 役 割 だ け で は なV(。
o

「も し計 算 セ ン ター が姿 を消 した ら、 どれ だ け社 会 が混 乱 す るか。 その とき、

現 在 の地 位 が は っ き りして くる。 」
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とい う声 や 、 「自治体 バ カ とい われ るほ ど、 これ一 筋 に進 ん で き た」 とい う・

ある地 方 セ ン ター経営 者 の

「行政 体 か ら計 算 セ ン ターが手 を引け ば 、絶 対 も と どお りに は な ら ない。 大

混 乱 す る」

とい う意 見 は 、計 算 セ ン ターが す で に社 会 の 中 に完 全 に定 着 してい る こ とを 示

してい る。

しか し、反 省 も、 もち論 あ る。

「手 作 業 を機 械 化 して きたか ら、 省力 化 には 役立 って きたが 、情 報 化 には 、

そ う役 立 って い ない」

とい う意 見 は、 情報 処 理 の 「拡 大 」 には大 き く貢献 した が 「高度 化」 に は今 一

歩 、 とい う反 省 で あ り、

「中小 企業 に 対 し ては 、 苦労 の 多い啓 蒙 期 だ った。 本 当 に 役立 つの は 、 む し

ろ これ か らだ 」 とい う意 見 もあった 。

〈経 営 の 感 想 〉

い ま ま で何年 か 、計 算 セ ン ターの経 営 を担 当 して きた 感想 を 、ズ バ リ聞 い て

み た。 他 業 種 の経 営 を経 験 した人 が 少 なか った ので 、 必 らず しも適 切 な質 問 、

妥 当 な回 答 で ない か も知 れ ないが

「大 変 な仕 事 、 よ くや って きた と思 う」

とい う述 懐 派 が一 番 多 く、

「も うか ら ないか ら、 いい 商 売 で は ない 」

「労 多 く して 、功 少 い」'

、
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は後 悔 派。 これ と よ く似 て い るが 、 少 しちが って 、

「当 初の予 想 と全 然 ちが う。 や れ ば や るほ ど、む ず か しい 」

とい う感 想 も あ った。

「若 い うちは い いが 、年 を取 って まで や る商 売 で は ない。50才 が限 界 」

とは 、某60台 経 営 者 の弁 。

「大 変 な仕 事だ が 、 や りが い は あ る」

「面 白い が 、大 変 な仕 事 」

な どの感 想 は 、余 裕 を持 って"コ ン ピュー タの仕 事"を 楽 しん で い るほ うだ。

他 の業 種 の経 営 と比 較 した発 言 で は 、

苦 労 は 同 じだ が 、計 算 セ ンタ ー業 固 有 の未 熟性 か ら くる特 殊 な っ らさ が あ る」

とい う感想 もあ った。

こ う した意 見 とは反 対 に 、銀 行 出 身で メー カー系 大手 セ ン ター の経 営 者 は

「銀行 の仕 事 に 比べ て 、収 支 が は っき り して い るので 、や りや す い」

と言 って お り、繊 維 業 界 で苦 労 を重 ね て きた あ る経 営 者 は 、

「昔 か ら、雑 草 の よ うに生 きて きた。 特 に苦 しか った こ とは ない」

と言 い切 って いた。 ま た 、

「奇妙 な世 界 だ。 企 業 な ら利 潤 追 求 は 当然 の話 だ が 、て い さい の い い こ とば

か り言 って 、そ れ が 口 に 出 せ ない雰 囲 気が あ る」
●

と首 をか しげ る人 もあ った。 そ の ほ か 、

「こ こま で来 られ た の は 、時代 の背 景 が あ ったか ら。 そ の要 請 に十 分応 え ら

れ なか った こ とを反 省 す る」

とい う、謙 虚 な反 省 の声 も聞 かれ た。

人
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〈経 営 環 境 は 、 ど う変 っ た か 〉

こ こ数 年 、計 算 セ ン ター を取 り巻 く経 営 環 境 は 、 ど う変 って きたか

「コ ン ピ ュー タや 計 算 セ ン ター に対 す る認 識 が深 ま って きた。 これ か らは タ

ネ が実 る と き」'

「地 味 な努 力 が認 め られ 、評 価 も高 ま って きた」

な どの意 見 も聞 か れ た が 、

「セ ンタ ーの 存 在 は 分 って きた が 、反 面 、競 争 が激 し くな って きた」

「情報 化 は進展 して きた が 、新 しいや りに くさが 出 て き た。 ユ ーザ ー の市 場

参 入 問題 だ 」"

「日増 しに 、競 争 が激 し くな って きた」

な どの意 見 が上 回 って い る。

「人材 に つい て み れ ば 、 パ ンチ ャー な ど労 力提 供 に関 しては 集 りに く くな り、

SEな ど頭 脳 提 供 に関 して は集 め や す くな った。 経 営 全 体 につ い てみ れば 、

"レ ン タル の重 み"が"人 件 費 の重 み"に 変 って きた」

とい う角 度 か らの と らえ 方 も あ る。_

全般 的 にみ れ ば 、 「情 報 化 が 進展 して 、や りやす くな った面 もあるが 、業 界

が過 密化 して 、 かえ って や りに く くな った」 とい うの が 、大 方 の経 営 者4)印 象。

しか し、一 方 で は

「潜 在 需 要 は無 限 に あ る。 競 争 が激化 してや りに く くな った とい うの は 、無

能 な経 営 者 の言 い 逃 れ 」

とい う、 きび しい意 見 もあ り、

「ス ピンオ フ組 の大 手 計 算 セ ン ターの経 営 者 の 出現 が 、 パ ンチ セ ン ター のオ

ヤ ジ的 だ った業 界 のモ ラル を 向上 させ た 」
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とい う、草 分 け 的 中堅 セ ン ター の経 営 者 もあ ったか ら、必 らず し も過 密 化 が 弊

害 ば か り を もた ら して い る とは 、言 え ないか も知 れ ない。 ま た 、

「確 か に 、 ユ ー ザ ーの コン ピ ュー タに対 す る理 解 が深 ま って 、 や りやす くな

って きた。 しか し、それ にっ れ て 、計 算 セ ン ター 側 の営 業 ア プ ローチ に"甘

え"が 出 て きた。 ユ ーザ ー に対 す る指導 性 が乏 し くなり、加 工 屋 に な り下 っ

て い る。lo年 間 に 、ユ ーザ ー は経 営 努 力 で大 き く変 化 した。 そ の間 、わ れ わ

れ は 同 じ経 営 を続 けて い る」

とい う反 省 は 、 聞 くべ き もの が ある と思 わ れ る。

一 方 、

「理 解 が進 ん だ 、や りや す くな った とい うが 、 ソ フ トウエ アの 流通 や権 利 保

護 問 題 、磁 気 媒 体 の商法 上 の扱 い な ど、情 報 化 へ の環境 整 備 は 、数年 間 何 も

進 ん で い ない。 よ くな った の は 、民 間 企 業 の努 力 に よ って で あ り、役 所 は何

も しなか った」

とい う声 も あ った。

〈ビ ジ ョ ン と現 実 の ち が い 〉

4

か つ て彼 らは 、創 業 時 に、 また は経 営 の座 につ い た とき に、 さ ま ざ ま な ビ ジ

ョンを持 ち 、計 画 をた て た はず で あ る。 い ま振 り返 って み て 、そ の ビ ジ ョンや

計 画 は ど こま で 実現 したの だ ろ うか。

「コ ン ピ ュー タ ・ユ ーテ ィ リテ ィ(共 同 利 用)の 担 い手 が計 算 セ ン ターで あ

る とい う10年 前 の発 想 は 、ま ちが って い なか った こ とが 実証 さ れ た、 こ

れ か らます ます公共 的 な基 幹産 業 とな るだ ろ う、電 力会 社 の よ うな」
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とい った ように 、 ビ ジ ョン と現 実 とが 全 く一 致 した と言 い切 る のは 、 わず か1

人。 多 くは

「10年 前 か ら シンク タ ンク を指 向 したが 、い まだ に徹 し切 れ ない で い る」

「コ ン ピュ ー タで経 営 判 断 を す る商 売 を 、 と思 った が、現 実 に はパ ンチ業 務

が 中 心だ 」

な ど とい った ように 、程度 の差 こそ あれ 、 ビ ジ ョン と現 実 とのへ だ た りは 、か

な り大 きか った。

も う少 し具体 的 な もの と して は 、

「コ ン ピュ ー タ を導入 して い な い企 業 のEDP化 す べ て を と狙 った が 、現 実

に は既 導 入 企業 の"オ コ ボ レ頂 戴"だ 」

と言 った大 手 セ ン ター の経 営 者 が い た が 、 これ は規 模 の大 小 を問 わず 、多 くの

経 営 者 が共 通 して 持 つ ものだ ろ う。

へ だ た りが最 も大 きか った の は 、 中 小 企業 層 を狙 って ス ター トした計 算 セ ン

タ ーで あ る。 「中小企 業 の合理 化 」 を 目標 に発足 した、東 北地 方 の あ る中堅 セ

ンタ ー では 、

「当 初1年 間 、商工 会議 所 に働 きか け た り 、2～3万 円 の メ ニ ュ ー をい ろ い

ろ作 った り、ず い 分苦 労 して きた が 、 当時 は まだ そ れ ほ ど人 手 不 足 が深 刻 で

なか った ため 、 中小企 業 の会 計 処理 は 料 金 的 に折 り合 わ ず 、結 局 、農 協 や信

用 金 庫 、 中央 か ら進 出 して きた大 企 業 の仕 事 が 中心 に な って しま った」。

40年 代 初 め の頃 で あ る。 「今 年 あ た りか ら、そ ろ そ ろ 、本 来 の 目的 で あ る

中小 企 業 に取 り組 も うと思 って い る」 。

ま た 、 中小 企業 近 代 化 資金 に よ って 、 中小 企 業 の共 同利 用 を 目的 に設 置 され

た あ る計 算 セ ン ター で は、

「繊 維 、食 品 の流 通 団地 に 設立 され た の だ が 、同業 者 が多 い と機 密問 題 が 懸
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念 され 、 ま た、流 通業 で は デ ー タ量 が 多 い割 に付 加 価値 が少 い の で 、組 合 員

の利 用 だ けで は採 算 が とれ なか った」。

こ う して 、前者 と同 様 、意 識 的 に 、 自治体 や農協 、 中央 か らの大 企 業 へ と転

換 して い った。 〈どん な役 割 を果 して き たか〉 の ところで 「中小 企 業 の情 報 化

に は、 これ か ら」 とい う反 省 が あ った こ とを述 べ たが 、今 ま で は役 立 と うと し

て も役 立 ち得 なか った状況 にあ った と もい え よ う。

しか し、経営 者 の責任 を こえ た 次元 で の原 因 で、 ス ター ト時 の計 画 が狂 わ ざ

る を得 なか った例 も、い くっ か あ った。

「親企 業 の業務 のEDP化 を担 当 す る ことで ス ター トしたが 、 直後 に この案

が 親企 業 で変 更 に な り 、何 の顧 客 もな いま ま 、2～3年 、 ガ ム シ ャ ラにや っ

て きた」

とい う例 や

「地 元 の市 役 所 が コン ピュー タ を入 れ る気運 に な り 、 これ を狙 って 、 メー カ

ー が 『月100万 円 の仕 事 は 出 す か ら 』 とい う約 束 で ス ター トした
。 と ころ

が 、市 役 所 の コ ン ピュ ー タは ライバ ル会 社 の機 種 に決定 した た め 、 メー カ ー

は後 に な って 「そん な約 束 は知 ら ない 』 と言 い 出す 始末。 お かけ で 、 レン タ

ル料 の払V(に も困 り、JECCヘ コ ン ピュ一 夕を持 ち返 る寸 前 にま で な った 」

とい う例 もあ る。 メー カ ー はそ の後 、約 束 の あ った こ と を 認 め た が 、 似 た 例

は 、他 に もあ った。 計 算 セ ン タ ー業 界 に電 算 機 メー カー不 信 が あ る とすれ ば 、

こ う した事 実 がひ とっ の原 因 に な って い る ともみ られ る。
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〈業 績 は 、 ど う推 移 して き た か 〉

それ で は 、計 算 セ ン ターの業 績 は どの よ う に推移 して きた のだ ろ うか?

「売 り上 げ が 、 こん なに急 に伸 び る とは 予想 してい なか った」

「初 め は 、年 率20%増 を予想 してい た が 、現 実 に は30%伸 びた 」

とい う意 見 が 多か った が、

「売 り上 げ は予 想 以上 に伸 び たが 、経 費 も予 想以 上 に増 え たた め 、利益 は 予

想 を下 回 った」

とい った 感想 が 、最 も一 般的 な もの とい え る。 確 か に 、売b上 げ は2年 ない し

は3年 で 倍 増 してtaり 、通 産 省 の統 計 結果 な ど をは るか に上 回 ってい る。

以 下 、 各 社 の状況 をみ てみ よう。 まず 大 手 セ ン タ ーグ ル ー プで は 、某 社 は 、

「年 率30%増 を予想 して い た が 、結 果 は35～36%伸 びて きた」

結果 、45年 度9億 円だ った売 り上 げ が 、48年 度 には24億 円 に な った。 し

か し、

「4年 目か ら黒 字 に 、 とい う予 定 は1年 お くれ て 、今 期 は じめ て期 間損 益 で

黒 に な った。 予 定 よ り1年 お くれ た の は 、超 大 型機 を導 入 して オ ン ライ ン化

を図 って きたか らだ。 そ の取 り戻 しは これ か らだ∩ しか し、 ソ フ ト ・コ ス ト

が これ ほ ど速 くハ ー ド ・コス トと逆転 す る とは思 わ なか った」

とい う。 大 手計 算 セ ンタ ーで赤 字 決 算 の企 業 で は 、 この よ うに、先 行投 資負 担

に よる ものが 多 い。 ま た 、39年 設 立 の あ る セ ン タ ーで は

「こ こ6～7年 、1割 配 当 を続 け て きた が 、今年 は 資材 の値 上 り と不 況 に よ

る売 り上 げ の伸 び悩 み か ら、特 に苦 しい」

とい う。 あ る メー カ ー直 系 セ ン ター では 、45年 度 の15億 円 か ら48年 度 の

48億 円 へ と、3年 間3倍 増 だ が、
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「こ こ2～3年 、親会 社 との間 で業 務 の移 譲 が続 い て赤 字 、48年 度 は累 積

赤 字 を別 にす れば 収 支 トン トン」。

中 堅 ク ラス で は 、東 京 の 某 社 が 、

「売 り上 げ の半 分 を 占め る ソフ ト部 門 が年 々倍 増 して 、45年 度 の2億

8,000万 円 か ら48年 度8億 円 」

へ と年 率30%の 急 増 、 た だ し、

「ソ フ トウエ ア開発 の仕 事 は 、不 況 に 弱 い ので 、 これ か らは比 率 を下 げ て い

く方 針 」

とい う。 ま た

「45年 度4億 円 か ら48年 度8億5,000万 円」

と、3年 間 で倍 増 の企 業 もあ った。

都 市 の小 規模 セ ン ター で は 、 一

「大手 と競 争 して もダ メ と分 った ので 、方 向転換 、新 入社 員 に車1台 与 え て

営 業 マ ンをや らせ る営 業 重視 の会 社 に した ら、そ れ か ら売 り上 げ も急 増 」

して 、45年 度 、35入 で6,000万 円 だ った もの が 、47年 度 に は40人 と

わず か5名 増 で 、売 り上 げ は1億2,000万 円へ と倍 増。 秘 密 は会 計 事 務 所 用

汎 用 シス テ ム等 のパ ッケ ー ジ化 に成功 した こ とに あ る。(後 述)

も うひ とつ の都 市型 小 規 模 セ ン ター は 、42年 に計 算 セ ン ター か ら独 立 、パ

ンチ セ ン ター を 買収 して ス タ ー トした会 社 で 、2年 後 に コ ン ピュー タを導入 し

て計 算 セ ン ター に脱 皮 、

「そ の年 か ら1割5分 配 当 、3年 目か ら2割5分 に増 配 した。 業 容 は パ ンチ 、

受託 計 算 、 ソ フ トウエ ア 開発 、要 員 派 遣 で ほぼ4分 し、売 り上 げ は45年 度

の1億5,000万 円か ら48年 度 は3億8,000万 円」。

ただ し、同 社 の場 合 は メ ー カー系 ネ ッ トワー ク協 議 会 の副会 長 を して お り 、
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メ ー カー関連 企 業 か ら20%の 仕 事 が 出 てい る。

地 方 の計算 セ ンタ ー で 、 自治体 の業 務 を主 と してい る セ ン ター をみ る と

Aセ ン ターは90%ま で が 自治 体 の仕 事 だ が 「42年 に発 足 した と きは、3

年 間 は赤 字 と予 想 して い たが 、そ の年5,000万 円 の 売 り上 げ で1,000万

円 の利 益。43年 か ら1割 配 当 を続 け て い る。'45年 度 の 売b上 げ は1億

5,000万 円 で 、48年 度 は3億7,000万 円 」。

この セ ン タ ー、 県 の総 務 部 長 が社 長 に就 任 して い る こ と もあ るが 、同県 に も

う1社 あ る セ ン ター は民 間企 業 を、A社 は 自治体 関 係 を と互 い に 申 し合 せ て

い る こ と も成 功 の原 因。

39年 設 立 のB社 の場 合 も、県 庁 職員 が 社長 に就任 、 自治 体 業務 を 中心 に安

定 成長 を続 けて きた が 、.

'「43年 頃 か ら方 向 転換 を図b
、受 託 計算 オ ン リーか らパ ンチ 、 ソ フ ト開発

を加 え て 、45年 に3本 柱 を確立 。4年 目で黒 字 に な り、5年 目か ら1割 配

当 を続 け て い る」。

Cセ ンタ ー も44年 設立 の 自治 体 業務 中心 の セ ン タ ーだ が 、

「公 共 企 業 体 中心 だ が らあ ま り黒 字 も出せ な い。47年 か ら期 間 損益 が よ う

や く黒。 累 積赤 字 は ま だ残 って い る。 当初 は先 行 投 資 のつ も りで赤 字 でや っ

て き売。46年 頃 か ら ようや く正 規 の値 が とれ る よ うに な った。45年 度 の

売b上 げ は1億5,000万 円 で 、48年 度 は3億5,000万 円」

と、A社 、B社 の よ うに 自治体 か ら経 営陣 を迎 え てい な いだ け に、経 営 が軌道

に乗 った の は 、 やや お そ い。

パ ンチ業 務 が主 力 の 計 算 セ ン タ ー も、業 績 は 比較 的 い い。

Dセ ン タ ーは 、

「3年 前 まで は デ ー タ処 理 に力 を入れ て来 たが 、 も うか ら なか った の で、一
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般 セ ン ター とは 逆 に イ ン プ ッ ト専 門 に転 換 、 こ こ2～3年 は急 速 に伸 び て 、

45年2億7,000万 円が48年 度 は5億4,000万 円 の売 り上 げ と3年 で

倍 増 、利 益 は税 引後 で2,500万 円」

と好 調。 高 収益 の ポ イ ン トは 、特 殊 な労務 管理 に あ る。

E社 も金 融 関 係 を中心 に イ ン プ ッ トが主 力 だ が 、

「46年 度1億3,000万 円か ら48年 度2億9,000万 円へ と、売b上 げ

は 倍 増。 厳 密 な利益 管理 を実 施 して い て 、売b上 げ高 利益 率 は常 に13%前

後 」

と好 調。

<ビ ジ ョン と現 実 の ちが い》 でみ た よ うに 、 中小企 業 を対 象 に ス ター トした

セ ン タ ーは 、軌 道 に乗 るの が予 想 よりお くれ てお り 、売 り上 げ の伸 び 率 も低 い。

前 述 の 中小 企 業 近代 化 資金 に よ って 、中小 企 業 の共 同利 用 を 目的 に卸 団地 に

設 立 され た計 算 セ ン ターは 、43年 の設立 だ が 、

「4年 間 は赤 字 で 、47・48年 と ようや く収 支 トン トン、来 年 は 明 るい見

通 し」 ・

売b上 げ も、45年 の8,000万 円か ら48年 の1億4,000万 円へ と、他 のセ

ン タ ー と比較 すれ ば 低 い。

会 計 事務 所 が副 業 的 に始 めたF計 算 セ ン ター も、中 小企 業近 代 化 資金 に よ る

共 同 利 用 セ ン ター だ が 、

「41年 の設 立 で 、48年6月 決 算 で よ うや く黒 字。 当初 は、45年 で売 り

上 げ6,000万 円 を見込 ん で い た が 、48年 度 で5,500万 円 に な った と こ

ろ」。

た だ し、一 方 で計算 セ ン タ ー を経 営 して機械 化 して お い たお か げ で 、

「本 業 の会 計 事 務 所 の負担 が減 った。 こち らの仕 事 も手 作 業 で は と うて い無
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理 だ った し、本業 の会 計 事務 所 の信 用 も高 ま った」

とい う。

「副業 的 な計 算 セ ン タ ーは や が てっ ぶ れ るだ ろ う」(後 述)

とい う見解 もあ るが 、同 セ ン ター の よ うに 、セ ン ター業 が本 業 の プ ラス に 亘 っ

て い る場合 に は 、そ れ な りの強 さ を持 って い る ようだ。

発 足 後 い ったん は経 営 不振 に 陥 り、 メー カーや金 融機 関 が テ コ入 れ した とい

うセ ン ター も、面 接 対 象 企業 の 中 に数 社 あ ったが 、 そ の場合 の立 ち直 り状 況 は

ど うか。

37年 に設 立 され た あ る地 方都 市 セ ン ター は 、そ の後 需 要 が な く、6年 前 に

6,000万 円 の欠損 を出 して 、 メ ー カ ーが テ コ入 れ した が 、

「そ の後 、46年 は2億4,000万 円 の売 り上 げ で1,000万 円 の 利益 、

48年 は3億8,000万 の 売 り上 げ で4,000万 円の 利 益 」

と、売 り上 げ の伸 び は必 らず し も高 くな いが 着 実 に増 益 の道 を た どり 、現 在 は

2割5分 の高 率 配 当。 経 営 者 は 、

「今 後 もメー カー と と もに歩 む ⊥.(後 述)

とい って い る。

Gセ ンタ ーは 、地 元 有 志 に よ って40年 に設 立 され た が 、

「需 要 が な くて 設立2年 目で経 営 の ピンチ 」

と な り、 そ の後 地 元 の要 請 で 現 社 長 が就 任、

「自治体 の仕 事 だ け で は ム ラが あ る ので 、次 い で 中央 か ら進 出 の大 企業 を ユ

ー ザ ー と し、そ の後 地 元 中堅 企 業 を ユ ー ザ ー に組 み 入 れ 」

た が 、 テ コ入 れ 後2年 目で再 建 され 、3年 目か ら1割 配 当 で、今 年 か ら1割5

分 に増 配 した。

面 接企 業 中、成 長 率 がか なb低 か った の は 、46年 の 売b上 げ2億6,000
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万 円が 、48年3億6,000万 円へ と、2年 間 で20%弱 だ った企 業。 た だ し、

同社 の場合 も、37年 設 立 後7年 間 は無配 だ った が 、そ の後1割5分 の安 定 配

当 を続 け て い る。

〈ま え が き〉 で述 べ た よ うに、 面接 対 象 企業 は 、出 身系列 、規 模 、地域 的 分

布 な ど を勘 案 して選 出 され た もの で あ り、業 績 の良 否 に は全 く関 係 が なか った。

しか し、 この項 で紹 介 した企 業 は 、・面 接調査 対 象企業 の 中 で も比 較 的 業績 の い

い もの を選ん だ。 した が って 、 こ こに紹介 した 実態 が 調査 対 象企 業 の平 均 的 な

姿 で は ない こ とをお 断 り して お く。

3
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現 在 編

〈悩 み は 何 か 〉
c

経 営 に悩 み は つ き もの で あ る。 ま た 、 さま ざまの悩 み が あ り、そ のすべ て を

紹 介 す る こ とは 不 可能 で ある。 こ こでは 、 「現 在 の悩 み は何 か?」 とい う質 問

に対 して 、真 っ先 には ねか え って きた もの だけ を列 挙して み る。

最 も多 い のは 、人 材 に 関 す る もので あ る。

「優 秀 な人 材 を如 何 に導 入 す るか」

.「SEの 不 足」

rSEの 補給 が つ か ない。 そ の た め、 昨年1年 間 は新 規 業 務 の受 注 をス トッ

プ した」

「人材 不 足 か ら、既 存 ユ ー ザ ーの要 求 に応 じてい くの に手 一 杯 で 、昨年1年

間 は新 規 の営 業 活 動 は ス トッ プ した」

「地 元 の要 求 の方 が上 回 って い る。 そ れ に応 じるだ け の処 理 体 制(技 術 の向

上)が で き ない」

ノ

「技術 計 算 な どの未 開拓 分 野 で 、わ れ わ れ の手 の届 か ない もの が多 い」

「技術 力 の向 上 が必 要 だ が 、 ユー ザ ー の業 務 につ い て の知 識 を与 え て くれ る

教 育機 関 が ない こ と」

「SEは 時 間 をか け れ ば 育 つ が 、 マネ ー ジ ャーが い ない 」

ロ

等 々 の悩 み は、 人材 不 足 が成 長 の ネ ック に な ってい る こ とを、 は っき り示 して

い る。 この あ た りは 、

「今 まで の成 長 が速 や す ぎ たか ら、人 材 の成 長 が 需要 に追 い つ か ない」
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とい う悩 み に集 約 され 、計 算 セ ン ターへ の ニ ーズ がい か に高 い か が うか が え る。

同 じ人材 に関 す る悩 み で も、

rSEと 営 業 マ ンの両 方 の能 力 を持 った"新 種人 間一"を ど う育 て るかだ 」

とい うの は 、技術 者偏 重 へ の反 省 か ら、営 業 力 を強 化 してい きた い願 望 の現 れ。

しか し、一 方 にお い ては 、

「需 要 は い くらで もあ る のだ が 、最 近 は手 のかか る仕事 ば か り多 くて 、付 加

価 値 の高 い ものが 少 くな った。 この ま ま い けば 、知識 集 約産 業 ど ころ か 、情

報 化 時代 の労働 集約 産業 に な って しま う」

とい う悩 み もあ り、現 在 の活 況 、売 り上 げ の急上 昇 が 、必 らず しも好 ま しい も

の で ない こ とを物 語 ってい る。

「人件 費 との斗 い」

「コス ト中4割 以 上 を 占め る人件 費 の急 上 昇 」

「人 件 費 上 昇 分 の売 り上 げ を 、い か に伸 ば す かだ 」.

ど人 件 費高 騰 も悩 み の種 で あ る。 ⑳

「社 員 に給 料 を払 うため に経 営 して い る よ うな もの 」'

「この ま ま行 け ば 、 自転 車 操 業 だ」

等 の ボ ヤ キ も聞 か れ た。

「ユ ーザ ーの確 保 が問 題 。 値 上 げ交 渉 をす る と、過 当競 争 で他 の セ ン タ ー に

取 られ て しま う」

「メ ー カ ー直系 の計算 セ ン ター が 、 まず 委託 料 を安 く して仕 事 を取 り 、 次 い

で 自社 導入 をす す め る こ と」

「銀 行 が別会 社 を作 って進 出 す る こ と」

「電 電 公 社 の デ ータ通 信 との競 合 」

等 の 悩 み は 、業 界 構 造 の複 雑 さ を示 して い る。
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ま た 、 あ る大 手 セ ン ター の経 営 者 は 、

「関連 会 社 との調 整 」

と答 え 、 メ ー カー直 系 の大 手 セ ン ターで は 、 親会社 で あ る メー カ ー との間 に業

務 の移 譲 が こ こ2～3年 続 い てk・b、 そ れ を反 映 して 、

「激 動期 の人 材 定 着 性対 策 」

とい って い たo'.

「一 生 懸 命 や って 、ユ ー ザ ーが成 長 す る と、 自社 導 入 され て 売 り上 げ が激 減

す る 」

「大 き な仕事 をす れ ば す るほ ど、 自社導 入 ざ れ た とき の シ ョック が大 きい 」

「原 価 計 算方 式 の確 立 と生 産 性 の向 上 が悩 み の種 」

等 は 、計 算 セ ン ター業 の むず か し さを表 わ してい る。

「初 期 費用 が とれ な い。 医者 が診 察 料 タダ で 、薬 だ け 売 って い る よ うな状 態 」

「知 的 な もの に対 す る価 値 が 認 め られ な い 」

o

とい う悩 み も依 然 と して強 く、情 報化 へ の課 題 とい え る。

〈経 営 悪 化 の 理 由 〉

「成 長 産 業 だ とい われ て い るの に 、何 故 そん なに も うか ら ない のか?と 、銀

行 か ら不 思議 が られ た」

と 、 あ る経 営 者 は苦 笑 す る。

通 産 省 の統 計 を引 用 す る ま で もな く、計 算 セ ン ター の経 営 は悪 化 し続 け てい

る し、 ほ とん どの経 営 者 がそ れ を認 め て い る。 そ の理 由は何 か?
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第1は

「低迷 は泥 試 合 が原 因」

とい う言 葉 に代 表 され る よ うに、過 当競 争 で あ り、第2は 、

「健 全経 営 の立 場 か らす れ ば 、人件 費 の上 昇 は15%か ら20%に 抑 え た い

の だ が … … 」

とい う意 見 にみ られ る人件 費 の急上 昇 、 そ して第3は 、計 算 セ ン ター業 の特 性

か ら くる経 営 の姿 勢

あ る。 ・

とい うのが 、面接 調査 の結 果 か ら集 約 ざれ る結 論 で

'

〈何 が 、 業 界 を 混 乱 させ た か 〉

♪

そ れ で は"過 当 競争"と 指 摘 され る業 界 の混 乱 は 、何 故起 きた の か。 この点

に つ い て最 も批 判 が 多か った のは 、い さ さか責 任 転 嫁 で あるか も知 れ ない が 、

電 算 機 メー カーで あ る。

「メー カー の マ シ ン売 り込 み が 、計 算 セ ン ター を乱立 させ た」

「各 メー カーが シ ョー ウイ ン ドー的 に計算 セ ンタ ー を設 立 して きた か ら」

「メ ー カー が"他 の狙 い"(コ ン ピュ ー タの販 売 促 進)で 計 算 セ ン ター を設

立 した 」

「コ ン ピュ ー タ を売 った メン ツ もあ り、 レ ン タル料 が入 らな くな る と、代 り

に仕 事 を持 って くる」

等 々 の批 判 が聞 か れ た。 そ う して、

「国 産 メー カ ーは押b売 りば か り考 え てい るが 、IBMは 、 自分 で やれ る力

が ある とみ た セ ン ター にだ け マ シ ンを売 る方 針 だ」
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と、両 者 の姿 勢 が全 く逆 で あ る こ とを指 摘 す る者 もいた。

「メ ー カ ーは 、計 算 セ ン ター を ひ とっ の業 界 とみて い ない」

「メ ー カ ーが主 催 す る計 算 セ ン ター の会 合 に 出てみ る と、計 算 セ ン ター を下

請会 社 く らい に しか 考 え て い な い」

と、 きめ っ け る経 営 者 もいた 。
●

しか し、一 方 で

「メー カ ーは も っと計 算 セ ン タ ー に仕 事 を出 し、 セ ン ター の経 営 指 導ま で や

るべ きで ある」

とい う意 見 の経営 者 が あ った こ とか らみ る と、 メー カ ーに この よ うな考 え 方 を

持 たせ る原 因 が、 業 界側 に な し と し得 ない よ うだ。

第2は 、計 算 セ ン タ ーが 、

「認 可 も要 らず 、 人 と コ ン ピュ ー タ さえ あれば 誰 で もで きる商 売 で ある こ と」

で あ り、特 に ノ

「ユ ーザ ーが あ き時 間 を安 く提 供 して い る。 パ ン フ レ ッ トまで 作 って い る と

こ ろ も あ る」

「ユ ー ザ ーが半 分営 業 的 に や って い る」

とい う声 に み られ る よ うに 、 ユ ー ザ ー の進 出が最 近 は 特 に問 題 に な って い る。

ユ ー ザ ーが 副業 的 に情 報 処 理 サ ー ビス を行 う場 合 には 、

「計 算 セ ン ターは 本 業 で利 益 を あげ て償却 しなけれ'ば な らない が 、 ユー ザ ー
《《～/

は本 業 の 利益 に よって償 却 す る こ とが で き るか ら、 全 く競 争 に な らない」一

と、 ユ ーザ ーの有 利 性 を指摘 す る声 が あ った。 一 方 、

「親 方 が し っか り して いれ ば 、ダ ン ピン グ して も倒 産 しない 、そ れ が業 界秩

序 を乱 して い る」

「株主ユーザーは、自分 たちのメリッーに なれ ば 、計 算 セ ン タ ーは赤 字 で もい い と
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占

考 え て い る し、社 員 もそ れ に甘 え る傾 向 が ある。 彼 らか ら も正 当 な料 金 を と
'

'

る よ う、公 私 の ケ ジメ を つ け るべ きだ」

とい う、 ス ピンオ フ ・セ ン ターへ の批 判 が あ った。 大 手 セ ン ター と中小 セ ン タ

ー との関 連 では 、地 方 の 中小 セ ン タ ーか ら

「中央 の大手 セ ン ター が地 方 へ 進 出 して 、地 元 セ ンタ ー を圧 迫 して い る」

とい う意 見 が あ った の に対 して 、大手 セ ンタ ー側 か らは 、

「年 間 売 上 げ1～2億 円程 度 の計算 セ ン タ ーが 密集 しす ぎて お り 、 これ が安

値 で業 界 を混 乱 させ て い る」

とい う意 見 が あ った。 ま た 、

「大 手 だ 、中小 だ とい って も、 大手 は大 企業依 存 、 中小 は官庁 依 存 で 、所 詮 、

誰か に依 存 して生 き て きた とい う点 で は同 じだ。 独 自の経 営 が で き なか った

こ と そ こに業 界 混 乱 の原 因 が ある」

「大 手 セ ン ター の安 値 受 注 は仕方 が な い。 大 手 で なけれ ば大 型 機 を設置 で き

ない のだ か ら。 そ れ が 自由競 争 とい うものだ」

等 の意 見 もあ った。

計 算 セ ン ター は 、発 生 の経 緯 か らみ て 、① メー カー 直系 のハ ー ドウ エア セ ー

ルス のサ ー ビス部 門 、② ユ ーザ ー大 企 業 か ら分離 した系 列 企 業 、③ い くつか の

企 業 ま た は組 合 が共 同 で設 立 した もの 、④ 独立 系企 業 な ど の形 態 が あ り、

複 雑 な業 界 構造 に な って い るが 、 こ う した業界 構造 が混 乱 の原 因 に な って い る

と して 、次 の よ うに指 摘 した意 見 が あ った。

「メー カ ー系 セ ン タ ーは 受 託 計 算料 で収 益 を あげ るこ と より も、そ の後 コン

ピュ ー タ を 自社 導 入 して くれ る こ とを考 え て商 売 を してい る。 大 手 ユ ー ザ ー

系 セ ン タ ーは親 企 業 か ら大 部 分 の仕 事 が 出 るか ら、少 し く らい安 く して も、

あ き時 間 が埋 まれ ば い い。 共 同利 用 セ ン ターは業 と して成 り立 た な くて も株

付 一23
'



主 のサ ー ビス に なれば い い。 そ うい う、親 企 業 の さ ま ざ ま な思 惑 や利 害 を背

景 に して、計 算 セ ン ター業 界 が形 成 され 、熾 烈 な競 争 を展 開 して い る。 しか

し、考 え てみ れ ば 、 自分 の利 益 よりは 、そ れ ぞ れ の'背 後"の 利 益 の た めに

競 争 し てい る の だ か ら、 言 らて み れ ば 、"代 理 戦 争"の よ うな もの で あ る 」

とい う代 理 戦 争論 、

「ほ とん どの計算 セ ン ター の背 後 に は 、それ ぞ れ のオ ーナ ーが い るの だか ら、

プ ロ野球 の 世界 の よ うな も の」

とい う、計 算 セ ンタ ー ・プ ロ野球 論 な ど。

ま た 、過 当競 争 と業 界 の信 用 との関 連 につ い て 、次 の よ うな意 見 が あったが1

十 分考 え て み なけれ ば い け ない 問題 と思 われ る。

「日本 で は無 形 の もの が評 価 され ない とか 、わ れ わ れ の業 界 の社 会的地 位 が .

低い ことを嘆 く声 は よ く聞 くが 、計 算 セ ンタ ー業 界 の 信用 を失墜 させ てい る も

のは、業界 の過 当競争 自身 で あ る。 入 札 の と きな ど高値 と安 値 で10倍 の 差 が

あることもある。計算 セ ン タニ の原 価計 算 は一 体 ど う な って い る のか 、そ ん な

デ タラメな商売 なのか とお 客 さん か ら冷 や か され る」 ・

とい うわ け で あ る。,

前述 の計算 セ ン ター プ ロ野 球論 に 関連 して

「どん な業 界 に で も、そ の 業 界 を リー ドして きた人物 がい る もの だ が、計 算

セ ン ター業 界 に は 、そ の よ うな リーダ ー シ ップを と って きた人物 が い ない。

計算 セ ン ター業 界 とい う業 界は 、 実 は存 在 しない の だ」

とい う経 営 者 もい た。 果 して計 算 セ ン ター"業 界"と い う ものが あ るのか?

とい う問題 に つ い て は 、

「業 界 の中核 は は っき り して い るが 、 外延 は不 明 だ。 ユ ーザ ～ が半 分営 業 的

にや って い るか ら」
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「メー カーは 、計 算 セ ン ター を ひ とつ の業界 とみ て い ない 」(前 出)

とい った意 見 が あ った。 しか し、一 方 で は

「わ が 国 の場合 は 、米 国 の よう に大 学 や 銀行 が副業 的 にや って い ない だ け 、

ま だ ま しだ」

とい う意 見 もあ った。 ま た 、

「通 産 省 は 、現 状 を一 体 ど うみ て い るの か。 自分 た ちが勝 手 に作 った のだ か

ら とい って 乱立 させ よ う とす る動 き もみ られ る」.

と 、政 策 の根本 姿 勢 を問 う人 もあ った。

〈 も う か ら な い 、2つ の 宿 命 〉

●

何 故 、計 算 セ ン タ ーは 、 か くも も うか ら ない商 売 な のか?大 き な理 由 と し

て 、 多 くの経 営 者 は2つ の事実 を あげ 、 「そ れ は計 算 セ ン タ ーの宿 命 と もい え

る も ので ある」 とい う。

「も うか ら ない理 由 の最 た る も のは 、計 算 セ ン ター を利 用 してい た顧 客 が 、

や が て育 って くる と.自社導 入 す る こ とで ある」

と い う意 見 に代 表 され る"ユ ーザ ー ・ ド・ ップ"の 現 象(前 出)で あ る。

「月間7～80万 円 か ら100万 円 の ユ ーザ ー に な る と自社導 入 して い き、

そ の た め に、そ の年 は 欠損 に な る」

「一 生 懸 命 や って ユ ー ザ ーが成 長 す る と、 自社 導 入 され て売 上 げ が 激減 す る」

(前 出)

「大 き な仕 事 をすれ ば す るほ ど、 自社 導入 され た と きの シ ョ ック が大 きい」

(前 出),
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等 々 の 意 見 が あ った。

2～3年 黒 字 決 算 の あ と赤 字 に な っ た セ ン タ ー が 何 社 か あ った が 、 この よ う

に 、 計 算 セ ン タ ー の 経 営 を 不 安 定 に して い る 理 由 の1つ は 、 ユ ー ザ ー ・ ドロ ッ

プ の 現 象 で あ る て も う ひ とつ の 理 由 は 、 周 期 的 な機 種 の 入 れ 替 え で あ り 、 こ れ

に つ い て は 後 述 す る。

「わ れ わ れ の ユ ー ザ ー が 育 って くる と 、 メ ー カ ー が 横 か ら割 り込 ん で きて 、

マ シ ン を 売 りつ け る。 だ か ら 、 そ ん な と き は マ ー ジ ン を寄 こせ 、 と メ ー カ ー

に 言 っ て い る の だ が … … 」

と い う意 見 が あ っ た。 また 、 現 実 に

ノ

「従来 の 月間 委託 料 の6ヵ 月分 を、手 数 料 と して も ら うこ とに して い る」

とい うセ ン ター もあ った。 いず れ にせ よ、 ユ ーザ ー の 自社導 入 が経 営 に及 ぼす

影響 は 大 きいわ け だが 、 こ こか ら出て くる

「計 算 セ ン タ ーが育 て た ユ ーザ ーが 自社 導 入 した場 合 には 、国 は一 定 額 の補

助金 を セ ン タ ー に出 す べ きで あ る。 そ れ だ け情報 化 に貢 献 したわ けだ か ら」

とい う主張 は 、補 助金 が 妥 当で あ るか ど うか は別 に して 、計 算 セ ン ター が如 何

に ユ ーザ ー ・ ドロ ソプに悩 ま され て い るか 、 ま た 、情報 化 の拡 大 に役 立 って き

た か を物 語 って い る。

これ に対 して

「ユ ー ザ ー は 、本 当 は 自分 でや りた い の だ が 、 自分 では 分 ら ない か ら計 算 セ

ン ター を利 用 して い るの だ。 や が て 自社 導 入 してい くのは 自明 の理 」

「ユ ー ザ ー は 、裏 で は 自分 でや りた い気 持 を持 ってい るは ず」

とい う意 見 が あ った。 、

計 算 セ ン ターが も うか ら ない第2の 原 因 は 、

「固定 費 が高 す ぎる こ と」
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♪

で あ り、 とれ が

「機 械 を寝 か せ た ら全 くのゼ ロだか ら、損 を して も仕事 を と って くる とい う、

過 当競 争 の原 因 に な って くる」。

「損 益 分 岐 点 まで くる と、売 り上 げ 増 が利 益 増 に直 結 す る」

の だ が 、

「受 託 計算 料 が安 いか ら、夜 間作 業 を して 、1日20時 間 も稼動 させ て よ う

や く利益 が 出 る」

状 態 なの で あ る。

加 え て 、

「技 術 進歩 が激 しいか ら、償 却 後 の黒 字 を とる こ とが で き ない 」。

ユ ー ザ ーの 自社導 入 が 計 算 セ ン ター の経 営 を不 安 定 に して い る第1の 原 因 で

あ る こ と は 前 述 し た が 、第2の 原 因 は、数 年 ご とに新機 種 の導入 や レベ ル ア

ップ を図 らなけ れ ば な らない こ とで あ る。

「6年 間 の償 却 期 間 中 ハ ー ドウエ ア が持 た ない。 実 際 は4年 」

「4年 に1回 、 コ ン ピュ ー タの レベ ルア ップが必 要 だ。4年 間 で蓄 積 で きれ

ば い い の だ が … …。1年 目は新 機 種 を入 れ て苦労 す る、2年 目は何 とか 、3

年 目は もうか る、そ こで4年 目に レベ ル ア ップが や って くる とい うこ

との繰 り返 し」

なの で あ る。

た だ 、 こ う した状 況 に つ い て は 、一 部 で は反 省 も 出かか って い る。

'
rメ ー カー の押 しつ け も あるが 、急 い で新機 種 を入 れす ぎた き らい もあ る」

「この ま ま で は 、 メ ー カ ーに奉 仕 す るだ けの結 果 に なる」

とい う反 省 もあ り 、

「買 い取 りで償 却 後 ま で使 うこ と 利益 を あけ るた め に はそ れ しか ない。
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それ に適 した仕 事 を と って くる こ とだ 」

「絶対 に もうか って い るセ ン ター は 、 中古 機 を 買い取 り、そ れ を使 い こ な し

て い る ところだ 」

とい う指摘 もあ った。 しか し、す べ て の計 算 セ ンター が こ う した経 営 姿 勢 で あ

っては 、社 会 的 ニ ーズ に応 え て い くこ とが で きない。 そ こで 、.

「計 算 セ ン ター の仕 事 は 、 も うか ら な くて も価 値 の あ る仕 事 と、 も うけ るた ・

め の仕 事 と、2つ に分 け て考 え る べ きで あ る」

とい う考 え方 も出 て くる。 そ の ほ か 、

「若 い産 業 で 、歴 史 もない か ら原価 計 算 の基 準 が ない。 マク ロ的 な統 計 デ ー

タもない し、ミク ロ的 に原価 計 算 の方 式 を考 え て も結 果 との 里離 が大 きす ぎる。

見積 りひ とっ と って も、 あ ま り に も人 間 的 な変 動要 素 が多 す ぎる」

とい う悩 み は 、 すべ て の計 算 セ ン ター に共 通 の もの とい え よう。

こ こに あげ た経 営 者 の悩 み は 、 いず れ も計 算 セ ン ター の本 質 に よ る もの とい

え る。

■

〈地 方 セ ン タ ー の 悩 み 〉

そ の 他 に 、 地 方 セ ン タ ー に は 、都 市 の セ ン タ ー に は な い 独 自 の 悩 み が あ る。

「40年 代 前 半 は 東 京 よ り5年 はk・ くれ てk・ り 、 仕 事 を と る とい う よ り は 、

コ ン ビ=一 夕 のPRに 回 って い る よ う な も の だ っ た が 、最 近 は あ ま り差 が な

く な っ た 」

とい う言 葉 に み られ る よ う に 、 コ ン ピ ュ ー タ リゼ ー シ ョ ン の地 域 格 差 は 、 こ こ

数 年 、 か な り解 消 さ れ て は い る が 、 そ れ に つ れ て 、 新 らた な悩 み も 出 て い る。

、

、
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「地 方 都 市 では 、大 企 業 は 中央 の大 手 セ ン ター に依 頼 す る し、中 堅 企業 は小

型 機 を 自社 導入 す る。 中小 企 業 は コ ン ピュ ー タに対 す る理 解 が な い」

とい うのは 、東 京 や大 阪 な ど大 都 市 の近 県 に あ るセ ン ター の悩 み。 北 九 州 市 の

あ る セ ン ターは 、

「大企 業 の支店 は東京 本 社 で処理 す る し、地 元 の中堅 企 業 もそ の下 請 が 多 い

の で 、親 企業 で一 括処 理 す る。 結 局 、 われ われ は 中小 企業 を対 象 にす る以 外

に ない」

とい って い る。

一 般 的 に大都 市 の セ ン タ ー と地 方都 市 の セ ン ター とは 、ユ ーザ ー層 で根本 的

な ちが い が あ る。 都 市 型 セ ン ターで は 規 模 の大 小 を問 わず 、 ユ ー ザ ー数 か らみ

て コ ン ピュー タの既 導入 企 業 が多 い の に対 して 、地方 型 セ ン タ ー で は 、ユ ーザ

ー のほ とん どが未 導 入企 業 で あ る。 そ して 、 こ こか ら次 の よ うな意 見 が 出 て く

るo

「都 市 の大 型 セ ン ターは 技 術 水 準 が 高 くて 、地 方 セ ン ター は低 い と よ く言 わ

れ るが 、特 定 の親 企 業 の た め に高 度 な仕 事 をや って い る大 手 セ ン ター と、技

術 的 には水 準 の低 い仕 事 で も中小 企 業 の合 理化 のた め に一 生 懸 命 や って い る

地方 セ ンタ ー と、社 会 的 に果 して い る役割 は 自 ら異 るは ず。 どち らがえ らい

とい う気 は ない が 、計 算 セ ン ター の社 会 的 な評 価 基 準 を明確 に し、それ に よ

って政 策 も検 討 す べ きで あ る。通 産 省 は、地方 の 中小 セ ン タ ーは余 分 の もの

の よ うにい って い るが 、 わ れ われ の実 態 を、一 体 ど こまで 知 ってい るの か」

そ の他 、地 方 セ ン ター の悩 み と して は 、

「新 しい ユーザ ーは 比較 的 い い料 金 が も らえ るが 、昔 か らの ユ ー ザ ーは ど う

して も値上 げ が で き ない。 小 さ な街 で は古 い顔 な じみ なの で 、無 理 な値 上 げ

要 求 もで き ない し、ま して仕 事 を断 る な どは とん で もない話 だ 」
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とい った 、 市場 の狭 さか ら くる もの や

「求 人先 が地 元 の大 学 に限 られ るが 、地 方 大 学 の学 生 も、 コン ピュ ー タを勉

強 す る よ う な人 はみ な 、 中央 へ 出 たが る」

とい う増 幅 され た求 人 難 の問 題 もあるが 、

「最近 で は 、地 方 か ら中央 へ 出て い た学 生 のUタ ー ン現 象 が か な りあ り、そ

うい った 人間 は定 着 性 も高 い 」

とい う。

、

〈試 練 期 が や っ て くる 、何 故?〉

今 回 の面 接 調 査 で最 も強 烈 に印 象づ け られ た こ とは 、ほ とん どの経 営 者 が 口

をそ ろえ て

「このま ま 推移 す る と、業 界 と して大変 な こ とに な る」

「必 らず 業 界 の試 練 期 が や って くる」

「自然 陶 汰 は避 け られ ない」

とみ て い る ことで あ る。 だ か ら こそ 、各 経 営 者 ともそ の 試練 期 を ど う乗 り切 る

かで 懸命 に知 恵 を絞 り 、 ビジ ョンを求 め て模 索 して い る ので ある(未 来 編参 照)。

い つ 頃 、何 故 、試 練 期 が や って くるの か?

「この業 界 は歴 史 が浅 く、経 営 も先 行 投 資 的要 素 が強 く、4～5年 目か ら

黒 字 に なれ ば い い と思 ってい る所 が多 い。 今 は先 行 投 資 の回 収 の と きだ が 、

そ れが 回 収 で き ない とな る と、つ ぶ れ る と ころが 出て くる。43～44年 頃

で きた セ ン タ ーは 、 こ こで人 件 費 の急 激 な上 昇 に 耐 え られ ず 、50年 頃 に は

倒 産 す るだ ろ う。 そ れ まで は持 ち こた え られ る」
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「今 で も赤 字経 営 の会 社 は 多 い が 、計 算 セ ン ター の赤 字 は経 費 が増 大 しす ぎ

た こ とか ら くる も のが 多 い か ら、5年 くらい は持 ち こたえ られ るだ ろ う。 計

算 セ ン タ ーが乱 立 したの は42～43年 頃だ か ら、そ の限 界 が くるの が49

年 度 あ た りだ。 した が って 、49年 か ら50年 に か け て倒 産 企 業 が 出た り、

系 列 化 が 進展 してい くだ ろ う」

等 は 、計算 セ ン タ ーの 発 生 過程 と特 性 を ふま え た上 で の意 見 。 そ のほ か＼

「計 算 セ ン ター業 界 は 、常 に新規 参 入 が あ ってス ソ野 がぼ や け てい る。 新規

参 入 が避 け られ な い以 上 、 自然 陶汰 を待 つ しか ない で は ないか 」

「最 近 は金 融機 関 が預 金 者 の た め に情報 処理 を無 料 で サ ー ビス す る傾 向 が強

くな って い る。 これ を この ま ま放置 してお くと、地 方 の計 算 セ ン ターはみ な

つ ぶ れ て 、金 融 機 関 が情 報 機 関 もに ぎる こ と にな って しま う。 これ は 、恐 る

べ き こ とだ 」

「中小企 業 を主 体 に や ρ て きた地 方 の中小 セ ンタ ー は、電 電公 社 の デ ー タ通

信 サ ー ビスに食 われ て 、 や が て倒 産 せ ざる を得 な くな る」

等 は 、い わ ゆ る"新 規 参 入 問題"が 既 存 の計算 セ ンタ ー をお び や か す こ とに な

るだ ろ う とい う見解 。
'

「この不 況 で、 ユ ーザ ーは 不要 不 急 の情 報 処理 を手 控 え るだ ろ うか ら、オ ー

バ ー フ ロー しな くな って くる。 大 企 業 に依 存 して い る計 算 セ ン タ ーは 、今 年

1年 で か な り 自然 陶汰 され るの で は ない か」

とい うの は 、不 況 の影 響 を予測 した 見解。

そ の他 、'

「計 算 セ ン タ・一 はス ケ ー ル メ リ ッ トの ない業 種 とい われ て き た が 、本 当 は そ

う で は な い.夫 手 セ ン タ ー が ス ケ ー ・レメ リ ・ トを追 求 す る雌 で ・年 間 売 り

上 げ1億 円前 後 の セ ン タ ーは か な り陶 汰 され るの で は ないか 」
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とい う意 見 も、大 手 セ ン ターの経 営 者 に あ った し、

「情報 処 理 サ ー ビス業 が完 全 に 自由化 され れば 倒 産 が 続 出す るの で は ないか 」

「日本 ア イ ・ピー ・エ ム が会計 情 報処 理 の オ ン ライ ン ・サ ー ビス を計 画 中 と

い われ て い るが 、 こ れ が実 現 す る と、地 方 セ ン ター の痛 手 は大 きい」

と外 資 問題 を指摘 す る経 営 者 も2人 あ った。'

す で に整 理 、統 合 の段 階 に来 てい る と して 、

「40年 頃 に か な りの計 算 セ ン タ ーの倒産 が あ った が 、最 近 っ ぶ れ た話 を聞

か ない の は 、経 営 を 肩代 りす る ものが あるか らだ。 そ の意 味 で は 、吸収 合 併

などが進 み っ っ あ る とい え る」

「大 手 は 買収 や 合併 を狙 って い る。 や りたい とこ ろが あ る の と同様 、や って

ほ しい と ころ も'かな りあ る ので は ないか。 今 年 が分 れ 道 だ 」

とい う経 営 者 もあ り、 中 に は

「泡沫 的 なセ ン ター は業 界 の信 用 を落 すだ け 」

と、む しろ積 極 的 に賛 成 の経 営 者 もあ った。

し か し、 一方 で は、

「そ れで は 、生 き残 るべ き適 者 とは 、 一体 誰 なの か 」

とい う問 いか けが あ り 、

「資金 源 が確 立 して い る とこ ろ が生 き残 るこ とに な り、 社会 への 貢 献 度 や技

術力 な どの 点 で残 る べ きか 否 か が決 め られ な い とこ ろ に計 算 セ ン タ ー業 界 の再

編 成 の問題 点 が あ る」

と指摘 す る人 もあ った。

こ の よ うに 、ほ とん どの経 営 者 が 、今年 ない しは2～3年 後 に 、 きび しい 試

練 期 が到来 す る とみ て い る中 で 、

「確 か に こ こ2～3年 は非 常 に苦 しいだ ろ うが 、そ れ を乗 り切 れ ば将 来 は 明
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る い 。 倒産 企 業 が続 出 す る よ うな こ とは あ るまい 」

とい うの は 、45年 以 降1割 の安 定 配 当 を続 け てい る 、 メー カ ー系 セ ン タ ーの

経 営 者 で 、 「潜 在 需要 は無 限 に あ る。 競 争 が 激 化 して や りに くく な った の は 、

無能 な経 営 者 の言 い逃 れ 」(前 出)

ときび し く批 判 した のは 、 この人 で あ る(〈 経 営 環 境 は、 ど う変 ったか〉 参 照)。

ま た 、

「これ か ら環 境 は きび し くな るだ ろ うが 、米 国 とち が って 、 わ が 国 の計 算 セ

ン ター は メ ー カーや大 手 ユ ー ザ ー な どの"ヒ モつ き"の ところ が 多い か ら、

米 国 の よ うに きび しい 試 練期 が や って くる こ とは ないだ ろ う」

とい うの は 、某 メー カー直 系 セ ン ター の経 営 者。 は っき り と、倒 産 す る よ うな

試 練 期 を 否定 したの は 、 こ の2人 で あ った。

〈新 規 参 入 は ど うな る か 〉・

令

■

上 述 の よ うに 、計 算 セ ン ター業 界 の前途 に重大 な影 響 を及 ぼ す と考 え られ る

の が 、 この業 界へ の"新 規 参 入 問 題"で あ る。 計算 セ ンタ ー業 界 、情 報処 理 サ

ー ビス 業 界 は 、今 まで常 に あ らゆ る業 界 か らの新規 参 入 に悩 ま さ れ続 け て き た

わ け だ が 、 この傾 向 は今 後 も続 くのか 、そ れ を阻 止 し得 るの か。 ま た 、阻 止 す

る のが 妥 当 なのか 。

「新 規 参入 は も うない だ ろ う。 あ ま りも うか る商 売 で は ない とい う計 算 セ ン

タ ー業 界 の 実態 が分 って きた か ら。 これ か らの大 手 ユ ーザ ーは 、計算 室 を独

立 させ る よbは 、FM(フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト)を 利 用 す る方 向へ

向 う一だ ろ う」
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ど言 うのは 、 あ る大手 ユ ーザ ー か らス ピンオ フ した セ ンター の経 営 者 。 確 か に 、

大 手 ユ ーザ ーが"コ ン ピュー タ室 の採 算 性"の 問題 に 目覚 た と き、 これ を切 り

離 して独 立 の計 算 セ ン ター とす るの か 、 あ るい は 、 コ ン ピュ ー タ室 の運 営 管 理

一 切 を外 部 の専 門 業 者 に委 託 す る方 向 へ 向 ってい くのか そ のい ず れ を と

る のか に よ って 、 業 界 の将 来 の ビジ ョン も大 き く変 って くる こ とに な る。 これ

に対 して

「わ れ わ れ が方 向 を見失 って 混 乱 して い る間 に 、大手 ユー ザ ーか らの ス ピ ン

オ フが 出て くる と、独立 系 の セ ンター は つ ぶ れ るだ ろ う」

とい う意 見 もあ った。

へ

こ う した新規 参 入 を抑 制 し、既 存 業 界 の秩 序維 持 の た め に、情 報処 理 サ ー ビ

ス 業者 の登 録制 ない しは免 許 制 を実施 すべ きで あ る と積 極 的 に主 張 す る人 は 、

面 接者 の ほぼ3分 の1程 度 で あ った。

「不動 産 業者 で も許 可 制 を と ってい るの だ か ら」

「登録 制 を実 施 す る こ とに よ り、そ れ が もとで 、業 界 の協 調 性 が 生れ て くる

だ ろ う」

等 々の理 由 で 、何 らか の規 制 を積 極 的 に主 張 す る。 これ に対 して 、

「本 来 な ら、成 長 産 業 で あ る し、,もっ と前向 きに考 え るべ きな のだ ろ うが 、

業 界 の現 状 をみ てい る と、経 営 者 の エ ゴ と して は 、 や は り登 録 制 を主張 した

くなる」

な ど とい う意 見 の よ うに 、不 本 意 だ が現 状 で は登録 制 も止 む を得 ない と

す る意 見 が約3分 の1。 積 極 的 に主張 す る前 者 と合 せ て 、約3分 の2の 人 が 、

登 録 制 に賛 成 して い る こ とに な る。

これ に対 して

「簡単 に登 録 制 だ 、免 許 制だ と主 張 しす ぎ るの で は ない か。 う っか り これ を

付 一34



■

採 用 す る と、銀 行 の よ うに 、重 役 の人 事 にま で役 人 が介入 して くる。 登 録 制

免 許 制 の実態 を本 当に知 って い るの か」

と反 対 す る意 見 も、少数 なが ら あ った。 しか し、 「現 在 、業 務 の95%ま で が

親会 社 の銀 行 の 仕事 」 とい う、 あ る銀 行 直系 の計 算 セ ン ターす らが 「登 録 制 は

必要 」 と主 張 してい た。

情 報処 理 サ ー ビス業 に新 規 参入 は宿 命 なのか?

rl960年 代 の タテ割 の 産 業区 分 か ら、70年 代 には ヨ コ割 の区 分 に な り

つ つ あ るか ら」

「システ ム思 考 は あ らゆ る産 業 に あ る し、また 、 必要 だ。 した が って新 規 参

入 は防 ぎ得 ない 」

「あ らゆ る産 業 が コ ン ピ ュ ー タを使 って い る以 上 、 あ らゆ る分 野 か らの新規

参 入 が あ る」

等 の見 解 もみ られ たが 、 この よ う な意 見 の人 も、野 放 しの現状 を是 とす る ので

は な く、何 らか の業 界秩 序 が 必要 とす る人 が 多か った。 ま売 、

「専 門業者 と して の社会 的地 位 を高 め るた め の登 録 制 、許 可 制 な ら実 施 す べ

きで あ り 、新 規 参 入 抑 制 の 効果 は 、 そ の結果 副次 的 に生 ず る もの で あ る」

とい う意 見 もみ られ た。

〈当 面 の 敵 、電 電 公 社 と銀 行 〉

●

計 算 セ ン タ ー業 界 が新規 参 入 抑 制 す べ しとす る背 景 には 、電 電 公 社 問題 と銀

行 問 題 が あ る。

電 電公 社 が 実施 す るデ ー タ通 信 サ ー ビス の民 間計 算 セ ン ターへ の影 響 は 、 次
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第 に深 刻 に な りつ つ あ り、

「中小 企 業 を主体 に や って きた地 方 の中小 セ ン タ ーは 、電 電公 社 に食 わ れ て 、

や が て倒 産 せ ざ るを得 な くな る」.

「何 故 、業 界 が一 丸 とな って 、 これ に反 対 しない のか 」

「通 産 省 は現 状 を一体 ど うみ てい る のか。 何 も手 が 出せ ない の か」

等 々、 きび しい意 見 が み られ 、

「公 社 は 、 あ くま で通 信 回 線 の提 供 に とどま るべ し」

「公 社 は 、い わば 国 営 計 算 セ ン ター なの だ か ら、 自 らや るべ き分野 が あ るは

ず 」 ・ 一

「税金 で 開 発 した ソ フ トウエ ア なの だか ら 、 これ を民 間業 者 に安 い値 段 で開

放 すべ きで あ る」

「い ず れ にせ よ、公 社 は将 来 の方 向 をわ れわ れ に明 示 す べ きで あ る」

とす る意 見 が あ った。

「電電 公 社 は 、将来 民 間 計算 セ ン ター を吸 収合 併 す るこ とが十 分 あ り得 る」

と予 測 す る経 営 者 もい た。

「電 電 公 社 は まだ い い 、情 報 処理 業 とい う同 じ土 俵 の上 で の競争 なのだ か ら。

問 題 は銀 行 が預 金 獲 得 を狙 って無 料 の計 算 サ ー ビス を してい る こ とだ 」

とい う意 見 にみ られ る よ うに 、最 近 は銀 行 に対 す る批 判 が強 ま って い る。 完 全

に"無 料"で は ない場 合 で も、

「オ ン ライ ンの バ ックア ップ ・マ シ ンを 、 ただ遊 ば せ て お くより は、 とい う

こ とで や るのだ か ら 、到底 わ れ われ が対 抗 で きる料 金 で は ない 」

「大 蔵 省 が これ を規 制 す る よう、協 会 を通 じて働 きか け るべ きで ある」

と主張 して い る。 金 融 機 関 が この よ うな計 算 サ ー ビス を す るこ とにつ いて は、

「わ れ わ れ専 業 者 が顧 客 の情報 を扱 う場 合 には 、 これ を他 に洩 ら して は な ら
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ない 義務 が あ るはず だ。 と ころが銀 行 は 、取 引先 の信用 調査 もか ね て行 うの

だ か ら、 情 報 の多 目的 利 用 とい う こ とに な り、 わ れわ れ の モ ラル を低 下 さ せ

る こ とに もな って くる」

と指 摘 す る経 営 者 もい た。

「電 電公 社 にせ よ銀行 にせ よ、彼 らが進 出 して き た場 合 の 、われ われ へ の影

響 は 、個 々 の経 営 者 が経 営 努 力に よ って対 処 し得 る範 囲 を こえ て い る。経 営

ベ ー ス の競 争 で な くな って くる と ころ に こそ 、問 題 が あ る」

とい う声 も聞 かれ た が 、 次 のよ うな事 実 は 、 この 間 の事 情 を如 実 に物 語 って い

る。

「当社 は設 計 計 算 の あ る部 分 で独 自の ソ フ トウエ ア を持 ち 、そ の部 分 で は高

い シ ェア を誇 って きた。 しか し、 も し当社 の ソ フ トと同 じ ものが電 電 公 社 の

DEMOS(科 学 技術 計 算)に 組 み 込 まれ た ら ど うな るか。 公 社 は オ ン ラ イ

ン、 当社 は バ ッチ処 理 だ か ら倒 産 以 外 に ない。 倒 産 を避 け る道 は 、公 社 に当

社 の ソ フ トを 買い取 らせ る こ とだ が 、 ソフ トウ エ アの権 利保 護 が確 立 され て

い ない現 状 で は 、拒 否 され た ら ど う しよ う もない 」,

「計 算 セ ン ター と して 、何 か専 門 分 野 を持 つ べ き で ある と思 って 、2～3年

前 か ら病 院 の診 療 報 酬 請求 シス テ ムの研 究 に取 り組 ん で きた。 と ころ が最 近

に な って 、地 元 の地 方 銀 行 が 、 あ るハ ー ドメー カー と組 ん で これ を実 施 す る

こ とに な った。 わ れ われ は何 の た め に今 ま で 開発 に取 り組 ん で き たの か 」

そ して 、 こ こか ら、.

「通産 省 は今 ま で、情 報 処 理 サ ー ビス業 は 規 模 は 小 さ くて もい い 、専 門 分 野

を 持 った個 性 あ る企業 に なれ と指導 して きた はず。 と ころが 、 それ は ウソ ッ

パ チ だ った こ とがい ま分 った。 や は り、 大 きい もの には勝 て ない のだ 」

とい う慨 嘆 が生 れ て く る。
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〈自 由 化 に つ い て 〉

どの産 業 に お い て も 、 自由化 問題 は そ の業 界 に と って重大 問 題 で あ ったが 、

計 算 セ ン タ ー業 界 は 、情報 処 理 サ ー ビス業 の 自由化 を 、それ ほ どシ ビア に は受

け 止 めて い ない。 面接 調 査 中 あま り話 題 に な らなか った。

「技 術計 算 はパ ッケー ジ化 しやす い か ら 、モ ・に影 響 を受 け るだ ろ うが 、事

務 計 算 で は不 安 は ない 」

「日本 人 は 、パ ッケ ー ジ に な じま ない か ら心配 ない 」

な ど と・数 人 の経 営 者 が述 べ た くらい で あ った。 わず か に2人 の経 営者 が、

「そ うで な くて も過 当 競 争 だ。 自由 化 され る と特 に ダ ン ピン グの防 止 策 が な

し(」

「メー カーは再 編成 で対 処 す るが 、 わ れ われ には そ れ が ない。 ど うす るの か 」

とい って い る程 度 で あ った。

●

<反 省 そ の1>

「情報 化 社会 の 中で 情報 処 理 サ ー ビス業 が産 業 と して成 り立 つ のか 、産 業 論

的 に見 直 す必 要 が あ る」

と 、 あ る経 営 者 は言 う。 彼 に よれ ば 、

「今 は下請 産 業 の域 を脱 してい ず 、社 会 の中 で な くては な ら ない地位 を 占め

て い ない。 われ われ は 、ユ ー ザ ー が 自社 で や る よ りは す ぐれ た技 術 と安 い コ.

ス トで 情報 処理 を して や る こ とが で きな ければ な らない は ず だ が 、現状 は 、

果 して そ こまで い って い るだ ろ うか。 彼 らは 、 自社 で や る よ りは メ リッ トが

◆

付 一38



u

●

●

あ るか ら我 々 を使 って い るの で は な くて 、 自分 でや りた くないか ら我 々 にや

らせ て い る一 とい う要 素 の方 が大 きい」

とい う。 ま た 、

「計算 セ ン タ ー業 界 が他 の業 界 と比 べ て如何 に あ るべ きか 、国 民経 済 の 中 で

論 じ るべ きで あ る」

とい う意 見 も あ った。

「情報 処理 サ ー ビス 業 が 下 請産 業 か ら脱 して受注 産 業 とな り 、 ユ ーザ ー より

高 い技 術 と安 い コ ス トで サ ー ビス を提 供 で きる よ うに な る た め に は、 メ ー カ

ー 中心 の情 報 化政 策 を再 検 討 す る必 要 が あ る
。 メー カー主 導 型 で政 策 がお し

進 め られ て きた ため 、わ れ わ れ は押 し着 せ の コ ン ピュ ー タ を使 わ され てい る
〆

が 、 ユ ーザ ー より も安 い コス トで処 理 す るた め に は 、ハ ー ドの 選択 に も も っ

と 自主性 を持 た なけ れ ば な ら ない」

「日本 の ユ ーザ ー の 中 に は 、い ま 、 メー カ ーの言 う とお りに コ ン ピュ ー タを

使 うこ とが い いか ど うか とい う反 省 が強 ま って お り、今 ま で押 し着 せ

の コ ン ピュ ー タを使 わ され て き た反動 と して 、 日本 の企 業 に合 った コ ン ピュ

ー タを作 らせ よ う とい う動 きが起 きつ つ ある
。 そ の と き、 メー カーに 日本 の

企 業 に合 った コン ピュ ー タを作 らせ るこ とが で き るの は計 算 セ ン ターだ けで

は ない か」

等 の意 見 は 、社 会経 済 全体 の 中で計 算 セ ン ター業 の新 しい位 置 づ け を し よ う と

い う考 え方 だ 。 そ して 、 そ こか ら、

「計算 セ ン タ ーは今 ま で"落 ち穂 拾 い"を や りす ぎて きた ので は ない か。 大

企業 の カゲで商 売 を して きた。 しか し、企業 が単 独 で コ ン ピュー タを持 つ に

は 必 らず 限 界 が あ り、今 後"コ ン ピュ ータ利 用 の共 同 化"は 進 むだ ろ う し、

進 ま せ なけ れば な らな い。 落 ち穂 拾 い か ら共 同化 へ脱 皮 で きた と き、わ れ わ
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れ の業 界 はバ ラ色 に な る」

とい う、 明 るい 見 通 しが生 れ て くる。

しか し、一 方 に おい て、 少 数 で は あ るが 、

「これか ら各産 業 が知 識 集 化 を図 っ てい く過 程で 、 わ れわ れ の業 界 が、 本 当

にそ の 中核産 業 た り得 るのだ ろ うか 」

と問題 提 起 す る経 営 者 も あ った。

「わ れ われ が どん な に努 力 して み て も、ユ ーザ ー の業 務 につい て はユ ー ザ ー

が最 もよ く知 って 己 るは ず。 とす るな ら、知 識 集 約 化 時 代 の中核 産 業 と 自負

す るま で に反 省す べ き点 が あ る ので は ない か 」

とい うわ け で あ る。 これ と類 似 の意 見 と して は

「受託 計 算 に とも な うソ フ トウエ ア な ら、計 算 セ ン タ ーで も開発 が可 能 だ が 、

ユ ーザ ー のア プ リケ ー シ ョ)でソ フ トの本 当 の いい もの は 、そ の会 社 の特 性 を

わ きまえ た コ ン ピュ ー タ マ ンが 開発 す る こ とに,な る」

とい う意 見 が あ った。 こ う した意 見 が あ ったか ら とい って 、そ れ は決 して計 算

セ ン ター業 界 の 前途 を否 定 す る もので は な く、 謙 虚 な反 省 の 中 か ら、新 しい あ

り方 を追 求 す る こ と に な って くる(未 来 編参 照)。

そ のほ か 、

「この商 売 は人 間 が 財産 とい わ れ て きたが この考 え方 を是 正 す る必 要 が あ る。

企業 に とって 、人 間 は財 産 に な ら ない。 財産 に な る もの とは第3者e(1対 して

所有 権 を主張 し得 る もの で あ り、販 売可 能 な もの で な け れ ば な らない。 単 な

る人材 を、 ソ フ トウ エ ア とか シス テ ム として ど う所 有 す るか だ 」

とい う誤 った 人 材 重 視 主 義 へ の 反省 や 、

「今 まで は 、電 算 機 の性能 が2倍 に な って もレン タル料 は据 え置 き と

い う、 メ ー カー の競 争 の上 に立 って経 営 して きた が 、 こん な状 態 が いっ ま で
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続 くか。 これ か らは わ れ われ も、 も っと合 理 化 努 力 を しなけ れ ば な らな い」

とい う声 も聞 かれ た。

<反 省 そ め2>

●

■

計 算 セ ン ター業 界 の経 営 者 自体 に つい て 、 次 の よ うな批 判 が あ った。 この 内

部 告 発 が 当 って い るか ど うか は 、読 者 の判 断 に まか せ る。

「企 業 内 の二 流 マ ネ ー ジャ ー が コ ン ピュー タ室 長 に な り、そ れ が ス ピ ンオ フ

して 計 算 セ ンタ ー の経 営 者 に な った とい う人 が多 い。 この 商売 を本 当

にや って い こ う と腹 を く くって い る人 が 、一 体 何 人 い るか 」

「み な"お り こ う"な 経 営 者 ば か りで 、バ イ タ リテ ィの あ る経 営 者 は見 当 ら

ない 」

「出身 か らみ て 、真 の経 営 者 はい ない。 管 理 能 力 は あ って も、 若 い頃 か ら本

当 の経 営 の苦 労 を した 人 が い ない 」 『

「理 論 は あ って も、"経 営 の知 恵"は ない」

「潜 在 マ ーケ ッ トは 非常 に大 きい の に 、 こん な業 界 の姿(過 当 競 争)に な っ

た のは 、ニ ーズ が なか った の か 、経 営 者 に 力 が なか ったの か。 ニ ーズ を 自 ら

作 り 出 して い った 家電 業 界 の経 営 者 を見 習 うべ きで ある」

「こん な過 当競 争 が続 くわ け が な い と、30台 、40台 の人 は 考 え てい る。

若 い経 営 者 に代 る必要 が あ る」。

、

〈今 ま で は 、 そ し て 、 こ れ か らは … … 〉'

面接調査 の期 間中、何人か め経 営者が、
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[今 ま で は 、 と うだ っ た。 しか し、 こ れ か ら は 、 こ う な る … … 」

と語 って くれ た。 そ れ は 、 今 ま で の反 省 で あ る と同 時 に 、 これ か らへ の期 待 で

あ る。 そ の い くつ か を 語 録 的 に 紹 介 し よ う。

「今 ま で は"量"、 これ か ら は"質"」

「今 ま で は 、 環 境 で も うけ て き た。 これ か ら は 、 も うか る環 境 を 自力 で っ く

る と き」'

「今 ま で は"作 ら れ た マ ー ケ ッ ト"で 競 争 して き た。 こ れ か らは"作 られ る

マ ー ケ ッ ト"で 競 争 す る と き」

「今 ま で は 、 マ グ ロ の1本 釣 り で や って き た。 これ か ら は 、 イ ワ シ を 網 で す

く う と き 」

「今 ま で は 、単 独 で や って き た。 こ れ か ら は 、業 務 提 携 と専 門 化 で 進 む と ぎ 」

「今 ま で の セ ン タ ー は 、 紙(ア ウ トプ ッ ト)を 目方 で 売 って き た。 これ か ら

は 、 頭 脳 を 売 る と き 」

そ して 、 最 後 に 、 ・

「今 ま で は(誰 も が)"な り 振 りか ま わ ず"や って き た。 こ れ か らは(集 っ

て)"た ま に は イ ッパ イ"や る余 裕 を 持 つ べ き と き 」

<協 調 へ 向 っ て 業 界 の 課 題 〉

「い ま ど き、完 全 自由競 争 の業 界 は計 算 セ ン ター業 界 だ け だ とユ ーザ ーか ら

笑 わ れ た 」

とあ る経営 者 は苦 笑 す る。 面 接 調査 を通 じて最 も強 烈 に印象 づ け られ た こ とは 、

ほ とん どの経 営 者 が 「この ま ま推 移 す る と、 必 らず業 界 の試 練期 がや って くる。

σ
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自然 陶 汰 は避 け られ ない 」 とみ て い るこ とだ とい うこ とは 前 述 した が

(〈 試 練期 が や って くる 、何故 〉 参 照)、 第2に 強 く感 じた こ とは、 これ もほ

とん どの経 営 者 が 、"業 界 の協 調 性"が 必要 で ある と思 ってい る こ とで あ る。

「常 々、苦 々し く思 って い る こ とは 、表 面 で は立 派 な こ とを言 い なが ら も、

裏 へ 回 れば 足 の ひ っぱ り合 い を してい るこ とだ」

「業 界 の協 調 性 の な さが 、 自分 た ち の首 を締 め てい る」

「協 調 は必 要 、で なけ れ ば つ ぶれ る」

「す べ て の産 業 に、 不文 律 的 な商 業道 徳 が あ るの に 、 こ の業 界 に は それ が な

い」

等 々 、多 くの経 営 者 が 、協 調 性 の確 立 が必 要 で ある と主 張 して い る。

この場 合 、協 調 性 の確 立 とは 、適 正 な企 業 利潤 を確 保 し得 るだ け の価格 水 準

を維 持 してい け る体 制 を指 して い る とみ てい い。

「つぶ れ る こ とを避 け よ うとす る な ら、料金 問 題 で の話 し合 い が 必要 」

「価 格 につ い て の話 し合 い は して い い し、で きる段 階 に きてい る」

「業者 の1社 、1社 が そ の気 に なれ ば で き る」

とい った主 張 かち

「業 界 で原 価 方 式 を決 め 、そ れ 以 下 で受 け た所 は 罰 を とい う方法 を取

るべ きだ 」

とい う意 見 、

「複雑 な業 界構 造 で 、 自主独 立 の経 営 を して い る と ころ は 少い 。 親 会 社 の仕

事 が半 分 もあれ ば 、独 立 系 セ ン タ ー と比 べ て原価 計 算 の 思想 か らちが って く

る。 そ れ だ け に協 調 は 困 難 な こ とか も知 れ ない が ・ も うそ ろそ ろ ・業 界 と し

て こ の問 題 に取 り組 む べ きで は ないか 」

とい う意 見 な ど、 ニ ュ ア ン ス の ちがい は あ るが 、取 引 の適 正 化 と適 正価 格 の縫
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持 に協 力 して 当 るべ きで あ る とす る意 見 が主 流。

これ に対 して 、少 数 で は あ るが 、 次 の よ うな反 対 意 見 もあ った。 ま ず

「自由 主義経 済体 制 な のだ か ら、今 の ま まで い い。 そ れ がい や な ら商売 をや

め ろ」

と徹 底 論 を主張 す る の は く経 営 の感 想〉 で 「雑 草 の よ うに生 きて きた。 特 に苦

しか った こ とは ない 」 と言 い 切 り、<反 省 一 そ の2>で 「この業 界 には 、

若 い頃 か ら経 営 の苦 労 を した 人 が い ない」 と批 判 した人 で あ る。

さ らに

「当分 は 戦 国 時 代 が 続 こ う。 それ が終 る ま で秩 序確 立 は 無 理 」

「20年 、30年 と荒 波 を乗bこ え なけ れ ば無 理 、歴 史 が浅 す ぎ る」

「行 きつ く所 ま で行 か せ て 、み なが ヘ トヘ トに な る の を待 つ こ とだ 」

等 々は 、時 機 旬 早 派 ない しは クールな突 っ放 し派 。ま た 、 時機 尚 早 派 の1人 は 、

小型 セ ン ター の若 手経 営 者 で 、

「泥 くさい仕 事 だ が 、そ の 中 で 、 よ うや く将来 の見 通 しがつ い た。 今後 数 年

は年 率40%の 伸 びが 可能 」(後 述)

とい った人 で あ った。

そ の他 、

「供給 過 剰 の業 界 で 、価 格 協 定 が で きた た め しが ない 」

とい う人 もい た。 一
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未 来 編

〈何 故 、 ビ ジ ョ ン が 描 け な い か 〉

r

あ る地 方 セ ン ターの経 営 者 か ら、

「こん な田舎 町 に住 ん で い る と、わ れ わ れ の業 界 が ど うな ってい くのか 、 ビ

ジ ョ ン が 全 く描 け な い 。 大 手 セ ン タ ーの経営 者 は将来 を ど う見 てい るのか

教 え て ほ しい」

と言 わ れ た。 しか し、実 の とこ ろ 、大 手 の経 営 者 だ か ら、都 会 に住 ん でい る か

ら、 計算 セ ン ター 業 界 の 将 来 が 分 り、 自社 の ビ ジ 。ンが あ る とい うもの

で は な い よ うだ。 もち論 、後 述 す る よ うに 、何 人 かの経 営 者 は 、 す で に 自社の

行 くべ き道 を 見 出 してい るが 、 そ れ は 企業 規 模 の大 小 な どには 全 く関 係 が な い。

しか し、 こん な きび しい現 実 も ある

「わ れ わ れ は、 コン ピュ ー タが好 きで この 会社 に入 った 、今 は 月給 が安 くて

もい い 、 残 業が 続 い て もい い。 しか し、い っ に な った ら、わ が 社 は バ ラ色 に

な るの か 、社長 の ビジ ョンを聞 かせ てほ しい と、 中堅 社員 か ら聞か れ

た。 しか し、残 念 なが ら、私 に は彼 らを十 分 納得 させ る ビジ ョンが なか った。

そ の 旨を率 直 に話 す と 、社長 に会 社 の将来 が分 らない の に、 私 が い られ るわ

けが な い とい って、翌 日、辞 表 を提 出 、 しか も、 コン ピ ュ三 夕 と全 く関係 の

ない 世 界 へ入 ってい った。 あの と き、私 は何 と答 え るべ きだ った のだ'ろ うか

?」
ノ

これ は 決 して"他 人 の話"で は ない 。 こ の若者 を 、 自信 を も って 説得 し得 る

経 営 者 が 、一 体 何 人 あ るだ ろ うか?
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面 接調 査 では 、 ビ ジ ョン作 成 の 目標年 次 で あ る1980年Aで に 、 自社 の 売

り上 げ 、 業 界 の総 売 り上げ はそ れ ぞ れ い く らに な ってい る と思 うか 、 とい う

質 問 を用 意 した が 、ほ とん どの経 営 者 が この 質 問 にそれ ほ どの関 心 を示 さ なか

った。 そ れ ど ころか 、

「7年 も8年 も先 の売 り上 げ を考 え て み る暇 も ない し、考 え る こ と もで きな

い。 問 題 は来年 が ど うなるか とい うこ とだ 」

「あま りに も不確 定 要 素 が多 す ぎ る。 そ れ が解 明 され ない限 り 、何年 先 にい

くら とい っ`てもナ ン セ ンスだ 」

「か りに 業 界 の総 売 り上げ が1兆 円 に な る と分 った と して も、問 題 は 、そ の

中 で 当 社 が ど うな るか とい うこ とだ。 そ の ビジ ョンが描 け ない」

「か くあ るべ しとい う説教 な ら、 も う十 分 だ。 問 題 は 、何 を、 ど うす れ ば 当

社 が も うか るのか 、そ れ を誰 か教 え て ぐれ 」

「数 字 をい じ くる の が ビジ ョンで は ない。 わ れ わ れ の生 き る方 向 を示 してほ

しい 」

等 々 と、 逆 に叱 られ か ね ない状 態 で あ った。

昨 秋 、米 国視 察 団 に 随行 して 、 向 うの経 営 者 の 自信 あ る態 度 にふ れ て きた後

だ っただ け に 、 日本 の経 営 者 の"自 信喪 失"が 目にっ い た が 、そ れ も無 理 か ら

ぬ こ とで あ る。

一 方 で深 刻 な技 術 者 不足 に悩 ま され なが ら、他 方 、供給 過 剰 か ら くる安 値 受

注 、 しか も高 ら 比 率 を 占め る人 件 費 は 、 売 り上 げ以 上 の伸率 、 仕 事 は あ るが 、

労 働 集 約 的 な ものが 多 くて 、知 識 産 業 の イ メ ー ジか らは離 れ て い くば か り… …

ボヤ キの種 は い くらで もあ る。 そ れ らを解 明 す る のが ビ ジ ョン作 りで あ る とす

る な ら 、そ れ は容 易 な ことで は ない 。

「そ こ ま で や れ とは 言 わ な い 。しか し、少 く と も、本 来 バ ラ色 で あ るべ き
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だ った わ れ われ の業 界 が 、何 故 、決 してバ ラ色 では ない 状 態 にな ったのか 、少な

くと も現 状 分 析 だ けは 、臭 い もの に蓋 をせ ず に 、徹 底 的 に や って ほ しい 」

「現 状 分析 だ け でい い。 こ こに至 る過 程 の誤 りが分 れ ば 、そ れ がそ の ま ま ビジ

ョンに な って くる のだ 」

等 々 の意 見 もあ った。

「専 門 分野 を持 て 、パ ッケ ー ジ化 が い い そ こまで は 誰 だ って 分 ってい る。

問 題 は どの分 野 に専 門化 し、何 をパ ッケ ー ジ化 す れ ば い い の か 、そ の点 だ」

とい う声 、 こ こ らあた りが 、多 くの経 営 者 が ビジ ョン を求 め て模 索 して い るポ イ

ン トとい え る よ うだ。

自社 の ビ ジ ョンが 、あ るい は 自分 た ち の業 界 の ビ ジ ョンが描 け ない とい う状態

それ は決 して 、す べ て を経 営 者 の責 に帰 せ ない ものが あ る。 計 算 セ ンタ ー

業 を取 り巻 く外 部環 境 に 、 あま りに も不 確 定 な ものが 多 す ぎる か らで あ る。 た と

え ば電 電 公 社 の デ ー タ通 信 サ ー ビス とい う"マ ンモス"が 、今 後 一体 どの方 向へ

走 り 出す のか。 また 、銀 行 だ け で な く大 手 コ ン ピュ ー タ ・ユ ー ザ ーが 、 そ の"あ

き時間"を 営 業 用 に提 供 す る こ とが あ り得 るのか 、許 され るの か。 あ るい は、計

算 室 の労務 管 理 に手 を焼 い た ユ ーザ ー が 、今後 は コ ン ピュ ータ室 を計算 セ ンター

と して ス ピンオ フ させ るの か 、 フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・サ ー ビス を利 用

す る方 向 へ 向 うの か。 ま た 、電 算機 メー カーは 、い わ ゆ る価 格 分 離政 策 を採 用 す

る の か 、 しない の か 等 々 、そ の いず れ を と って み て も、既 存 計 算 セ ン ター

業 界 の構造 を根 本 的 に変 え て しま う もの で あ る。 こ う した 問題 の解 明 な く して 、

計 算 セ ン タ ーの 、 あ るいは 計 算 セ ン ター業 界 の ビジ ョンは あ り得 ない わ け だが 、

個 々 の経 営 者 が それ を解 明 す るに して は 、 あま り に も大 きす ぎ る問題 で あ る し、

国 の政 策如 何 に もか か わ って くる もの で あ る。

そ れ らが す べ て 、不 確 定 で流 動 的 な状 態 に おか れ て い るが故 に 、 ビジ ョンが描
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け ない といえ る。 そ こか ら、

「国 ま た は通 産 省 は 、 も うそ ろそ ろ 、 われ わ れ の業 界 を ど うす るのか 、基本
、

的方 針 を明確 にす べ きで あ る」 とい う意 見や 、

'「
っ ぶ す の な らrは っ きb言 って欲 しい。 そ うすれ ば 、5年 、10年 、苦 労

せ ず に 身 の振 り方 を考 え る」

とい った意 見 す ら出 て くるの で あ る。

とまれ 、 ビジ ・ン委 員 会 へ の期 待 は大 きか った。

●

〈ど こ ま で 伸 び る か?〉

経 営 者 は 、 自分 の会 社 が 、 ま たは 計 算 セ ン ター業 界 が 、今 後 どこ まで伸 び る

とみ て い るのか。

まず 、 自社 の見通 しに っい て

「原 則年 率20%は 維 持 したい。 環 境 条 件 が未成 熟 なの で 、そ れ 以 上具 体 的

には詰 め られ ない 」(東 京 ・大 手 セ ン タ ー)

「2年 前 ま では50%で 伸 び て きた が 、48年 度 は30%。 これ か らは20

%前 後 に なるだ ろ う」(地 方 の小 規 模 セ ン ター)

と、年 率20%の 伸 び を見込 む の が最 低 の線。

ほ とん どの と ころが

「年 率25%の 伸 び」

・ 「30%は いけ る」

とみ てい る。 最 も高 か った の は 、大 阪 の ある中堅 セ ンタ ーで 、

「年 率40%upの 見通 しが つ い た 」

ぜ
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と い って い た。

業 界 の 伸 び に つ い て は ど うみ て い る か。 「情 報 処 理 サ ー ビス 業 の 総 売 り上 げ

が 、47年 度 で1,000億 円 に 達 した とみ ら れ る」 と い う こ と を 前 提 に して 、

1980年 、 昭 和55年 の 業 界 規 模 は 、 最 低 が 「3,000億 円 」 、 最 高 が 「1

兆 円 の 大 台 乗 せ 」 で 、5,000億 円 か ら8,000億 円 とみ る 人 が 最 も多 か っ た。

◆

■

〈機 種 別 ネ ッ ト ワ ー ク 協 議 会 の 中 で 〉

⑱

,

ほ とん ど の経 営 者 が ビ ジ ョンを求 め て模 索 してい る と前述 した が 、そ の中 に

も 、い くつ か の方 向 が傾 向的 に示 されつ つ あ る。計 算 セ ン ター の経 営 者 が、何

を求 め 、 どの方 向 を指 向 しつ つ あ るか 、面 接調 査 の結 果 か ら得 た もの を 、で き

るだ け具 体 的 に紹 介 して み よ う。

まず 、一 番 目につ くの は 、機 種 別 グ ル ー プ化 の動 きで あ る。

通 産 省 は 、47年 度 か ら同一 電 算 機 メー カー の コ ン ピュー タを利 用 してい る

計 算 セ ンタ ー同士 の グル ー プ化 を推 進 してお り、ほ とん どの国 産 メ ー カーが計

算 セ ン ター の ネ ッ トワ ーク協 議 会 を結 成 して い る。 この政 策 に対 して は 、業 界

内 部'での批 判 も多 いが 、少 くと も参 加 してい る メ.ンバ ーは 、 これ との関 連 に お

い て 自社 の将来 計 画 をた て て い る と ころ が多 い。 この傾 向 は 、地 方 の 中堅 セ ン

タ ーに特 に強 く、面 接会 社 の うち数 社 あ った。

売 り上 げ4億 円前 後 の 、 あ る地 方 中堅 セ ン ター の例 をみ て み よ う。 同 社 の場

合 は 、数 年 前 に メー カ ーの 資本 が50%導 入 され たが 、 こ この社 長 は 、 は っ き

り と、

「メー カ ー と と もに歩 む方 針 」 t
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と言 い 切 っ てい る。 自社 に は 中型 コ ン ピュ ー タ を設置 し、 これ を中央 に あ るメ

ー カー の超 大 型 機 に接 続 す る と同時 に 、 自社 の下 に 、同一 県 下 に2～3個 所 の

系列 小 型 セ ン ター を持 ち 、 こ こに小 型機 か タ ー ミナ ル を設置 す る とい う

構 想 で あ る。

「民 放 の ネ ッ ト網 で いえ ば 、当社 が地方 の キ ー局 に な る こ と」

とい う、 こ の よ うな構 想 は 、 メー カー は ちが って も、どの ネ ッ トワー ク協 議 会

とも、 共通 し て 持 ってい る。

この経 営 者 は 、

「これ か らの計 算 セ ン タ ーは 、受 託 計算 だ け で な く"販 売 す る もの"を 持 た

ね ば な ら ない」

と言 って い た が 、 彼 が い う"販 売す る もの"と は ハ ー ド的 には メー カ ーの コン

ピ ュータ で あ り、 ソ フ ト的に は 自社 ま たは ネ ッ トワー ク協 議 会 が開発 し た ソフ

トウエ ア パ ッケ ー ジで あ る。

経 営 多 角 化 の一 環 と して、 これ か らは ハ ー ドウエ ア の販 売 も行 って い くとい

う計 算 セ ン ター は 、他 に も何 社 か あ ったが 、同 社 の場 合 は 、

「コ ン ピュ ー タ未 導 入 の新規 顧 客 に プ ロポー ザ ル を提 出す る ときは 、計算 セ

7ータ ー(受 託計 算)を 利 用 した場 合 と、単独 で 自社導 入 した場 合 の2通 り を

出 す。 ま た 、 も しす で に 当社 を利 用 してい る ユ ーザ ーが 、 当社 の セー ル ス に

よ って単 独 導 入 した場 合 に は 、従来 の受 託 計 算 料 の6ヵ 月 分 に相 当す る金 額

を 、販 売 手 数 料 と して メ ー カーか ら もら う こ とに な ってい る」

とい う。

ソ フ ト面 で は 、 この会 社 が 所属 す る協 議 会 は 、IPA(情 報 処理 振 興 事 業 協

会)の 委 託 開発 資金 の特 別 ワクで住 民 情報 処 理 関 係 の シス テ ムを共 同開 発 して

お り、同 社 も今 後 自治体 業務 の受注 に これ を利 用 す る とい う。
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メ ー カー系 ネ ッ トワーク協 議 会 の メ リッ トにつ い て は 、他 の セ ンタ ーで 、

'「 メ ー カー 関連 企 業 グ ル ー プの仕 事 を持 って くるの が狙 い。 中小 セ ン ター は 、

メー カーか ら安 定 した仕 事 が 出 なけれ ば 、 やれ ない 」

とい ってい る経 営者 もあ った。

しか し、 メー カー ご との計 算 セ ン ター の グル ー プ化 につ い て は 、他 の セ ン タ

ーか ら、か な りの批 判 も寄 せ られ て い る。 まず 、ハ ー ドウ エア を販 売 す るこ と

につ い て は 、 、

「そ れ こそ が 、計 算 セ ン タ ーが メ ー カ ーの下 請 化 してい る証拠 」

とい う反 対論 が あ り、参 加 メ ンバ ー の 中で も

「参 加 は した もの の、 売れ 、売れ と言 わ れ て 困 ってい る」

とい う声 もあ った。

次 に 、 ネ ッ トワーク協 議 会 に はIPAの 委 託 開発 資金 の特 別 ワクが優 先的 に

とられ て い層る こ とにつ い て 、

「国産 機 を 使 って い る グル ー プだ か ら とい って優 先待 遇 す るの は 、計 算 セ ン

タ ーそ の もの の 育成 よりは 、国産 電 算機 メー カーの 育成 が優 先 され てい る証

拠 」

「国 産機 セ ン タ ー優 先 の た め 、最 近 は外 国機 種 を使 ってい る セ ン ター が"一

匹 狼"化 しつ つ あ る」

「通 産 省 やIPAは 、外 国機 を使 ってい て も差 別 しない か ら計 画 を 出せ とい

うが 、結 果 は い つ も国産 機 ユ ー ザ ーぱ か り」

等 々の批 判 が強 いo

メ ー カー と計 算 セ ンタ ー との 関係 につ い て は 、

「補完 関係 に あ る と同 時 に、対 立 関係 に もあ る。 今 は協調 路 線 だ が 、昔 は ち

が った。 これ か ら も困 って くる と、何 をや るかわ か ら ない 」
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「最 近 は、 計算 セ ンタ ーが 、 メ 一一カ ー別 に徒 党 を組 ん で業 界 の秩 序 を乱 して

い る。 メ ー カー 中心 の グノレー プ化 な ど、 とん で もない話 」

とい う意 見 もあ り、

「協 議 会 に参 加 し よ う と思 ったが 、 同 じ県 に同 じ機 種 を使 って い るセ ン ター

が ほ か に も う1社 あ り 、そ ち らが参 加 したので 当社 は入 れ て も らえ なか った。

メ ー カー が 、"1県1セ ン タ ー主義"を と ってい るので 、い い 所 しか入 れ て

もらえ ない 」 、

とい う例 が あ った。 参 加 が 、 セ ン タ ー側 の 意思 で決 定 で き ない 所 に問題 が あ る

よ うだ。

しか し、"機種別 グル ー プ化"は 、多 くの 問題 を持 ち、一 方 で批 判 を受 け なが

ら も、結 果 的 には 、計 算 セ ン タ ー業 界 の、 ひ とつ の大 きな流 れ とな りつ つ ある

よ うだ。 近 い将 来 、参 加 企 業 が オ ン ライ ン化 され て全 国的 ネ ッ トワー ク を形 成

す る もの と思 われ る。

なお 、 こ う した協 議 会 に参 加 して い ない セ ン ター で も、 ハ ー ドの販 売 を計 画

中 の ところ もあ り 、

「コ ン ピュー タ本体 はA社 の もの を 、 タ ー ミナ ル はB社 の もの を」

と、複 数 の メー カ ー と代 理 店 契 約 を結 ん でい る セ ン ター も あ った。

v

〈 も う ひ と つ の 、 全 国 ネ ッ ト化 の 動 き 〉

メー カー を中心 と して進 み つ つ あ るネ ッ トワーク形 成 に対 して 、 大手 計 算 セ

ン ター の何 社 か は 、独 自で ネ ッ ト ワーク化 を計 画 また は推 進 中で あ る。

そ の ひ とつ。
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「コン ピュー タは将 来 通 信回 線 と結 合 す る と10年 前 に予 測 した が 、そ の通

りに な りつ つ あ る。 将 来 、情 報 処 理 サ ー ビス 業 は電 力 の よ うな基 幹 産 業 とな

るだ ろ う」(前 出)

と い うあ る大 手 の経 営者 は 、

「少 し経 営 してみ て、計 算 セ ン ター業 は大 規 模 な もの で なけれ ば成 り立 た な

い こ とが分 った の で 、全 国 的 に 支 社 、系列 会 社 を持 ち 、 これ を オ ン ラ イン化

す る こ とを考 え て きた」

とい う。 彼 の 理想 は 、 コ カ ・コ ー .ラの よ うな フ ラ ンチ ャイ ズ制 の 全 国 ネ ッ トワ

ー ク を形成
、そ の 中核 企 業 とな る こ とで あ る。

これ に対 しては 、

「大手 セ ンタ ー中心 とい って も、同機 種 を使 って い るセ ンタ ー で な ければ 結

び つか ないか ら、結 局 は 、機 種 別 グ ル ー プ化 と変 らない で は ない か 」

と疑 問 視 す る経 営 者 もい た が 、 これ に加 わ ってい る、 あ る地 方 セ ンタ ー では 、

「同 業者 で ある計算 セ ン タ ーが イ ニ シアテ ィブ を とるの と、 メ ー カー が イニ

シア テ ィ ブを とる の とで は 、 自ず か らちが って くる 」

とい って い る。 こ の地 方 セ ン タ ーの場 合 は 、前 述 の大 手 セ ン ター が受 注 した全

国 的業 務 の一 部 を分担 して 処理 して い る。 将 来 は、技 術 開発 、人 材 養 成 面 で も

提 携 してい くとい う。 ま た 、 銀行 系某 大 手 計算 セ ンタ ーの 経 営 者 も

「マ ー ケ ッ トに合 せ て ネ ッ ト網 を張 って い く方 針。 今 まで は 自社 の ネ ッ トだ

け を考 え て い た が 、 これ か らは 自力 で拠 点 を作 る ほか 、地 方 の 既 存 セ ン ター

との提 携 も考 え て い く。 そ れ とは 別 に、銀 行 の オ ン ライ ン網 や ネ ッ トワー ク

協 議 会 も必要 に応 じて利 用 して い く」

とい う。 同 社 の場 合 、 タ ー ミナル メ ー カー ・製 薬 会社 と提 携 して 、診 療 報酬 請

求 シス テ ム の処 理 を全 国 的 に展 開 して い く方 針 で あ る。
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ま た 、今 回 の面 接 対 象 では ない が 、 次 の よ うに言 って い る経 営 者 もあ る。

「今 まで 、 同業 者 が 尋 ね て くれ ば何 で も話 して きた。 何 故 、そ こま です るの

か とい う人 もあ った が 、私 な りの計 算 が あ った の だ。 い つ の間 に か一 定地 域

単位 で 、気 ここ ろ の通 じあえ る仲 間 が全 国 的 にで き上 って い たのだ 」

と。 これ は 、前 述 の フ ラン チ ャ イズ方 式 ほ ど緊密 な もので は な く、い わ ば"顔

シス テ ム"程 度 だ が 、 この仲 間 で 、 ある医療 関係 の全 国 シス テ ム を受注 した。

将来 は もち論 オ ン ライ ン化 を考 え てい る。

6

〈地 方 セ ン タ ー と 県 内 ネ ッ ト 〉

「地 方 セ ン タ ーは 、 自治 体 を離 れ て は あ り得 ない 」

とい うこ とを 、何 社 か の地 方 セ ン タ ーで聞 か され た。 事 実 、<業 績 は 、 ど う推

移 して きたか 〉で もみ た よ うに 、県 や市 町 村 の 、い わ ゆ る 自治体 業 務 の処 理 を

主 力 に手 堅 く経 営 し、高 率 配 当 を維 持 して い るセ ン タ ー も多か った。

こ こでは 、go%以 上 が 自治体 業 務 で 、 「半 ば 自治 体 の外 郭 団体 的 」 に な っ

て い る 、あ る地 方 セ ン タ ーの ビ ジ 。ン をみ て み よ う。41年 設立 で 、現 在年 間

約4億 円 の売 り上 げ。

「最 初 の3年 は 先 行 投 資 、 次 の4年 はパ ッチ業 務 を定 着 させ て きた期 間。 そ

して 、48年 か ら51年 ま で の4年 間 が オ ン ライ ン指 向 の期 間 、52年 以 降

が総 合 自治 体 オ ン ライ ン(=地 域 情 報 の 集 中化)の 期 間 の予 定 」

で あ る とい う。 現 在 は同 セ ン タ ーに県 庁 の分 室 が あ り、県 内 のす べ て の県 庁 出

先 機 関 と電 話 → 電 話 で準 オ ン ライ ン化 され て お り、 あ と タ ー ミナ ル に変 えれ ば 、

い つ で もオ イ ライ ン が完 了 す る。rオ ン ライ ン指 向 の4年 間 に 、① 税 のオ ン ラィ
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ン化 、② 財務 のオ ン ライ ン化 、③ 技 術計 算 の オ ン ライ ン化 の ベ ース を作

り、52年 以 降 は これ らを総 合 して トー タル シス テ ム を完成 させ る計 画 とい う。

しか し、計 算 セ ン タ ーが こ こまで 自治 体 に深 く食 い込 ん で くる と、新 しい 問

題 が 出 て くるo

「ど こま でが 公務 員 が行 うべ き県 庁 の業 務 で 、 ど こま でが 当社 が 行 うべ き こ

とな のか 、民 間企 業 と官 庁 との"接 点"が 不 明 に な って きてお り、万一 事故

な ど が起 き た ときり責 任 の所 在 が は っき り しな くな って くる。 情報 化 が こ こ

ま で進 ん で くる と、 こ う した問題 を理論 的 に解 明 す る必要 が 出て い るので は

ない か 」.一

とい うわ け で あ る。

県 庁 出先機 関 とのオ ン ラ イ ンは 、 す で に46年 度 か ら実施 してい る セ ンタ ー

もあ る。 こ の セ ン タ ーで は 、県 庁 出先 機 関 に同 セ ン ター のパ ンチ ャ ー を派遣 し

て 、税 金 関 係 の業務 をオ ン ライ ン処理 して い る。 市町 村 関係 では 、県下62市

町 村 の うち31市 町 村 の業 務 を処理 してい る ので 、

「今 後 、1年 間 に10ヵ 所 ず つ増 や してい って も、3～4年 は 今 の方 針 の ま

まで い け る。 市 町 村業 務 の うち最 もEDP化 が お くれ てい るのは住 民 基 本台

帳 関係 で 、 まだ3市 町 村 しか 手 が つ い てい なしa。 こ うみ て くる と、需要 は ま

だ 無 限 大 に あ る とい え よ う」

とい うの が 同 社 の将来 計 画 で あ る。

特 定 地 域 内 の ネ ッ トワ ーク化 で は 、 次 の よ うな構 想 を持 ってい る ところ もあ

る。

「当 県 内 に 、 自社 の ネ ッ トのほ か に既 存 の セ ン タ ー と も提携 して 、人'口30

万 か50万 単 位 で 、7～10個 所 を結 ぶ ネ ッ ト網 の形 成 を考 え て お り、す で
/

に4個 所 は で き上 って い る」。
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〈パ ッ ケ ー ジ で 成 功 し た 小 型 セ ン タ ー 〉

〈業 績 は 、 ど う推移 したか 〉 で紹介 した都 市 型 小型 セ ンタ ーは 、会 計 事 務 所

用 の会 計 処 理 シス テ ムで 成 功 した例 で あ る。

「46年 か ら この シス テ ム の販 売 を始 めて 、今 ま で に100以 上 の会計 事 務

所 で使 って もら って い る。49年 度 は これ だ けで5,000万 円 の売 り上 げ に
、

な る予 定。 ほ か に 、給 与 計 算 パ ッケ ー ジ の開発 を終 え 、 目下1,000人 分 を

処理 して い るが 、来 年 度 か らは これ も業 績 に寄 与 して くる」

とい う。 売 り上 げ も こ こ数 年 急 上 昇 してお り、45年 度 は35人 の社 員 で 、

6,000万 円だ った もの が 、47年 度 に は40人 とわず か5名 増 で 、1,億2,000

万 円へ と倍 増 してい る。 そ の代 り、徹 底 した"営 業 重 視"の 経 営 方針 で、

「新 入 社 員 に車 を1台 与 え て営 業 に 出す が 、結構 仕 事 を と って くる」

とい う。 こ の シス テ ム の販 売 の ため に 、毎 月3,000の 会 計 事務 所 に ダイ レク

トメー ル を送 ってい る。 ま た 、同機 種 の コ ン ピュー タを 使 い ユ ー ザ ー会 な どを

通 じて気 ここ ろの通 じ合 って い る セ ンタ ー数 社 に再 実施 権 を与 え て い るの で、

これ らの セ ンタ ーが これ を販 売 す る と、若 干 で は あ るが ローヤ リテ ィが入 って

くる とい う。 事 務器 の営 業 マ ンか ら"脱 サ ラ"し て セ ン タ ーを 始 め た 、30代

の こ の経 営 者 は 、

「ドロ臭 い 中 に 、 よ うや くわ が行 く道 を 見 つけ 、 社員 を50名 以 上 に増 や さ

ず に 、数年 間 は年 率40%で 売 り上 げ を伸ば して い く見通 しが つ い た」

と、 あ っさ り言 う。

他 人 の不 幸 を利用 す る こ とはい い こ とで は ないが 、 昨秋 、九 州 で起 った百 貸

店 の大 火 で売 り上げ が一挙 に倍 増 した 一 とい う計 算 セ ン ター が あ る。

48年 度 の売 り上 げ が わず か1億8,000万 円 とい う小 型 セ ン タ ーだ が、2

㌧
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年 前 か ら ビル の総 合 管 理 シス テ ムに取 り組 ん で きた。 テナ ン ト,別の電 気 料 金 、

水 道 料 金 な どの計 算 か ら、防 災 時 ¢)自動警 報 シス テ ムまで を ミニ コ ンで管 理 す

る シス テ ムだ が 、 これ を完 成 して営 業 活 動 に入 った途端 、百 貸 店 の大 火 が発 生 、

多数 の死 傷 者 を出 した。 そ の た め 、大 火後 わ ず か1週 間 で この シス テ ムが2本

売 れ た。1本 約1億 円。 年 間 売 り上 げ1億8一 〇〇 〇万 円が 、 これ で一 挙 に倍 増

した。

「こん な シス テ ムは 、 ち ょ っと手 直 しす れば どこ の ビル にで も使 え る。 これ

を2～3年 で10本 も売 れ ば 、売 り上 げ は一 挙 に数倍 に な る」

と、 きわ めて威 勢 がい い。 この会 社 、 も と も とは地 元 中堅 企 業 数 社 の共 同利 用

を 目的 に ス ター トした もの。

「今 まで は あ ま り地 元 企 業 の役 に立 て なか った が 、これ か らは一 方 で ビル管

理 シ ステ ム を売 りなが ら、他 方 で地 域 社 会 の情 報 化 に貢 献 して い きた い」

とい うの が 、同 社 の ビジ ョンで あ る。

〈1/0関 係 で 個 性 を 〉

、

句

"人 の行 く
、裏 に道 あ り、花 の 山"、

株 式 投 資 の格 言 に 、 こん なの が あ る。 そ れ を計 算 セ ン ター の経 営 に応 用 した

の が 、 次の2社 で あ る。

Eセ ン タ ー(〈 業 績 は 、 ど う推移 したか 〉 で前 述)は 、 イ ンプ ッ ト中 心 の セ

ン ターだ が 、

「ユ ー ザ ーの コ ン ピュ ー タは 、今 後 ま す ま す大 型 化 して くるだ ろ うが 、CPU

の能 力 が高 まれ ば 高 ま るほ ど、事 務計 算 に おい て は、入 出力 の作業 に と られ
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る時間 は ま すま す増 え て くるはず。 そ こで 、1/0(入 出力)関 係 だ けを分

離 すれ ば 、 ユ ーザ ー と して ぼ コ ン ピュ ー タ利 用 の効 率 が よ くな るは ず。 当社

はそ こ を狙 って"ゴ ミ処 理 プ ラ ン ト"専 門 でい く。 た だ し、そ れ には1/0

処 理 の 省 力化 を ど うす るか が課 題 。 ユ ーザ ー と同 じ方 法 を と って い た ので は 、

当社 に と って もユ ーザ ー に と って もメ リ ッ トが ない 」。

同社 は 、都 心 で の キ ーパ ン チ ャ ー不 足 を予測 して 、団地 の主 婦 をパ ー トで集

め る"郊 外 パ ンチ セ ン タ=を い ち早 く発 足 させ 、小 人数 に分 け て管 理 す る方 式

を確 立 して成果 をあげ てい る と ζうだ が 、

「将 来 は、 ライ ン プ リン タ ー を沢 山持 って ア ウ トプ ッ トを専 門 に受 託 する こ

と も検 討 して い る」.

とい う。

〈ビジ ョン と現 実 の ちが い 〉の と ころで 、

「コ ン ピュー タ を使 って 企 業 の経 営 診 断 を と思 って ス タ ー トした が 、現 実 は

パ ン チ業務 が主 力 」

と嘆 いて い た経 営 者 は 、実 は 数年 前 にデ ー タ プ ロセ スの 分 野 か ら意識 的 に撤 退

して い ったの だ った。

「一般 の セ ン ター が 指向 す る方 向 とは逆 だ が 、そ の割 に も うか ってい るの は 、

労 務 管 理 にポ イ ン トが あ る。 計 算 セ ン タ ー も"工 場"で あ る以 上 、他 の工 場

と同様 に工 程 管理 が必 要 だ が 、 デ ー タ プ ロセス で はそ れ が で きない の に対 し

て 、 パ ンチ セ ン タ ーで は工 程 管 理 が可 能 だか らだ 」

と、 転 身の理 由を 語 ってい る。

そ のほ か 、

rCOM、 図 形 処 理 、漢 字 情 報処 理 な ど、1/Oの す べ て をそ ろ え て 、ユ ー

ザ ー の どん な要 望 に も応 じ られ る よ うに す る方 針 」
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、

とい う地 方 中堅 セ ン ターが2社 み られ た。

<そ の 他 、 い 〈 つ か の ビ ジ ョ ン 〉

■

●

① 本 業 の強 み を発揮

「副 業 的 にや って い る計 算 セ ン タ ーは 、 自然 陶汰 の過程 でつ ぶ れ る」

とい う見解 もあ ったが 、 副業 的 にや ってい るが故 に 、本 業 の強 み を副業 に 発揮

で き る とい うセ ン ター もあ った。

公 認 会 計 士事 務 所 が副業 的 に や って い る某 セ ンタ ー(<業 績 は 、 ど う推移 し

た か 〉で 前述)は 、計算 セ ンタ ー と して の業 績 は必 らず しも よ くは ない が 、 セ

ン ター業 が本業 の信 用 を高 め る こ とに役 立 ってい るほ か、

「小 さ くて も、本 業 の強 み を発 揮 した セ ン ター にす る。 現 在 は 、会計 情 報 処

理 シス テ ム を販 売 中だ が 、将 来 は 中小 企業 の経営 者 に トー タル的 な経 営 判 断

資料 を提 供 す るの が 目的。そ の サ ブ シ ス テ ムは ほ と ん ど出来 上 って お り、

あ と2年 くらい で トー タ ル化 す る こ とが 可能 だ」

とい'って い るが 、 こ こま で来 るの に は 、会 計 事務 所 の技術 と実 績 が セ ン タ ー業

に寄 与 してい る。

ま た 、95%ま で が親 会 社 で ある銀 行 の仕 事 で あ る某 セ ン ター は 、金 融 機 関

のオ ン ライ ンシス テ ム を早 くか ら手 が け て きた が 、

「これか らは 、信 用組 合 のオ ン ライ ン化 が盛ん に な って くるの で 、そ の た め

の ソ フ トウエア ・パ ッケ ー ジ(信 用 組 合 ネ ッ トワー ク シス テ ム.)を 販 売 して

い く」

と、今 ま で の実 績 を生 か してい くほ か、 信 用 情報 管 理 の面 で特 異 性 を発 揮 して
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い く方 針'と し(うo

②2っ.の 大手 セ ン タ ーの場 合

・財 閥 系 の某 新興大 手 セ ン ターは ・

「関連 企 業60数 社 の 中 には 、① 全 部 当社 を利 用 す る と ころ 、② 自社 で もコ

ン ピ ュー タを持 ち、 オ ーバ ー フ ・一分 だ け当 社 を利 用 す る とこ ろ、③ 自社 の

コ ン ピュー タを中心 に利 用 し、特 殊 な ソ フ トの開発 や 専 門業者 と して のア ド

バ イス .を求 め る と ころ この3通 りが あ るが 、そ の3者 の バ ラン スを と

りなが ら進 ん でい きた い。 しか し、い ず れ に せ よ、 グル ー プ企業 の"ド ブさ

らい"で あ る こ とには 間違 い ない。 そ れ を 、 ど う合 理化 、 シス テ ム化 して い

くか にか か って い る。 しか し、 ドブ さ らい の よ う な"ダ ーテ ィ ・ワニク(汚

い仕 事)"の 方 が 、最 近 は も うか る世 の 中 に な って い るのだ か ら、や り方 は

い く らで もあ る」 とい う。

も うひ とつ の商 社 系 大 手 セ ン ター の場 合 は

「今 まで は科学 技 術 計 算 中心 に進 ん で きた結果 、80%ま で が科 学技術 計 算

に な って い るが 、 これ か らはパ ック に あ る関連 企 業 の共 同 利 用 セ ン ター と し

て 、 事務 計 算 と技術 計 算 を半 分 ず つ に した い。 そ の他 に シ ンク タ ンク部 門 は 、

"青 い 鳥"に 終 る か も知 れ ないが 、追 い 求 め る」

'

とい う方 針 で あ る。

③ 外 資 と提携

「外 資 と提 携 して 、事 務 計 算 のオ ン ライ ン を5年 がか りで実 施 す る」

とい う 中 堅 セ ン タ ー も あ った 。 こ の 会 社 は 、 ソ フ ト ウ エ ア 部 門 は 今 ま で 、年 々

倍 増 して きたが 、不 況 に弱 い の で 、減 少 させ てい く方 針 とい う。

一 般 に 、数 年 前 ま で は 、計 算 セ ン ター の 多 くが 、
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、

「付 加価 値 の高 い 仕 事 をす る ため 、将 来 は ソ フ トウエア 開発 の比 率 を高 めて

い きた い」
亀

と語 って い た もの だ が 、今 回 の面接 調 査 で はそ う した発 言 がほ とん どみ られ な

か ったの が ひ とつ の特 徴 といえ る。

ソ フ トウエ ア開 発 の仕 事 が 、必 らず しも受託 計 算 の仕 事 よ り も頭 脳労 働 的 で
＼

付 加 価 値 の高 い もの で は ない とい うこ とが分 って きた結 果と、ハ ー ドメ ー カー

の 下 請 化 しつ つ あ る ソ フ トウエ ア業 界 の現 実 が 、 こ うした変 化 を もた ら した も

の と思 わ れ る。

〈再 編 成 の 方 向 を探 る〉

■

計 算 セ ンタ ー業 界 に 、 こ こ数 年 の間 に重 大 な試練 期 がや って くるだ ろ う

と多 くの経 営 者 がみ て い る こ とは前 述 した。

そ れ で は 、業 界 の構 造変 化 ない しは再 編 成 は 、 どの よ うな形 で す すむ の だ ろ

うか?

まず

「資 本 の力 が弱 く、 しか も人間 的 なつ なが りの強 い産 業 だ か ら、再 編 成 は う

ま くいか ない 」

「自然 陶 汰 され て も、寡 占化 は進 ま ない。"次 に や る人"が い く'らで も出て

くるか ら」

とい った よ うに 、 これ を否 定 す る向 き も多 い が 、現 在 進 行 中 の機 種 別 グル ー プ

化 ま た は大 手 セ ン タ ー を 中心 とす る ネ ッ ト化 が 、今 後 も進ん で い く結果 、

「今後 数年 間 は 、大 手 ない しは メ ー カ ー の"全 国 ネ ッ トワー ク競 争"の 時
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代 が続 く」

とみ る人 が 多い。 しか し、 こ う した 状況 に な る こ とにっ い て は 、そ れ な りの批

判 もあ り、

「重複 投 資 に な るおそ れ が あ る」

とい う意 見 や

「種 々 の ネ ッ トワー ク が過 渡 的 に 出来 る こ とに な る。 や が て 、そ れ も"大 同

団結"さ れ るだ ろ うが 、そ れ ま で の数年 間 は"競 争 の大 型 化"時 代 が 続 くの

も止 む を得 ない 」

「当面 は コ ン ピュ ー タ ・メ ー カ ー の過 当競 争 を受けて、機種別 グルー プ 同士 の

競争に なるだろ う。しか し、将 来 は メーカーをこえた ものにならなければいけない」

「現 在 は 、機 種 の互 換 性 が ない か ら、最 も安 易 なメ ー カ ー中 心 の再 編成 に な

るだ ろ う。 しか し、本 来 は企 業 の特 性 に よ って進 め られ るべ きで あ る。 計算

セ ン ター業 界 の正 しい再 編 成 を 進 め よ う とす る な ら、そ の前 に"機 種.の壁"

を取 り除 い て お くべ きだ った」

等 々の意 見 は 、現 在 進 行 中 の もの が 、決 して好 ま しい 形 の もの で ない こ とを指

摘 して い る。

再 編成 につ い て は 、い くっ か のパ ター ンが考 え られ る と して'、

「1府 県 内 で進 む地 域 内再 編 成 と、複 数 の府 県 に ま た が る地 域 外(県 際的)

再 編 成 、 ハ ー ドの機 種 ご との再 編 成 、三井 、三 菱 、住 友 な ど旧財 閥 系 ご との

再 編 成 、業務 上 の相 互 補 完 を 目 ざす再 編 成 、等 々、種 々の もの が考 え られ る

が 、 どれ が 先 とい うこ と な しに 、平 行 して 、あ るい はバ ラバ ラに進 む ので は

ない か 。」

とい う見解 もみ られ た。

ま た 、
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「財 閥 系 の セ ン タ ー は 、 グル ープ の支 援体 制が あ り、技 術 力 、経 営 力 の潜 ・

在 エ ネル ギー が あ るか ら、 どん な こ とが あ って も生 き残 るだ ろ う」一

「 どん な こ とが あ って も、 財 閥系 の セ ンタ ーだけ は生 き残 り、 計 算 セ ンタ ー

業 が公 共 事業 化 す るだ ろ う 」 ・

とい う意 見 が 、2人 の財 閥 系 セ ン ター の経 営 者 か ら 出 され 、"選 ば れ て あ る こ

との誇 り と自信"を 示 して い た。

なお 、計算 セン ターが将 来 は公 共 事 業 化 す るだ ろ うとい う意 見 は 、他 に もあ

った(過 去 編 くビジ ョン と現 実 のち がい 》 、未来 編 くも うひ とつ の 、 全国 ネ・ッ

ト化 の動 き〉参 照)。

通産 省 が 、機 種別 グ ル ー プ化 の次 に進 め よ うと してい る計算 セ ン タ ー業 界 の

構 造 改 善 の方 向 は"地 域 別 協 業 化"だ が 、 これ につい ては 、否 定 的 な経 営 者 が

圧 倒 的 に多い。

「機 種 が ちが う と、 ヨ コの協 調 はむ ずか しい 」

「メー カー に よ り肌 合 い が ち が う'から、地 域 の協 調 、結 合 は困 難 」

「地 域 ご とに 、 メー カ ーが 競 って"出 店"を 並 べ て い る現 状 か らすれ ば 、地

域 内 の協 調 は到 底無 理 」.

な ど と、 「機 種 の壁 が計 算 セ ン ター業 界 の再 編成 を妨 げ てい る」 とい う意 見 が

多 か った。
ノ

とす'るな ら、 まず機 種別 グル ー プ化 を進 め 、 次い で 、"地 域 の協 業 化"を 進

め よ う と して い る通 産 省 の考 え 方 は 、 問 題 点 が 多 い とい え そ うだ。

機 種 の互換 性 の問 題 にっ い て は 、

「メー カーは 、 や ろ う と思 え ば 、本 当は2～3年 で で きるは ず 」

「機 種 の壁 を取 り去 れ と言 い たい が 、 この 主張 は 結 局 、 すべ て の コ ン ビュー.

タ をIBMモ ー ドにせ よ とい うこ とに な って くる ので 、通 産 省 が認 め るか ど
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うか だ」

とい う意 見 もあ った。

しか し、同 一 都 市 、 同一 県 な どの、 い わ ゆ る地 域 内 の協 調 の 困難 性 は 、機 種

の壁 だ け に あ るの で は な く、

「ま さ に毎 日の 仕事 で競 争 してい る相 手 」

で あ り、

「協 調 しろ とい って も、具 体 的 な メ リッ トが ない」

等 の意 見 が あ った。 だ が 、そ れ とは反 対 に 、比較 的普 及 台 数 の 少 い国 産 機 の ユ

ーザ ーで は

「ち ょ っ と仕事 が オ ー バ ー フ ロー して も、近 くに 同 じ機 種 を使 ってい るセ ン

タ ーが ない の で 、結 局 東 京 ま で持 って いか ね ば な ら ない」

とい う実 情 に あ り、 この経 営 者 は地 域 内 の協 調 の必要 性 を力説 して い た。

業 界構 造 の変 化 に関 して は 、そ の他 に."2極 分 化"す るだ ろ う とみ る経 営 者

が3人 い た。2極 分 化 とは 、大 きな ところは ます ま す大 き くな り、小 さい セ ン

タ ーは それ な りの道 をみ つ け て い き、中 間 ク ラス の セ ン タ ーが な くな るこ とを

指 して い る。

、「大 資本 系 、 メ ー カー系 の大 手 セ ン タ ー とそ うで ない 所 との2極 分化 」

とい う意 見 と、業務 内容 か らみ て

「高度 な仕 事 がや れ る セ ン タ ー とそ うで ない セ ン タ ー」

「医者 にた とえ れ ば 、個 人 の名 医 と、総 合 病 院 」

とい う見 解 で ある。

"2極 分化"論 の うち1人 は大 手 セン タ ー の経 営 者 で あ ったが 、他 の2人 は

中 堅 セ ン タ ーの経 営 者 で あ った。 全般 的 にみ て 、 中規 模 ク ラス の セ ンタ ーに危

機 意 識 が強 い よ うに 見 受 け られ た○
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再 編 成 に関 す る最 も具 体 的 な もの と して、

「この県 には 、7つ か8つ の計 算 セ ン ターが あ るが 、情報 処理 サ ー ビス 業 を

っ ぶ さ ない た め には"交 通 整理"が 必要 だ とい う意 見 が 、県 の財 界 トップ の

間 で 出かか ってい る。 商工 会 議 所 あた りが 、そ の仲 介役 に な るので は … …」

・とい う地 方 が あ った こ とは 、一 部 とは いえ 、注 目すべ き現 象 とい え よ う。

〈今 後 の展 望 と経 営 の課 題 〉

]

'こ
◆

今 ま で多 くの経 営 者 の考 え方 や行 動 につ いて 紹 介 して きた が 、最 後 に 、彼 ら

は計 算 セ ンタ ー業 界 の前途 を ど うみ て い るか とい う こ とに関 連 して 、若

干 の 考 え方 や 意 見 を紹 介 しよ う。

「計算 セ ン タ ー業 界 が 社会 的 に高 い地位 を確 立 す る ため には 、 も っ と技 術 的

に高 い もの が必 要 に な って くる。経 営 コンサ ル タ ン ト的 知識 と経 験 と技 術 が

必 要 」

「一 般 に ユ ーザ ー よ り も高 い技 術 水 準 を ど う して 身 に つ け る か 、 そ れ に よ

って 、産 業 と して の地 位 が確 立 され るか 否か が 決 ま って くる」

とい った よ うに、 ユ ーザ ー よ り も高 い技術 水 準 を 身 につ け るのが 必要 条 件 。 と

はい え 、 これ は言 うべ く して行 うは難 い こ とで あ り、 どん な セ ン タ ーが 、 どん

なユ ー ザ ー よ り も高 い もの を持 つ か に よ って 、今 後 の 計算 セ ンタ ー の方 向づ け

が され る と思 われ る。

第2に 、

「労 働 集 約化 しつ つ ある現 在 の企 業 体 質 を、資 本 集 約的 、知 識 集 約 的 な もの

に転 換 して い く必 要 が あ り、そ の ため には 、

付 一65



「カネがか か る こ とだ が 、機 械 装 備 率 を あげ る こ と」

な どの意 見 が あ った。

次 に 、 マ ーケ ッテ ィ ン グ に関 して は 、'

「当 社 として は、 次 の4本 の柱 を中 心 に す る。 第 一 に大 企 業 に 対 しては 、次

々 とEDP業 務 が拡 大 す る か ら、 そ の よ きア ドバ イザ ーで あ り、 協 力者 で あ

る役 割 を狙 うこ と。 第2に 中 堅 企業va・一対 し ては 、 成 長産 業 を選 ん で、 その 会

社 の シス テ ム メ ー カーの 役 割 を徹 底 的 に果 し てい くこ と。第3に 、 中小 企 業

に対 しては 、会 計 士 、税 理 士 関係 、 給 油所 関係 、 流 通 関 係な ど・ 業 務 が比 較

的 画一的 で企 業 数 の 多い 業種 を選 ん で、 パ ッケ ー ジ化 した ソ フ トで大 型 コ ン

ピュ ー タの 効用 を 売 り込 んで い く。第4に は 、や は り、 次 の仕 事 に結 ひっ く

よ うな新 分野 の シス テ ム とテ クノ ロジ ーの研 究 開 発 で ある 」

とい うの は 、大手 セ ン タ ーの経 営 者 。 これ'に対 して 、 あ る中堅 セ ン タ ー の経 営

者 は 、'

'「既 存
の社会 機 構 を うま く利 用 して 、そ の業 種 ぐるみ で と らえ る こ と」 を狙

って い る。 さ らに 、 中小 セ ン タ ー の経 営 者 で 、

「中小 計 算 セ ンタ ー の今 後 は 、大 企 業 に隷 属 して 生 きて い くか 、そ れ がい や

な らご 業 界 団体 と結 び つ くの も、 ひ とつ の 手 」

とい って い る人 も あ っ た。 そ の他 、

「コンサ ル タ ン ト的 能 力 と、 シス テ ムテ ク ニ ック と コ ン ピュ ー タ テク ニ ック

の3者 を ミ ックス した知識 集 約 産業 と して 、中 小企業 を対 象 に売 り込 むべ し」

とす る意 見 も あ った。

そ う して 、最 後 に 、

「需要 は まだ ま だ あ る。 ただ し、そ れ に 見合 った地 域 ご との計 算 セ ン ター の

配 置 と、そ の適 正 規 模 が問 題 と な って くる」

とい う意見 が 、 これ か ら の業 界 の ポ イ ン トとい え よ う。
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・〈政 策 へ の 要 望 〉

「今後 の政 策 に期 待 す る もの」 とい う質 問 項 目に対 して は、 実 は 、 あ ま り多

くの も のが は ね返 って こなか った。 直 ち に返 され た答 と して は 、

「安 い カ ネ と安 いモ ノ 、 これ を ど う供 給 して もら うか の2点 につ きQ。 安 い

カネ とは 低 利 融 資 と無 税積 立 金 等 の制 度。 安 い モ ノ とは レ ンタ ル料 の引 き下

げ だ が 、専 業者 が一 般 ユ ーザ ー と対抗 して い くた め には 、何 らか、¢)理由 で、、

彼 ら とち が う価 格 に して もら うこ と」

「計 算 セ ン ター の ユ ーザ ーが 自社 導 入 した場 合 には 、それ だ け 情報 化 に役 立

って きた の だか ら補償 金 を 出す べ きだ」(前 出)

「基 礎 科 学 の研 究 に 、 も っと思 い 切 フた カネ を出す べ きだ」(前 出)

等 々 の意 見 のほ か 、情 報処 理 振 興 金 融 や ソ フ トウ エアの委 託 開発 資金 など 、既

存 の情 報処 理 振興 政 策 をそ れ な り.に評価 し、そ の拡 大 や強 化 を求 め る声 はか な

りあ った。

しか し、全 般 的 にみ れば 、.政 策 に対 す る要 望 は意外 に少 なかo.た 。 む しろ 、

そ れ以 外 に 、如 何 に生 き るべ きか とい う問 題 で頭 がい っぱ い

況 に あ る よ うだ。

答 ま で にか な りの沈 黙 が続 く経 営 者 が 多 か った。

＼

とい った状

「政 策 に対 す る要望 に つ い て は?」 とい う質 問 に対 して 、返

しか し、 こ の事 実 は 、必 らず しも計 算 セ ン タ ー業 界 が"政 策 の手"を 必 要 と

して い ない とい うこ とで は ない。 何 人 か の経 営 者 が 、

「通 産 省 は 、わ れ われ の実 態 が 分 って い ない 」

とか 、

「い ろい ろ考 え て も ら ってい るの は 分 るが 、 も うひ とつ"帯 に短 か しタス キ

に長 し"の 状 態 だ 」

付 一67

'



、

とい った よ うに、今 ま での 情報 処 理 振 興 政 策 と業 界 の要 望 との 間 に 、か な りの ・

"ス レ違 い現 象"が あ るの'は否 め ない
。

「通 産 省 のわ れ わ れ に対 す る政 策 は 、ハ ー ドメー カ ー育成 策 の延 長 上 に あ る」

「現 在 の政 策 は 、わ れわ れ 専 門業 者 の 育成 なのか 、一 般 ユ ー ザ ーの育 成 なの

か 、 よ く分 らない」

とい った声 は 、 メ ー カー育 成 策 とユ ーザ ー振 興 策 との間 に計 算 セ ン タ ー業 界等

の 情報 処 理 産 業 が お か れ てい る こ とを指摘 して い る。 さ らに

「一 口に情 報 処理 産 業 とい って も、計 算 セ ン ター とソ フ トウエ ア開発 業 、パ

ン チ セ ン ター とは 、本 当 に政 策 に求 め てい る もの は ちが う し、 ま た、 同 じ計

算 セ ン ター の 中で も、大 手 と中 小 とで は ちが って くる。 も うそ ろそ ろ 、そ こ

ら あた り を認 識 した、 キ メ細 か い政 策 が打 ち 出 され るべ きで は ない か 」

とい った意 見 もあ った。

しか し、通 産 省 と業 界 の ス レ違 い現 象 とい って も、業 界 側 に も確 た る主張 が

ない 以 上 、簡単 に解 消 され得 る もの で は な し、 この 際 は業 界 側 の要 望 を早急 に

ま とめて 理論 化 す る こ との 必 要性 が 痛 感 さ れ た。

`
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